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			勇者の隣の一般人②

			髭付きだるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・柊椋（I.S.W DESIGNING）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			第１話　あれから８年

			第２話　勇者の供の選別

			第３話　スキルの更新

			第４話　新たなる更新者

			第５話　天使

			第６話　夕食会

			第７話　天使の食卓

			第８話　勇者の旅立ちの儀式

			第９話　カメヨコ村の村長の娘の失恋

			第10話　引き継ぎ

			第10・５話　引き継ぎ（裏）

			第11話　旅の始まり

			閑話　氷の勇者の冒険

			第12話　ライとロックのステータス

			第13話　南ヤマヨコの町

			第14話　盗賊団　ビッグ・オーガズ

			第15話　山の中の金髪美女

			第16話　VSモンスターオウル

			第17話　モンスターオウルの事情

			第18話　語られた緊急事態

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			　そうして遂に俺たちがタートルの町から旅立つ時がやって来た。

			　町と外とを隔てている城壁の扉は特別に開け放たれ、そこには俺たちの旅立ちを祝うために多くの町の住民たちが集まってくれている。

			　孤児院の子供たち、薬局のロックウェルやナイト商会の従業員一同、役所を閉めて勢揃いした職員たちに、学校の教師や生徒たち。

			　顔を上げれば町を囲む壁の上には多くの兵士が立ち並び、彼らもまた俺たちの旅の始まりを見届けてくれていた。

			　その顔には気合がみなぎっている。まるで「お出かけの間の町の治安はお任せください」と宣言されているかのようだ。

			　俺たちは乗っている馬の上から、彼らに向かって手を振った。

			　途端に湧き上がる大歓声。彼らは力の限りに声を張り上げ、俺たちの活躍と旅の無事を祈ってくれた。

			　顔馴染みの皆からの力のこもったエールを受けた俺たちは、歓声を背に冒険の旅へと出発した。

			　俺の前には婚約者の１人であるロゼが座っており、彼女の体には２人の天使がしがみついている。

			　しばらく進んで門が見えなくなった頃、俺は３人に速度を速めることを告げ、手綱を操り馬を走らせ始めた。

			　俺たちが進む街道はよく整備されており、動物どころかモンスターの姿すら見当たらない。

			　あっと言う間に景色が流れ、住み慣れたタートルの町が遙か後方へと遠ざかっていく。

			　しばらくすると、ロゼがすすり泣きを始めた。

			　それは、そう時を置かずに号泣へと変わる。

			　だが俺も天使たちもロゼの涙を止めるような真似はしない。

			　ロゼの涙が涸(か)れる頃、俺たちは共に旅立つ勇者たちが待つ村へと辿り着いた。

			　その村に到着する直前、俺の脳裏には僅か１週間前の出来事が鮮やかに蘇る。

			　それは、決して勇者の供にはなり得なかった俺とロゼが、勇者の供として認められる事件が起こった、『勇者の供の選別』の日の記憶であった。

		

	
		
			　

			第１話　あれから８年

			　

			　澄み切った空に、たくさんの歓声が響き渡る。

			　俺はロゼと共にざわめきが溢れる道を歩いていた。

			　今日から２日間はこの町の、そしてこの国にとってのお祭りだ。

			　明日はロックの18歳の誕生日。それはつまり、ロックが勇者として旅立つ日を意味している。

			　ロックが18歳ということは、同い年の俺も18歳になったということだ。

			　俺はこの８年の間に、随分と背も伸び、体つきもガッシリとしてきた。

			　対してロゼは８年前のままだ。いや、正確に言えば12年前のままの姿である。

			　ロゼがスキル授与の儀式を受けてから既に12年。スキル『成長停止』の効力は未だ健在であり、彼女は10歳の肉体のまま22歳になっていた。

			　あの頃と全く変わらない、かわいらしい姿。

			　しかし、彼女の凍りついた心は８年の歳月を経てすっかり溶解していた。

			「ほら、早く行くわよ。私たちも来賓として呼ばれているんだから」

			「落ち着けよロゼ。まだ時間は十分にあるさ」

			「まったくもう！　ナイトはのんびり屋さんなんだから！」

			　俺の腕を掴んでズンズンと先へ進んでいく彼女には、つっかえつっかえ話していた８年前の少女の面影はどこにも見当たらない。

			　俺たちは祭りのメイン会場である、闇の神殿前の広場へと向かっている。

			　今日は祭りの前哨戦。そして明日がメインイベント、『勇者の旅立ちの儀式』の開催日なのだ。

			　８年前の魔族の襲撃から今日まで、玄(げん)武(ぶ)の国の上層部はロックとアナの周囲に厳重な警備体制を敷いて、その成長を見守ってきた。

			　おかげでこの８年間、玄武の国の中では目立ったトラブルは起こっていない。

			　結局魔族の襲撃は８年前のあの時だけであり、あの２人の独断専行だったのだろうと結論付けられていた。

			　

			　ちなみに玄武の国以外の他の３ヶ国の直近の様子は次の通りだ。

			　朱雀(すざく)の国では光の勇者が大活躍しており、一時期朱雀の国で猛威を奮っていた火の魔王軍を壊滅寸前にまで追い詰めたらしい。

			　しかし目当ての魔王にはあと一歩のところで逃げられたそうだ。

			　理由は朱雀の国のもう１人の勇者である火の勇者にあるという。

			　火の勇者は、ロックよりも７つ年上の25歳。

			　スキルも充実しており、勇者だけあって才能もあるそうだが評判は良くない。

			　理由は、とにかくやる気がないからだ。

			　火の勇者は勇者として世直しの旅に出ることもせず、普段から取り巻き連中と一緒に酒にタバコに女にと遊び回っているらしい。

			　なんでも「光の勇者が凄すぎてやる気がなくなった」と周囲に漏らしているそうだ。

			　だが俺が仕入れた情報では、火の勇者の育成を任された貴族の影響が強いらしい。

			　その貴族は朱雀の国の中での権力闘争を勝ち抜き、幼い火の勇者を手に入れた。

			　そしてまだ幼かった火の勇者に対して、自分に都合の良いことばかりを吹き込み、勇者らしくない駄目人間に育ててしまったというのだ。

			　朱雀の国の上層部が気づいた時には、火の勇者は駄目人間街道まっしぐらな状況であり、現在に至っても改善はされていないらしい。

			　そのため彼は、魔王軍との戦いにおいて雑魚(ざこ)を相手に無双はできても、真の実力者である魔王やその側近を相手どった際にはまるで戦力にならなかった。

			　結果として、対魔王軍戦において火の勇者が担当していた箇所が抜かれてしまい、魔王を取り逃がしてしまったのだそうだ。

			　生まれがどれだけ恵まれていたとしても、磨かなければ意味がないという良い見本である。

			　九死に一生を得た魔王軍は、朱雀の国の至る所でゲリラ活動を展開し、国内の治安は一気に乱れた。

			　朱雀の国の国民たちは治安の悪化した国を捨てて難民となり、俺もこの町の町長として、彼らの扱いには日々頭を痛めている始末である。

			　

			　次に青(せい)龍(りゆう)の国だが、ここは氷の勇者が活躍している。

			　まぁこいつは言わずと知れた、俺の実の弟であるサムのことなのだが。

			　奴は去年から勇者として働き始めており、その評判は上々である。

			　しかしいくら勇者とはいえまだ16歳。失敗もやりすぎることも多いのだそうだ。

			　それでも着実に実績を積み重ね、今では光の勇者に次ぐほどの知名度を誇っている。

			　だが青龍の国のもう一人の勇者、水の勇者には問題があった。

			　水の勇者は光の勇者とは違う意味で有名人だ。

			　水の勇者は女性であり、今年で30歳になるという。

			　彼女は平和主義者であり、読書や芸術や睡眠が好きなのだそうだ。

			　それゆえなのか、彼女は戦闘系スキルをほとんど所持していないという。

			　そして最大の問題点として、彼女は四六時中青龍の国の図書館にこもり、勇者としての活動を一切行っていないのだ。

			　彼女が勇者として活動した期間は僅(わず)かに数日。

			　その数日でスキル『勇者』を最大値まで上げ、他の役に立つスキルを必要な値まで上げた後は一切戦っていない。青龍の国の上層部がいくら頼んでも梨(なし)の礫(つぶて)だそうだ。

			「勇者頼みのこの世界がおかしいのよ」という彼女のセリフに妙に納得してしまうのは俺が転生者ゆえなのか。

			　まぁ水の勇者の言うことも分からないでもない。

			　青龍の国は国土の大半が氷河に覆われた過酷な土地である。

			　兵士やモンスターハンターたちはそのような場所で戦っているため基本的に強いらしい。

			　しかし過酷な土地で暮らす一般市民は、勇者への依存度が他の国よりも高くなり、つい最近までは信仰の域に達していたのだ。

			　勇者として頼られるだけでも大変なのだ、神扱いされては嫌気が差しても仕方がないだろう。

			　そんなわけで青龍の国もまた勇者が１人しか活躍しておらず、しかも活動中の氷の勇者が国に近寄らないために、勇者不在という状況が長く続いているらしい。

			　青龍の国の中で勇者が活躍する日は訪れるのか？　それは神のみぞ知ることなのだろう。

			　

			　最後に白(びやつ)虎(こ)の国だが、ここはなんと２年前まで勇者がおらず、居場所の特定すらできていなかった。

			　しかし遂に勇者は発見された。

			　見つかったのは風の勇者と雷の勇者。

			　彼らは、白虎の国の山奥の村の更に奥、人の住まない未開の地にて発見されたという。

			　人の住まない未開の地に、なぜ人である勇者が暮らしていたのか？

			　それはモンスターに育てられていたからだ。

			　風の勇者と雷の勇者はモンスターに育てられた捨て子だったのである。

			　彼らを『発見』したのは白虎の国で活動しているモンスターハンターの一団だった。

			　山奥の村の更に奥を縄張りとしていたモンスターたちが、村へと押し寄せてきたと連絡があったのが３年前。

			　白虎の国の上層部は、そのモンスターの行動を脅威ととらえ、退治を決定した。

			　国の兵士を動かすには遠すぎると考えた上層部は、有名なモンスターハンターの一団に討伐を依頼。

			　彼らは依頼通りにモンスターたちを蹴(け)散(ち)らし、元凶を退治しようと村の奥まで出向いた。その折に、モンスターに育てられ野生化していた幼い勇者たちと遭遇したという。

			　通常、いくら有名なモンスターハンターの集団であっても勇者の相手はまず不可能なのだが、この勇者たちはスキル授与の儀式を受けておらず、レベルは０のままであった。

			　モンスターハンターたちは倒そうと思えば、彼らを倒すことができたらしい。

			　しかしいくらなんでも額に勇者の印が輝く本物の勇者を殺害するわけにはいかないと、生け捕りにしようとして苦戦をしたという。

			　彼らを育て上げたのは、その一帯を統括していたモンスター。

			　魔族になる寸前まで透明度が下がった『モンスターオウル』であった。

			　森の賢者とまで謳(うた)われるモンスターオウルの薫(くん)陶(とう)を受けた勇者たちは、あの手この手でモンスターハンターたちに戦いを挑み、モンスターハンターたちは生け捕りを諦めて撤退。

			　その後、報告を受けた白虎の国の上層部は国を挙げての山狩りを行い、勇者たちを生け捕ることに成功した。

			　その際、モンスターオウルは体を張って幼い勇者たちを守ろうとしたらしい。

			　そして勇者たちも死ぬ寸前まで追い詰められた育ての親を助けようと死に物狂いで抵抗したそうだ。

			　結局その場の責任者が、『育ての親の命は助けてやるから黙って付いてこい』と説得し、２人の勇者は白虎の国の王宮へと連れていかれることを承諾し、山を降りた。

			　その際、モンスターオウルの悲しげな声がいつまでもいつまでも山にこだましていたという。

			　このあまりに衝撃的な話は、今や世界中の吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)や劇作家の手によって世界各地に広まっている。

			　ちなみに王宮に到着した２人は、歓迎式典の最中に王様をぶっ飛ばし、貴族に襲いかかり、用意されていた食事を素手でむさぼり食って、王宮を阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地獄に変えたという。

			　結局２人は未だにスキル授与の儀式を行ってはいないそうだ。

			『人間らしさを身につける前にスキルを授けさせるわけにはいかない』ということらしい。

			　実に賢明な判断である。

			　２人に血の繋がりはないが、お互いを兄弟だと認識しており、周りもそれを認めている。と言うか、兄弟扱いしないと怒って襲いかかってくるのだそうだ。

			　ちなみに２人の両親だが、白虎の国の山奥にある別々の村に住んでいた２組の夫婦だったそうである。

			　まともな教育も受けてこなかったこの夫婦たちは、赤ん坊の額に輝く勇者の印を見て『子供に魔族が宿った』と勘違いし、それぞれ別々の時期に山の奥に生まれたばかりの子供を捨ててしまったという。

			　その話を聞いた白虎の国の上層部は、慌てて国中の町や村を調べ、相当数の国民がまともな教育を受けていないことに気づいたらしい。

			　近年白虎の国は教育制度の改革に着手し、去年からは玄武の国へと白虎の国の特使が派遣されてきている。

			　この世界で最も教育制度が進んでいる国は我が玄武の国だからだ。

			　

			　そんな風に他国の情勢について思いを馳(は)せていると、いつの間にやら闇の神殿が視界に入ってきた。

			　神殿前の広場は多くの人でごった返しており、俺たちはそれを迂(う)回(かい)して進んでいく。

			　俺たちの目的地は闇の神殿前の広場に設置された、特設ステージの上だからだ。

			　そこには既に多くの来賓の姿があった。

			　国王陛下とエリック先生。

			　闇の神殿の神殿長のばっちゃん。

			　父さんと母さんと弟のライ。

			　ガイアク大臣やロリコーン伯爵も参列している。

			　他にも、他国からの招待客やら世界を股にかける大商人やらが勢揃いだ。

			　父さんやライには黄色い声援も飛んでいる。

			　父さんはこの８年で着実に実績を積み重ね、副将軍から将軍へと昇格。

			　そしてライは若手のホープの１人として名が売れ始めていた。

			　家族としてとても誇らしいことだ。

			　そんなことを思っている間に、俺たちはステージの裏へと到着した。

			　警備に就いている兵士に挨拶をしてステージへと上がっていく。

			　そして俺とロゼがステージに登場すると、広場から歓声が爆発した。

			「うおおおぉぉぉ！　町長ー！」

			「ロゼッタ様ーー!!」

			「ロゼッタ王女ー!!　愛していますーー!!」

			「誰だ今のセリフは！　殺すぞコラァ！」

			「兄ちゃーん！」

			「若奥様ーー!!」

			「社長ーー!!」

			「先生ー！」

			「院長せんせー！」

			「副院長～!!」

			「キャー、ナイト様！　こっち向いてーー!!」

			　凄い熱気と歓声だ。音が現実の圧力となってステージに襲いかかってくる。

			　参列している来賓たちは驚く者、顔を顰(しか)める者、そして誇らしく胸を張る者と様々だ。

			　俺とロゼはしばらく歓声に応(こた)えるために手を振っていた。

			　そして、ようやく落ち着いた頃に、俺たちは用意された席へと移動する。

			　勇者の供の選別が始まるまで、あと少しだ。

		

	
		
			　

			第２話　勇者の供の選別

			　

			　これから行われる『勇者の供の選別』は『勇者の旅立ちの儀式』の前哨戦である。

			　勇者の供。それは勇者と共に世界を巡り、勇者を助け、支え、鼓舞し、背中を守って時には押し、共に笑って共に泣く、苦楽を共にするパーティーメンバーを指す言葉だ。

			　明日になれば２人の勇者はこの町から旅立ち、世界を回る。

			　そして勇者は初代勇者にならい、３人パーティーを組むことになっている。

			　これはどこの国でも変わらない絶対の法則だ。

			　俺とロゼは本来ならば勇者の供となる予定であった。

			　しかし、スキルの数が足りていない現状、俺もロゼも勇者の供にはなりえない。

			　それなのにロックもアナも今日のこの日まで２人揃って新しい供を選ぶことを拒んできた。２人はこの８年間、あの手この手を使って俺たちと一緒に旅に出ようと画策してきたのだ。

			　だがそれも今日までのこと。

			　勇者の供とは２人以上が絶対条件。

			　ロックにはライが、アナにはエルがいるが、現状１人ずつしか存在しない。

			　どうしてもあと１人ずつ、新たな仲間が必要となるのである。

			「でもやっぱりロゼが良いよ～」

			「僕も兄さんと一緒に旅がしたいです」

			　闇の神殿前の広場に作られた特設ステージの上では、エルとライがぼやき続けていた。

			「あんたたちいい加減にしな！　これから旅立つ勇者の仲間がいつまでも子供みたいなことを言っているんじゃないよ！」

			　闇の神殿の神殿長を務めるばっちゃんが２人をたしなめる。

			　だがそれでも２人は最後の抵抗を試み、俺とロゼの凄さをばっちゃんにアピールしていた。

			「でもばあちゃん、ロゼは８年間も薬師として働いてきたんだよ～。孤児院の院長先生として凄く頑張ってきたんだよ。ナイト商会の副社長としても、町長の恋人としてもさ～。それは考慮してもらいたいな～」

			「同じくです。兄さんも薬師として頑張ってきました。計量器を生み出して薬を効率良く作れるようにし、孤児院の不正を明るみにして子供たちを救い、副院長として活躍。サム兄さんをまっとうな人間に育て上げて、子供たちにも教育を施(ほどこ)しました。ナイト商会を知らない人はこの町にはいませんし、兄さんが集めたマジックアイテムはかなりの数に上ります。更に町長としてこの３年間働き続け、住民の誰もが学べる学校を開校。オマケに今日の『勇者の供の選別』と明日の『勇者の旅立ちの儀式』の準備まで完璧にやり遂げたのです。兄さん以外の一体誰がこんな真似ができるというのですか」

			「アタシも天才って呼ばれているけど、今じゃすっかりナイトの陰に隠れちゃっているしね～」

			　一方、ロックとアナは黙ったままだ。あの２人は既に運命を受け入れているのだろう。

			　俺たちは確かにこの８年間、成果を上げ続けてきた。

			　だがそれは、勇者の供の選別に当たっては考慮にも値しないのである。

			「あたしだって２人がこの８年頑張ってきたことは理解しているさ。実際積み重ねた実績は大したものだ。心の底から賞賛するよ。正直言ってあたしも２人をロックとダイアナに付けてやりたいよ。

			　でも駄目なのさ。勇者の供に求められている能力はどこまでいっても戦闘能力だ。２人にはそれが絶対的に足りていない。どれだけ頭が良くても、人格が優れていても、金儲けが上手くても、国の役に立ったとしても、強くなければ駄目なのさ。

			　そして強さとはレベルだ。高いレベルに必要なものとはスキルの数だ。それがない時点で２人は戦力外なのさ。これはどうしようもないこの世界のルールなんだよ」

			　ばっちゃんは苦しそうに、本当に苦しそうに自分の心の内を吐露している。

			　この８年の間、ばっちゃんもばっちゃんで戦ってくれていたのだ。

			　俺たちを勇者の供にすることはいくらなんでも不可能だった。

			　しかし、マジックアイテムを集めて戦力を底上げした功績を餌に周囲に根回しを進め、俺とアナの婚約を認めさせたのは他ならぬばっちゃんだ。

			　過去数百年、誰も成し得なかったことをやり遂げた功績だとばっちゃんは言っていた。

			　反対意見が大勢を占めていた中で、僅かでも勇者のためになることを成そうとしてくれたばっちゃんには頭が下がる。

			　俺はばっちゃんにこれ以上嫌な役目を押し付ける必要はないと考え、エルとライに声を掛けた。

			「２人共そこまでにしておけよ」

			「兄さん……」

			「でもナイト……」

			「デモもストもないんだよ。俺たちのスキルの数は少なかった。足りなかった。これはどうしようもないことだ。俺は納得しているよ」

			「納得って！　でも兄さん、今でも訓練を続けているのでしょう!?」

			「まぁ既に習慣になっちまっているからな。でもあれだけ頑張ってもどうにもならなかったのは事実だ。俺もロゼもこの８年、手を抜いたことは一度もなかった。努力した、頑張った。成果も出して、実績も作った。俺たちは十分に満足している。だからもうお前たちも諦めて前を見ろ。仲間になりたいって連中がこれだけ集まってくれているんだぞ」

			　俺はステージの下を指し示す。

			　そこには多くの兵士やモンスターハンターたち、すなわちロックとアナの仲間になりたいと願っている者たちで埋め尽くされていた。

			　その数はとても多い。

			　このステージは闇の神殿前の広場の端に作られている。

			　そしてその広場の実に半分はロックとアナの仲間候補で埋まっていた。

			　彼らのほとんどは玄武の国出身者だ。しかし中には他国からわざわざやって来た者もいる。

			　通常、勇者の供とは所属している国の出身者の中から選ぶものだとされていた。

			　しかし最近活躍中の氷の勇者サムが、青龍の国ではなく、玄武の国出身の者を仲間にしているという話が広まり、万が一のチャンスにかけてわざわざ彼らは集まってきたのだ。

			　彼らの目は一様にギラついている。

			　当然だ、なにしろこれから始まるのは勇者の供を決める催し。

			　勇者の供として認められれば、歴史に名を残し、世界中から賞賛される。

			　特にロックもアナも勇者としての活動には前向きだという話が効いているのだろう。

			　火の勇者や水の勇者のように、活躍どころか活動しないという危険性がないので、安心して参加表明ができるのである。

			「え～なんか嫌だな～」

			「誰も彼も目がギラギラしすぎですよ」

			「良いことじゃないか。気合が入っているってことなんだから」

			　この８年間で理解したが、何かを成すためには、当人の能力はもちろんのこと、とにかくやる気が重要な要素を占めているのだ。

			　そういった意味では彼らは十分に及第点と言える。

			　もっとも、やる気だけならば俺やロゼだって彼らには負けないのだが。

			「ナイトは前向きに捉えすぎ！　見てよ、さっきからアタシやアナを気持ち悪い目で見る男の多いこと多いこと」

			「男なら仕方ないさ。女性を選べば問題ないだろ」

			　そんな俺のセリフを聞いてエルはやれやれと肩をすくめた。

			「甘いよナイト。女の敵は女だって知らないの？　女同士で腹を割って話せる相手って本当に少ないんだよ？」

			「いやそんなドロドロした話をされてもな……」

			「その女性たちは皆さん揃ってロック王子の顔ばかり見ているのですけどね」

			「あいつはモテるからなぁ」

			「勇者で王子ですからね。でも明らかにロック王子の嫁狙いじゃ困りますよ」

			「そっちはそっちで男を選べば良いだろうが」

			「ああ見えてロック王子は結構面倒臭い性格なんですよ。誰を選んでも失敗しそうなのですが」

			「そこをどうにかするのが、お前の役目だろうが」

			　そんなことを話している間に選別が開始される時間となった。

			　笛が吹かれて鐘が鳴らされ、詰めかけていた一般市民や集まった勇者の仲間志願の者たちは皆揃って押し黙る。

			　すると、ステージ上から拡声器の魔道具（要するにマイクである）を使って『勇者の供の選別』の開始を告げるアナウンスが流れた。

			「ウオオオオオオォォォォォォ!!」

			　途端に集まった民衆から物凄い大歓声が湧き起こる。

			　彼らは興奮していた。これから始まる新しい勇者の伝説に。そして、その伝説に記される新たな歴史上の人物の登場に。

			　しかしいつまでも続くと思われた大歓声も、ステージの上に１人の偉(い)丈(じよう)夫(ふ)が現れると、途端にピタリと停止する。

			　彼は式典の際に使われる銀色に磨かれた鎧(よろい)を着込んでいた。

			　その体(たい)躯(く)は大きく、腕も足も丸太のように太く鍛え抜かれている。

			　鋭い眼差しは、逆らえば一撃の下に葬られるような圧迫感を与えていた。

			　しかし俺は知っている。その男は家では妻に頭が上がらない頼れるお父さんだということを。

			　男の名前はハロルド＝ロックウェル。

			　俺の父親であり、そしてこの８年間、いやそのずっと前から勇者であるロックを鍛え続けてきたこの国の将軍だ。

			　司会の男からマイクを渡された父さんは、一度周囲を睥(へい)睨(げい)し、静かに語り始めた。

			「諸君、ここにこうして集まってくれたこと、誠に感謝している。明日、土の勇者であるロック王子が18歳の誕生日を迎える。すなわち明日になれば、土の勇者であるロック王子も、闇の勇者であるダイアナ様も、勇者としてこの町を旅立つことになるのだ」

			　父さんの言葉には重みがあった。なにしろ勇者を鍛えた男の話だ。

			　英雄の師の言葉を聞き逃すまいと、聴衆はじっと耳をすました。

			「私は現在この国の将軍の１人に任ぜられている。しかしその前からこの国における最強の兵士として、王子の戦闘訓練を任されてきた。

			　王子は基本的に戦闘行為を好まない御方だ。諸君も噂で聞き及んでいるだろうが、10あるスキルの内容は決して戦闘寄りではない。だがそれでも王子は勇者としての責務を放棄したりはしない。王子は歯を食いしばって訓練の日々を送られてきた。それもこれも明日から始まる勇者としての冒険の日々のためである」

			　知っている。そんなことは俺が一番良く理解している。

			　戦いを嫌っているロックが戦闘訓練に明け暮れてきたのは、ひとえに『俺との』冒険の日々のためなのだから。

			「勇者としての冒険の日々。聞こえは良いが、その内容は決して楽しいことばかりではない。

			　モンスターや魔族と戦い、道を外れた外道共とも戦わなくてはならない。剣で切られ、槍で貫かれ、弓で射られ、火で焼かれ、毒を受け、罠を張られ、血を流す。同時に敵を殴り、蹴り、切り裂き、貫き、押しつぶし、焼き殺し、毒殺し、罠にかけ、血を浴びる。それはまさに修羅の日々だ。

			　そしてその背に負うのは１人の人間の運命ではない。一つの村の、一つの町の、一つの国の、そして世界の命運を背負って旅をするのが勇者なのだ」

			　どこからともなく「ゴクリ」というつばを飲み込む音が聞こえた。

			「もちろん勇者の中には義務を放棄し、活動しない者も存在している。しかし朱雀の国の光の勇者殿のように、青龍の国の氷の勇者のように。我が玄武の国の土の勇者と闇の勇者は世界の命運を背負い義務を果たそうとするだろう。

			　この場には多くの腕に覚えのある者たちが集まっているように思う。だがどうか誰が勇者の供になったとしても、我が国の勇者たちと共に修羅の日々を歩んでいってもらいたい」

			　少し空気が変わったことがステージの上からでも感じられた。

			　ようやく待ちに待った勇者の供の話が始まることが分かったからだろう。

			「勇者の供、それは決して勇者と共に旅をするだけの付き人ではない。勇者と共に戦い、勇者の背中を守り、悩める勇者の背中を押し、苦しむ勇者を助けることができる者でなくてはならない。

			　先程王子のスキルの構成は戦闘寄りではないと説明した。しかしそれでも王子は強い。スキル『勇者』と『王族』の効果は目を見張るものがある。単純にステータスの数値だけを見れば、光の勇者殿であっても王子には勝てないだろう。もちろんダイアナ様も相当に強い。勇者は『勇者』があるだけで強さが保証されているからだ。

			　だがどれだけ強くても王子もダイアナ様も人間だ。人間である以上、負けることも、追い詰められることも、死ぬこともある。歴代の勇者たちを見てもそれは明らかだ。

			　１人の人間として王子とダイアナ様を支え、世界の命運を共に背負う覚悟がある者。そういう者に勇者の供としてお２人と共に旅立ってもらいたい。私からは以上だ。それでは諸君の覚悟に期待する」

			　最後にそう言って、長きにわたった父さんのスピーチは終了した。

			　会場内はドン引きだ。

			　もちろん彼らだって勇者がただ格好良い英雄ではないことくらい分かっていただろう。

			　でもこれから供を選ぶという段階で、これほどまでに現実を叩き付けなくても良かったのではないだろうか。

			　だが、会場に充満していた浮ついた空気が一気に引き締まったことは理解できた。

			　父さんはステージから退場し、再び司会の手にマイクが渡される。

			　そして遂に勇者の供を決める催しが開始された。

			「え～それでは、これより勇者の供の選別を開始いたします」

			　広場に集まった者たちの顔には気合がみなぎっていた。

			　自分こそが勇者の供として相応(ふさわ)しいのだと、誰も彼もが顔で語っている。

			　俺は彼らが少し、いやかなりうらやましかった。

			　先程ライたちには諦めたと言ったが、本音を言えば俺も彼らと並び立ちたかったのである。

			「え～皆さん気合が入っているようですが、今回の選別において、皆さんにしていただくことは、特に何もありませんのでゆるりとしていてください」

			　だというのに、司会の男はいきなり出鼻をくじいてきた。

			　その話を聞いた血気盛んな若者たちが司会の男に食って掛かる。

			「オイふざけんな！　俺たちは遊びにきたわけじゃねぇんだぞ！」

			「そうだ、そうだ！　俺たちは勇者の供に名乗りを上げているんだ！」

			「何もしないってどういうことだ！　説明しろ！」

			　会場は急にヒートアップしてくる。

			　しかし司会の男は気にせずに言葉を返した。

			「え～では逆にお聞きしますが、貴方たちは具体的に何をすると考えていたのですか？」

			「決まっているだろ！　戦いだよ！」

			「そうだ！　勇者の供に必要なのは何と言っても戦闘力！」

			「勇者の隣には強い奴こそ相応しい！」

			　参加者たちはどうやらこの場に戦いに来たようだ。

			　司会の男はその答えを聞いて呆れたように言葉を返した。

			「それで？　その強い奴とは一体どうやって決めるのですか？」

			「あ？　そりゃやっぱトーナメントだろ！」

			「この場の全員で戦って、最強の男と最強の女を決めるのさ！」

			「白虎の国の闘技場でも使われている方法だ！　完璧じゃねぇか！」

			　若者たちは勝手に盛り上がっていく。

			　しかし司会の男はそこに冷水を浴びせた。

			「なるほど、貴方たちは馬鹿なのですね」

			　勝手にヒートアップした馬鹿共に現状を突きつけたのだ。

			「貴方たち、今日が何の日か分かっているのですか？　勇者の旅立ちの日の前日ですよ？　そんな時に呑気(のんき)にトーナメント？　一体何日掛かると思っているのですか。開いた口が塞(ふさ)がりませんね。

			　そもそも何でしたっけ？　勇者の供に必要なのは戦闘力？　貴方たちロック王子やダイアナ様に並び立てると思っているのですか？　『勇者』というスキルを持つあの方たちに。理解していますか？　あの方たちのステータスは平均１万を超えているのですよ？　スキルに恵まれ、更に限界まで鍛え上げた英雄であろうとも手が届くかどうかも分からない領域に、お２人はいらっしゃるのです。

			　そもそも戦闘力など勇者の供にはあって当然です。それがなければ、そもそも勇者に付いていくことすらできませんからね。戦闘力があり、その上で更に何があるのかが重要なのですよ。

			　これ以上馬鹿なことを言い続けるつもりでしたら、この場から退去していただきます。それが嫌なら黙って私の話を聞いていてくださいね」

			　司会の男はそう言ってニッコリと笑った。

			　代わりに先程まで騒いでいた若い男たちは絶句してしまった。無言のプレッシャーが彼らを小さく見せている。

			　父さんといい司会の男といい、折角用意したロックたちの晴れ舞台なのだからもう少し盛り上げてくれないものだろうか。

			　しかしそんな俺の心の声が届くわけもなく、司会の男は選別の方法を説明し始めた。

			「え～さて、選別の方法ですが、闇の神殿に協力を依頼し、特別な魔道具をお借りすることとなりました」

			　司会の男がそう言うと、ステージの奥からなにやら馬鹿でかい物体が運ばれてきた。

			　あれは……確か見たことがある。

			　闇の神殿の宝物庫の奥に布を被(かぶ)されたまま鎮座していた魔道具の１つだったはずだ。

			　闇の神殿で働いている男性が10人がかりで持ち運び、その物体はステージの中央へと設置される。

			　そして被せられていた布を引き下ろすと、そこには黒く光り輝く謎の立方体が存在していた。

			　立方体、確かに立方体に見える。

			　だが何か違和感があるな、立方体と断言するには形が一定でないように見えるのだが……。

			　よく目を凝らしてみれば、その物体は僅かながら動き続けていた。

			　それは『縦横高さの長さが微妙に変動し続けている謎の四角い物体』であったのだ。

			「さて、ではこれより闇の神殿の神殿長様にこの物体の説明をしていただきます」

			　その場の全員が一斉に神殿長のばっちゃんに視線を向ける。

			　ばっちゃんは前に出てきて司会の男からマイクを受け取り、この物体について説明を開始した。

			「はいはいどうも、ご紹介にあずかった闇の神殿の神殿長だよ。まぁ面倒な挨拶は省かせてもらうよ。こんなババアの挨拶なんてあんたらは興味ないだろうからね。今は目の前にあるこいつの説明さ。

			　こいつは俗に『勇者の検索機』と呼ばれている代物さね。あくまで俗称だ、正式名は誰も知らない。ただその機能だけは闇の神殿に語り継がれていてね。こいつはね、莫大なエネルギーと引き換えに、この世界のありとあらゆるものについて調べることができる魔道具なんだよ。そのエネルギーってのは魔石のことでね。魔石を大量投入することで聞きたいことに対して答えをくれるっていう代物なのさ。

			　ただし、条件が厳しくてね。まず勇者に関することしか答えちゃくれない。そして勇者が認めた相手の質問しか答えちゃくれない。更にはエネルギーとして使うことができる魔石は、勇者が直に集めた魔石じゃなけりゃ受けつけない。おまけに１つ質問したら向こう１年間は使用不可能になる。10の質問なら10年間使い物にならなくなる。面倒なことこの上ないね。でも今回みたいな事態では大層役に立てるのさ」

			　そう言ってばっちゃんはロックとアナに頷いて道を譲る。

			　２人はステージの中央に近づくと、懐から魔石を取り出し、立方体へ向かって放り投げた。
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			　すると次の瞬間、なんと立方体の形が変化して口のような形を取り、魔石を吸収してしまったのだ。

			　突然の事態を受けて、広場が驚きで満たされる。

			　しかし２人は気にせずに魔石をポイポイと立方体へと放り込んでいく。

			　そうしてしばらくすると、立方体に変化が起き、突然その表面が光り輝いた。

			　もはや俺たちは驚いて声も出せない。

			　口の形をしていた立方体は平べったい形に変化し、その表面には文字が浮き上がっていた。

			　そこにはこう表示されている。

			　

			〈調べたい事柄を入力してください。（口頭入力可）〉

			　

			　そうして再び司会の男の手にマイクは戻された。

			「はい、そんなわけでこの魔道具を使って勇者の供を選別したいと思います。方法はとっても簡単。この魔道具に向かって質問をするだけです。そうすればこの魔道具がこの場の全員の能力・過去・実績を調べ上げ、この表面にその結果が映し出されるという寸法です。エネルギーの関係上、尋ねられる回数は限られております。ですので質問者は事前にこちらで決めてあります。

			　まずは勇者であるロック王子とダイアナ様、お２人と共に旅に出るライ＝ロックウェル殿とエリザベータ＝エニシュ殿。そして国王陛下と闇の神殿の神殿長様、最後にロック王子を鍛え上げたハロルド＝ロックウェル将軍。以上７名の質問により最終候補者を選抜し、最終的にはその中から勇者であるお２人に勇者の供を選んでいただきます。

			　ちなみに最終候補者が何人もいても困りますので、各質問上位３名のみの選抜といたします。それではまず闇の神殿の神殿長様からお願いいたします」

			　広場に集まった全員が予想外の選抜方法に呆(あつ)気(け)にとられている。

			　もちろん俺も同様だ。

			　実は、俺は今日この時に至るまで、勇者の供をどうやって決めるのかを知らされていなかったのである。

			　本来、会場設営の総責任者であり、町長でもある俺には選別の方法を事前に知る権利があった。

			　しかしどこの誰だか知らないが、俺とロゼには選別方法を事前に知らせるべきではないと言い出した者がいたのだそうだ。

			　なんでも彼らは、多数のマジックアイテムを集めていた俺に事前に選別方法を知られた場合、手持ちのマジックアイテムの力を使って、不正を行う可能性を指摘したという。

			　ロックやアナはこの話を聞いて随分と憤慨したというが、俺には心当たりがないこともなかった。

			　無論、俺はこれまでかき集めたマジックアイテムは全て献上しており、手元には使えるマジックアイテムなど１つもない。

			　しかし、万が一勇者の供に返り咲く可能性があるのなら、何かしらの方法を考えただろうことは間違いないのだ。

			　先程ライとエルが言っていたが、俺はこの８年間で、周囲から天才としての評価を得ていた。

			　そんな相手に事前に選別方法を伝えた場合、思いもよらない対応をされてしまう可能性は否定できない。

			　だから俺どころか、俺の周囲の人間にも箝(かん)口(こう)令(れい)が敷かれ、俺は今日この日まで判別方法を知らされていなかったのだ。

			　だがまさか秘蔵の魔道具を持ち出して、候補者を項目別にピックアップする方法を取るとは。

			　これはあれだな、異世界版のグー○ルだな。予想外の出来事ではあるが、これはこれで面白い。

			　さて、この世界の先生の実力はどんなものか、お手並み拝見といこうじゃないか。

			「あたしが必要と考えるのはやっぱり『スキルの数』だね。スキルの数が多ければ多いほど最終的にレベルは上がるんだ。何を置いてもこれは譲れないよ」

			　

			〈検索項目『スキルの数』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３名を出力します。

			　同率１位：ダイアナ（10）ロック＝Ａ＝タートル（10）

			　３位：ウメコ（９）〉

			　

			　広場に集まった民衆から驚きの声が上がる。

			　アナとロックのスキルの数は分かっていた。だからそれに関しては驚かない。

			　というか、この検索機、ロックたちまでまとめて調べるのか。

			　下手すると上位は勇者が独占することになるぞ。

			　それよりも第３位。ウメコという人物はなんとスキルを９つも持っていた。

			　随分と古風な名前だ。名前からして女性だな。

			　これはアナの仲間の最有力候補ではないか？

			　広場の全員がそう思ったが、それは間違いだった。

			「あ～ごめんよ。まさかこうなるとは思っていなかった。ウメコってのはあたしの本名さね。流石(さすが)にこの歳で旅はキツイからね。あたしは勇者の供の候補からは辞退させてもらうよ」

			　なんとウメコさんの正体はまさかの神殿長のばっちゃんだった。

			　そういえば初めて名前を聞いた気がする。皆揃って神殿長としか言わないし、俺は昔からばっちゃん呼ばわりしていたから、本名を知らなかったのだ。

			　それにしてもスキルの数が９つとは。どんだけ凄いんだ、ばっちゃんは。

			　勇者の供とはいえ、スキルの数は通常６～７、多くても８つが精々だからな。

			　先代の闇の勇者の仲間だったとは聞いていたが、予想以上の実力者だった。

			　しかしばっちゃんでは駄目だ。流石に90近い老人を勇者の供にするわけにもいくまい。

			「え～気を取り直して次の質問に移りたいと思います。では次はロック王子とダイアナ様に自らの供に求める能力をおっしゃっていただきます」

			　司会の男は、さっさと次に進んでいく。

			　今度検索するのは勇者たち本人だ。これはいやがうえにも期待が高まる。

			「ふむ、では私は『戦闘用スキルの数』だな。私はスキルの数こそ多いが、純粋な戦闘用スキルの数は少ない。それを補ってくれる仲間は是非欲しいからな」

			「私は『これまでに助けた人の数』を調べて欲しい。私は殺すのは得意だけれど、助けるのは苦手だから。仲間には誰かを助ける力を持っている人が良いと思う」

			　

			〈検索項目『戦闘用スキルの数』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３名を出力します。

			　１位：ダイアナ（８）

			　同率２位：ハロルド＝ロックウェル（７）ライ＝ロックウェル（７）〉

			　

			〈検索項目『これまでに助けた人の数』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３名を出力します。

			　１位：ゴック＝Ａ＝タートル（１，２８９，５０１人）

			　２位：ナイト＝ロックウェル（１２４，５８９人）

			　３位：ウメコ（２８，５６４人）〉

			　

			　勇者２人は自分に足りない要素を求めた。

			　それは良い。だが、結果は駄目だ。

			　ダイアナは『無限収納』と『料理人』以外が戦闘用スキルと判断されて８つ。

			　そして父さんとライはそれぞれ７つ持っていて同率２位。

			　この時点で３人選出されてしまったので終了だ。

			　……全員身内だというこの状況、正直笑うに笑えない。

			　そしてこれまでに助けた人の数だが、まさか俺が２位に入っているとは驚いた。

			　１位は納得だ、流石は国王陛下。善政を敷く名君だけのことはある。

			　３位はまたしてもばっちゃんだ。勇者の仲間として活躍していた時代に加え、神殿長としての功績が大きいのだろう。

			　しかしまたしても駄目だ。国王陛下もこの町の町長も勇者の供には不適切だからだ。

			　そもそも、この質問だと圧倒的に文官が選ばれる確率が高い。

			　勇者の供を選ぶための質問としては不適切だったのだ。

			「……え～、これはまた予想外の結果になってしまいました。ですがまだ３つの質問が終わっただけです。気を取り直していきましょう。次はライ殿とエリザベータ殿です。質問よろしくお願いいたします」

			　先程まで駄々をこねていた２人ではあるが、このままでは旅立ちもままならないという現状は理解できているはずである。

			　俺も含めたこの場の全員が２人の発言に耳を傾けた。

			「では僕から。僕が重視するのは『勇者に対する貢献度』です。皆さん、これまでも様々な活動をしてきたと思います。そんな皆さんがどれだけ勇者のために尽くしてきたのかを検索してもらいたいと思います」

			「アタシはねぇ、正直言ってばあちゃんと同じことを考えていたんだ～。重要なのはスキルの数だってね。でもそれは駄目で、次に考えていた戦闘用スキルの数もロックが聞いたけど駄目だったでしょ～。だからもう良く分かんないからさ～、いっそのこと人気で選んだらどうかと思うんだよね～。『皆が考えているロックとアナの供に相応しい相手』。アタシはそれで調べてもらいま～す」

			　

			〈検索項目『勇者に対する貢献度』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３名を出力します。

			　１位：ナイト＝ロックウェル（勇者の幼馴染、勇者の親友、勇者の想い人、勇者の命の恩人、勇者の出身地の治安回復、勇者の出身地の知識レベル向上、勇者の出身地の平均レベル上昇、多数のマジックアイテム回収による戦力増大）

			　２位：ハロルド＝ロックウェル（勇者の師、勇者の父親の親友、勇者の供の師、勇者の命の恩人、勇者の出身地の治安回復）

			　３位：ロゼッタ＝Ａ＝タートル（勇者の姉、勇者の幼馴染、勇者の親友、勇者の出身地の治安回復、勇者の出身地の平均レベル上昇）〉

			　

			〈検索項目『皆が考えているロックとアナの供に相応しい相手』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３名を出力します。

			　１位：ナイト＝ロックウェル（１２，５４７人）

			　２位：ロゼッタ＝Ａ＝タートル（１０，３９８人）

			　３位：なし（５，８６３人）〉

			　

			　……どちらの質問も俺がトップを取ってしまった。おまけに、またしても身内しかいない。

			　特にエルの質問の結果が凄まじい。俺とロゼがツートップで、３位が『なし』とかどういうことだ。

			　そして貢献度だが、これもまた身内だけじゃないか。

			　最初の４つと最後は分かる。俺は確かに勇者の幼馴染で親友であり、しかも想い人な上に命の恩人だ。

			　マジックアイテムも集めまくったので、戦力は確かに増大しただろう。

			　……命の恩人だということがバレてしまったが、まぁ仕方ないか。

			　しかしそれ以外の３つ、治安回復・知識レベル向上・平均レベル上昇とはどういうことだ。

			　あれか？　昔強盗をブッ飛ばしていたことや、学校を開校したことが評価されたってことなのだろうか？

			　まさかこんなところでこれまでの仕事の評価を得られるとは感無量だ。

			　だがこれでは困る。なにしろ俺とロゼしか選ばれていないのだから。

			「……え～、え～と。しばらくお待ちください。…………え～次で最後です。国王陛下とハロルド将軍に質問をしていただきます。

			　え～それでですね。今回は１つ注文をつけさせていただきます。今行っている検索は勇者の供を選ぶための検索なのです。しかしナイト町長のスキルの数は１つだけで、ロゼッタ王女は３つです。闇の神殿の神殿長様やエリザベータ殿も申しておりました通り、スキルの数は絶対なのです。勇者の供には最低でもスキルの数が５つ以上必要であると規定されております。ですから、どれだけお２人が素晴らしい方たちであったとしても、勇者の供として不適切であることに変わりはありません。

			　よって今回の質問は、お２人が決して該当しない質問に限定していただきたい。もちろん、勇者であるロック王子やダイアナ様にも該当しない質問をお願いいたします。国王陛下や将軍閣下に対して失礼を申し上げているのは承知の上ですが、これもこの国のため、世界のためです。どうかよろしくお願い申し上げます」

			　そう言って司会の男は頭を下げた。そんな彼に対して惜しみない拍手が送られる。

			　見ればロックやアナですら拍手をしていた。

			　なにしろ相手はこの国の国王陛下と将軍なのである。そんな雲の上の人に対して意見を言うなど中々できることではない。

			　相手が誰であれ、己が職務に全力を尽くすその姿は感動を呼んだのだ。

			　さて拍手も収まってきた頃、国王陛下と父さんがマイクのある位置までやって来た。

			　２人は考えに考え抜いたのだろう、難しい顔をしながらマイクを手に持つ。

			　そして２人は最後の質問を投げかけた。

			「ワシが尋ねるのは『過去10年間の実戦の日数』じゃ。10年前から数えて今日この日までの間にどれだけの期間、戦闘に携わってきたのかを知りたい。我が息子を預けるにあたっては、やはり豊富な戦闘経験を持つ相手が必要じゃと思うのでな。かと言ってあまり年を食っていても困る。ウメコ殿やハロルドもこの条件ならば当てはまるまい。

			　ちなみに息子もダイアナも勇者としての訓練は積んできているが、実戦の数は数えるほどじゃ。ナイトとロゼッタに関しては言わずもがなじゃろう」

			「私が重視する事柄は『これまでに討伐したモンスターの数』だ。たとえ多くのスキルを持っていようとも、モンスターと戦い、倒さなければ経験値は手に入らない。また、仮に限界レベルまで上げていたところで、そこで戦闘を終了してしまったのではそれ以上の成長は望めない。レベルを限界まで上げたとしても鍛え上げるべき事柄は山のようにあるからだ。

			　そしてロック王子とダイアナ殿のモンスターの討伐数は少ない。お２人には勇者として旅立つ前にレベルアップを目的にモンスターを倒してもらったが、安全のために経験値の多いモンスターをいくらか仕留めただけで、倒した数そのものは少ないのだ。今回この検索機を発動させるために久し振りにモンスターを狩ったくらいだからな。

			　ナイトとロゼッタ王女に関しては、そもそも町の外に出ることはできない。これで問題はないはずだ」

			　２人の問いに周囲はホッと息を吐いた。今回の質問ならば大丈夫だと判断したのだろう。

			　そして検索機は現在検索を開始している。

			　でも駄目だ、駄目なんだ。

			　その質問は失敗なんだよ。

			　父さん、そして国王陛下。

			　あなたたちは自らの子供たちについて、もう少し注意を払っておくべきだったのですよ。

			　

			〈検索項目『過去10年間の実戦の日数』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３名を出力します。

			　１位：ナイト＝ロックウェル（２，８００日）

			　２位：ロゼッタ＝Ａ＝タートル（２，７９５日）

			　３位：ジョーカー（本名は封印されています）（１，１２７日）〉

			　

			〈検索項目『これまでに討伐したモンスターの数』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３名を出力します。

			　１位：ナイト＝ロックウェル（３０，８３０匹）

			　２位：ロゼッタ＝Ａ＝タートル（２９，０４６匹）

			　３位：ジョーカー（本名は封印されています）（９，９６８匹）〉

			　

			　その結果が映し出された瞬間、広場から音が消失した。

			　

			　

			　

			　Side：ロック

			　目の前で起こっている出来事に理解が追いつかない。

			　目を擦(こす)り、頭を振り、空を見てから、もう一度目の前を見つめ直す。

			　何も変わることはない。目の前には信じられない結果が映し出されたままだ。

			　実戦の日数２，８００日、討伐モンスター数３０，８３０匹。

			　目の前に意味の分からない数字が並んでいる。

			　驚(きよう)愕(がく)の数字と共に、ナイトと姉上の名前が映し出されているのだ。

			　更に下にはこの町の裏の顔役と呼ばれているジョーカーの名もある。

			　だが、実戦の日数も討伐数も姉の半数以下だ。無視して構わないだろう。

			　そんなことよりも今はナイトと姉上だ。

			　何だこれは、何なんだこの数字は。

			　そして２人共、どうしてそんな苦笑交じりの顔をしているのか。

			　私はナイトの親友で、姉上の弟だ。だから分かった、あれは本当のことなのだと。

			　２人のあの顔は、『本当のことが記されてしまい、私とアナの仲間が決まらなかったから困っている顔』だ。

			　私は２人を問い詰めるべく立ち上がった。

			　今は式典の真っ最中であり、多数の来賓と多くの一般市民が集まっている。そんなことは頭からスッポ抜けていた。

			「ナイト！　姉上!!　これは一体どういうことですか！　一体何をしでかしたのですか!!」

			「ちょっ、落ち着け、ロック」

			「ロック、玄武の国の王族たるもの、この程度のことで慌てふためいてどうするのですか」

			　ナイトも姉上も冷静だ。それがまた私を苛つかせ、自然に声が大きくなってしまう。

			「どこらへんが『この程度のこと』なのですか、姉上！　落ち着けだと！　落ち着いていられるか！　答えろナイト、何だこれは！　何なんだこの数字は！」

			「いやまぁ何だと言われても、見ての通り俺たちの実戦の日数と討伐したモンスターの数だよ」

			「何をどうすればこんな数になるのかと聞いているのだ！　そもそも２人共町から出ることは禁止されているはず！　まさか法を破ったのか!?」

			　飄(ひよう)々(ひよう)と答えるナイトを思わず殴り飛ばしたくなってしまう。

			　こいつはいつだってこんな風に、とんでもないことをなんでもないことのように語るのだ。

			「そんなことはしていないぞ。俺たちはサムに会いに行った時を除いてこの８年間、町から一歩も外に出ていない」

			「私たちはこの町の中で戦い、モンスターを倒し続けた結果、この数字となったのよ」

			「２人合わせて約６万匹ですよ!?　これだけの数のモンスターがこの町にいたというのですか！」

			「それがいたんだよ」

			「とりあえず落ち着きなさい。詳しい話をするから」

			　そうして語られた話は想像の埒(らち)外(がい)の内容であった。

			　８年前、ナイトと姉上は、私のスキル授与の儀式の日に薬局のロックウェルへと引っ越し、翌日から働き始めたそうだ。

			　だがそれはすぐに町の住民たちに知られ、２人は３ヶ月もの間、店から一歩も出ることなく過ごす羽目となったという。

			　その後、店長の許可を得た２人は揃って町に繰り出し、町の外へと通じる大扉の前でモンスターハンターたちの姿を見たそうだ。

			　そこでナイトがモンスターハンターとして活躍したかったという思いを口にし、姉上がそれを叶えるために、町の中に発生する雑魚モンスター退治を提案した。

			　そして２人は翌朝から雑魚モンスター退治を開始。

			　市街地に発生するモンスターは住民が倒してしまうため、２人は人のいない町の裏の森まで出向き、モンスターハンターの真似事を始めたという。

			　その際に２人はある決まりごとを定めた。

			　１人１日10匹以上の雑魚モンスターを倒す。これをノルマとしたのだそうだ。

			　今まで行っていた早朝の訓練の時間をモンスター退治にあてがった結果、それは２人にとって日常へと組み込まれた。

			　それから８年。サムに会いに行った時と、たまに病気に掛かった時を除いて８年間。

			　毎日10匹、多い時にはもう数匹の雑魚モンスターを仕留め続けてきたという。

			　一年は３６５日。３６５日×８年で２，９２０日。

			　そのうち最初の３ヶ月は動いていなかったのでマイナス90日、これで２，８３０日。

			　そこに初めてレベル上げに向かい、魔族に襲われた日を含めて２，８３１日。

			　サムに会いに行くために往復14日、向こうでの滞在日数が５泊でマイナス19日。

			　そしてたまの病気で休めば２，８００日となる。

			　姉上の活動日数が少ないのは、病気になった日数が多いからだそうだ。

			　そして２，８００日の間、毎日10匹ずつモンスターを倒せば、それだけで２８，０００匹。

			　たまに多く仕留めれば３０，８３０匹になるという計算だ。

			　説明を聞いた者たちは皆戦(せん)慄(りつ)している。

			　なにより恐ろしいのは、これをスキルが１つだけのナイトと３つだけの姉上が行ったという事実だ。

			　姉上のレベルはとうに限界まで上がっていることだろう。

			　しかし２人はそこで止まらなかった。

			　８年もの間、毎日毎日モンスターと戦い続けた、そのありえない継続力に戦慄したのだ。

			　たとえスキルの数が少なくても、人間本気になればここまでのことができる。

			　今まで培(つちか)ってきた常識がガラガラと崩れ落ちる音を私は確かに聞いたのだった。

			　

			　Side：ナイト

			　予想外の結果に呆然としている周囲の人々の顔を見ながら、俺はステージの上で困っていた。

			　国王陛下も父さんもこの質問ならば大丈夫だと思っていたのだろう。

			　まぁ普通は大丈夫なはずなのだ。俺とロゼがおかしいだけで。

			　そもそも俺たちは元々勇者の供として物心ついた頃から訓練の日々を送っていた。

			　それはもはや当たり前の日常になっており、屋敷を出て薬局で働き始めてからも訓練は続けていたのだ。正確に言うと続けないと気持ち悪かったのである。

			　そして早朝訓練の時間を雑魚モンスター退治の時間に当てたら、ちょうど良くはまってしまっただけなのだ。

			　しかし８年間も同じことをしていては流石に飽きてしまう。

			　だから手を変え、品を変え、様々な方法でモンスター退治を繰り返していたのだ。

			　武器を変え、罠を張り、毒物を精製し、あらゆる方法を用いてモンスターを狩り続ける日々。

			　最近では武器も使わずに素手でモンスターを仕留めている始末である。もはや退治することよりも、その方法を考えることのほうが重要になってしまっていた。

			　だからこの数字は必然である。

			　俺たちの人生において訓練を日常の習慣にしてしまうような教育を施した父さんや陛下が悪いのだ。

			「え～、え～、……どっ、どうしましょう。これはいくらなんでも予想外です。いや、流石は町長と姫様と言えなくもないのですが。……え～、しかしこれではまたしても決まりません。ジョーカー殿を勇者の供にするわけにもいきませんし……と言うか、ナイト様とロゼッタ王女が凄すぎるのが原因ではないのでしょうか!?

			　お２人にこの場からの退去を求めたほうが良かったのでしょうか!?　それともお２人のスキルの数を増やす方法とかを聞いたほうが良かったのでしょうか？

			　いや、申し訳ありません。どうやら私も相当混乱しているようです。既に質問も終わっているのに何を言っているのでしょう。そもそもスキルの数を増やすなんて、そんなことができたら苦労はしないというのに……」

			　

			〈検索項目『ナイト＝ロックウェルとロゼッタ＝Ａ＝タートルのスキルを増やす方法』確認しました。検索範囲内において検索を開始します。

			　…………終了、検索結果上位３つを出力します。

			　１位：スキルの更新

			　各地の神殿において、『最新獲得スキル数×10』のレベルを上げるとスキルの更新が可能となります。なお、更新は広場で行う必要があります。

			　更新希望の方は、各地の神殿前広場において、『スキルの更新を希望する』と念じてください、スキルの更新が開始されます。

			　２位：ダンジョンの攻略報酬

			　勇者のダンジョンを攻略し、最下層の勇者の試練を突破。攻略特典で『スキルの獲得』を選択すれば何かしらのスキルを授かることができます。

			　３位：スキル『譲渡』の所有者よりスキルを授かる

			　検索範囲内には存在しておりません。

			　…………今回の検索でエネルギーが空になりました。以上を持ちまして、質問の受付は終了いたします。次回ご利用時まで８年間の休眠が必要となります。

			　ご利用ありがとうございました。それでは失礼いたします〉

			　

			　そんなお知らせが出たと思ったら、勇者の検索機はその機能を停止した。

			　先程まで文字が浮かんでいた表面も、今はもう何も映してはいない。形も立方体へと戻っている。

			　それは良いが、最後のあれは何だ？

			　スキルの更新？　そんなの初めて聞いたぞ。

			　と言うか、スキルって更新ができたのか。

			　俺はばっちゃんに話しかけた。

			「ばっちゃん、ばっちゃん。何今の？　スキルの更新って何よ？　俺初めて聞いたんだけど」

			「あたしに聞かないでおくれよ、あたしだって初耳さね」

			「闇の神殿の神殿長なのに？」

			「神殿長ってのは神様じゃないんだよ。知らないことのほうが多いのさ」

			　俺は周囲に視線を向け、会場に集まった人たちの顔を見回した。

			　みんな揃って驚いた表情をしている。やはり誰一人として知らなかったようだ。

			　まぁ誰かが知っていたら、あっという間に広まっているはずだしな。

			『スキルは一度授与されると変更も追加も削除もできない』

			　これはこの世界の常識だ。もし仮にスキルが更新できるというのであれば、その常識は間違っているということになる。

			「まぁそりゃそうか。あ～じゃあさ、俺ちょっとやってみて良い？」

			「スキルの更新をかい？　そりゃ構わないが、できるかどうかなんて分からないよ？　そもそもできたとしても何が起こるのかなんて、この場の誰にも分からないんだからね」

			「それについては問題ないでしょ。だって俺のスキルは『一般人』だけだし。最悪スキルが消滅したところで大して影響はないわけだしさ」

			「確かにそう考えれば、試すにはあんたが一番適切か」

			「そういうこと」

			「よしやってみな！　骨は拾ってやるよ」

			「失敗前提で話を進めないでくれませんかねぇ！」

			　そうして俺はステージの中央へと移動した。

			　俺の前にはこの場に詰めかけた大勢の町の住民たちと、勇者の供になるために集まってきた腕に覚えのある者たちがおり、そして後ろには来賓たちが椅子に座っている。

			　前も後ろも人だらけだ。そしてその全員が興味津々という目つきで俺のことを見つめていた。

			『スキルの更新』

			　その聞き慣れない単語に、皆の興味は集中している。

			　もし仮に今回の更新が上手くいき、スキルを５つ以上手に入れることができれば、俺は勇者の供としてロックやライと共に旅に出られるかもしれない。

			　ああ、でもロゼを置いていくわけにはいかないか。

			　でもロゼもスキルの更新が上手くいけば良いわけだ。

			　その前にスキルの更新とやらが本当にできるかどうかが問題だな。

			　俺は意識を集中し、検索機に表示された通り『スキルの更新を希望する』と念じる。

			　すると突然頭の中にメッセージが流れた。

			　

			〈スキル『一般人』は最大値となっています。スキルの更新が可能です。更新しますか？〉

			　

			『はい』と念じると同時に、目の前に巨大なスクリーンが登場する。

			　それは、８年前のスキル授与の儀式の時に現れた、俺の人生が映し出された画面と同じものであった。

			　ただ、大きさが違う。前回はＴＶくらいの大きさだったが、今回は映画館並の大画面である。

			　これで俺は自分の人生をダイジェストで閲覧し、その後ライフルーレットが発現したのだ。

			　そこで俺は気がついた。

			　これが公衆の面前で流れるということは、俺が転生者だとバレるということではないのか。

			　焦ったものの、時既に遅し。

			　目の前の巨大スクリーンに俺の人生が映し出され始めた。

		

	
		
			　

			第３話　スキルの更新

			　

			　現在、目の前に現れた大画面では、俺の人生のダイジェスト映像が映し出されている。

			　しかし映し出されているのは８年前、この闇の神殿の中でスキル授与の儀式を受けた後からの俺の人生であった。

			　どうやらのこのスキルの更新時に映し出される映像は、前回のスキル取得時から更新時までの人生を映し出すものであったらしい。

			　俺は転生者であるという秘密がバレなかったことにホッと息を吐き、同時に懐かしい気持ちでこの８年間の人生を垣間見ていた。

			　それは決して格好良くもスマートでもない。

			　歯を食いしばって必死になり、毎日毎日地道に継続し、できないことは周囲に頼り、少しずつできることを増やしていった一般人の人生であった。

			　映像の中には高確率でロゼの姿が映っており、俺も彼女もよく笑っている。

			　この笑顔こそが俺の人生の充実の何よりの証拠であるだろう。

			　そこには間違いなく、スキルが少なくとも胸を張って人生を歩んできた２人の若者の姿があったのだから。

			　最後に俺とロゼが共にこのステージへと移動してくる場面が映し出されて上映会は終了した。

			　俺の隣にはいつの間にかロゼが立っている。

			　彼女は俺の手を握りしめ、涙を流しながら、俺の歩んできた人生を観ていた。

		

	
		
			[image: p_055.jpg]
		

	
		
			　これが映し出されたということは、本当にスキルの更新とやらがあるのだろう。

			　やばいな、ワクワクしてきたぞ。

			　一体どんなスキルをどれだけ手に入れることができるのだろうか。

			　ちなみに今の俺のステータスはこんな感じだ。

			　

			　『名前：ナイト＝ロックウェル

			　レベル10

			　ＨＰ：42　ＭＰ：30

			　力：38　頑強：42　素早さ：38　心力：40　運：30

			　所有スキル：一般人レベル10』

			　

			　この８年間の絶え間なき訓練の成果がしっかりと反映されていた。

			　８年前と比べてＨＰ・力・頑強・素早さは４上昇し、心力に至っては７も上がっている。

			　これは孤児院の副院長とか、学校の教師とか、この町の町長とかをやっていたおかげだろう。

			　俺の歩んできた人生は、それ相応の変化を俺に与えてくれたのだ。

			　ＭＰと運はそのままだ、これは上げることができないので致し方ないだろう。

			　これがどのように変化するのか、正直楽しみで仕方がない。

			　さてどうなるのかなと思っていると、映像が消えた画面に今度は文字が浮かび上がった。

			　前回、スキル授与の儀式の時には画面そのものが消え、ライフルーレットが現れたのだが、今回は違うらしい。

			　そして俺のスキルの更新が開始された。

			　

			〈ナイト＝ロックウェルのスキルの更新を開始します。現在のスキル帯はレベル１、スキルの数は１つです。更新特典としてスキル帯をレベル２へと変更いたします。新たに２つのスキルが与えられます。ただし、更新されるスキルがある場合にはそちらが優先されます。

			　スキル『一般人』は『初心者』に更新されました。レベルを１つ上げるごとに全ステータスが２上昇します。

			　更新スキルは以上です。新たなスキルを獲得するためにライフルーレットを開始いたします〉

			　

			　思わずずっこけそうになった。

			『初心者』って何だ！　全ステータス２上昇って『一般人』とあんま変わらないじゃないか！

			　結局、スキルの数は２つになるだけなのか。

			　いや、それでもマシか。元々１つだけだったのだから。

			　倍になったと思えば十二分な成果なのかもしれない。

			　そんなことを考えていると、いつの間にか画面の横にこれまた巨大なライフルーレットが現れていた。

			　そこには俺のこの８年間の人生が集約されている。

			　一番大きいマスは『薬師』だ。続けて『商人』『先生』『罠師』『狩人』『町長』等のマスが大きく、後は小さく『武闘家』とか『戦士』とかも載っている。

			　８年間毎日行っていた雑魚モンスター退治で、弓を使ったり、罠を使ったりして仕留めていたからだろう。

			　反面、剣や槍等の武器を使った攻撃はしてこなかった。

			　なにしろ相手が弱すぎたので、オーバーキルになってしまうのだ。

			　最近では素手で仕留めるようになっていたので『武闘家』はそれが反映されたのだろう。

			　それにしても『先生』とか『町長』のスキルなんて初めて聞いたぞ。

			　ほとんどの人は10歳でスキル授与の儀式を行うから誰も知らなかったってことなのだろうな。

			　そして相変わらず１つしかない針が回り、それは『商人』のマスで止まった。

			〈スキル『商人』を獲得しました。特殊能力『アイテムボックス』が使用可能となります。レベルを１つ上げるごとに、アイテムボックスが10増加します〉

			　おお、これは結構良いスキルを手に入れた。

			　俺も１人の商人としてアイテムボックスには憧れがあったのだ。

			　これは早速レベル上げをして、率先してレベルを振り分けねばなるまい。

			　そう考えていたのだが、その必要はなかった。

			　スキルの更新はこれで終わりではなかったのだ。

			　

			〈ナイト＝ロックウェルのレベルを初期値へと戻します。レベル10[image: G_yajirusi.png]レベル０

			　経験値のストックが存在しています。レベルを限界まで上げることが可能です。

			　レベルアップを開始します。なおスキルの更新の特典として、レベルアップ時のステータスの上昇値が１上昇します。（１[image: G_yajirusi.png]２）

			　ステータスが以下のように変更となりました。

			　『名前：ナイト＝ロックウェル

			　レベル20

			（『初心者』による上昇値：20　レベルアップによる上昇値：40　合計：60）

			　ＨＰ：82　ＭＰ：70

			　力：78　頑強：82　素早さ：78　心力：80　運：70

			　所有スキル：初心者レベル10、商人レベル10

			　特殊能力：アイテムボックス１００個』

			　続いてスキルの更新を継続します〉

			　

			　ちょっと待て、ちょっと待て！　経験値のストックって何だ!?

			　何で勝手にレベルが上って、スキルの更新が継続するんだ!?

			　いや分かるよ、あれだろ？　モンスターを３万匹も倒していたから経験値があり余っていたってことだろ？

			　そもそもあの時の魔族の経験値も反映されていると考えれば、相当貯まっていたはずだしな。

			　いやでもやっぱり待ってくれ。経験値がストックできるなんて初耳だぞ。

			　周りを見れば皆驚いている。

			　この場に集まった人たちの中には限界値までレベルを上げている人もいるはずだ。

			　そしてそれからもモンスター退治を続けているのならば、経験値のストックが存在するはず。

			　あれ？　これはひょっとしてとんでもないことが目の前で起きていないか？

			　それにスキルの更新の特典も初耳だ。

			　基礎ステータスの上昇値が２倍って、地味にデカイぞ。

			　更新前の倍くらいのステータスになっちゃっているんだけど!?

			　これから俺はどうなるんだ？

			　でも起きてしまったことはもう止められない。俺の目の前で再びスキルの更新が開始された。

			　

			〈ナイト＝ロックウェルのスキルの更新を開始します。現在のスキル帯はレベル２、スキルの数は２つです。更新特典としてスキル帯をレベル３へと変更いたします。新たに３つのスキルが与えられます。ただし、更新されるスキルがある場合にはそちらが優先されます。

			　スキル『初心者』は『努力家』に更新されました。レベルを１つ上げるごとに全ステータスが４上昇します。

			　スキル『商人』の更新スキルの判定を開始します。

			　更新スキル名『中級商人』

			『商人として３年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『自らの店舗が必要です』クリア。

			『雇用している従業員の数が10人以上必要です』クリア。

			　スキル『商人』は『中級商人』に更新されました。レベルを１つ上げるごとにアイテムボックスが１００増加します。

			　更新スキルは以上です。新たなスキルを獲得するためにライフルーレットを開始いたします〉

			　また新しい要素が出てきた。

			　更新スキルの判定なんてものがあるのか。

			　まぁ無事に更新できたから良いのだが、仮に判定基準を満たさなかった場合はどうなってしまうのだろう？

			　それにしても、アイテムボックス１００増加って凄いな。

			　アナの『無限収納』には劣るけど、アイテムボックスの容量が１０００もあるのはかなりありがたい。

			　異世界物でよくある輸送無双とかアイテム無双ができそうだな。夢が広がる。

			　そんなことを考えている間にライフルーレットは終了していた。

			　今度手に入れたスキルは一番広い範囲を持っていた『薬師』だった。

			〈スキル『薬師』を獲得しました。レベルを１つ上げるごとに、薬のレシピを１つ手に入れることができます〉

			　まぁこれは手に入って当然と言うか、８年間の集大成みたいな感じだな。

			　俺はこの８年間、余程忙しい時でない限り毎日のように薬を作り続けてきたのだ。

			　今ではハイポーションどころか、モンスターに効く毒薬だって作れる。

			　俺のこれまでの人生で、このスキルが手に入らなかったらむしろ問題だ。

			　

			〈ナイト＝ロックウェルのレベルを初期値へと戻します。レベル20[image: G_yajirusi.png]レベル０

			　経験値のストックが存在しています。レベルを限界まで上げることが可能です。

			　レベルアップを開始します。なおスキルの更新の特典として、レベルアップ時のステータスの上昇値が１上昇します。（２[image: G_yajirusi.png]３）

			　ステータスが以下のように変更となりました。

			　『名前：ナイト＝ロックウェル

			　レベル30

			（『努力家』による上昇値：40　レベルアップによる上昇値：90　合計：１３０）

			　ＨＰ：１５２　　ＭＰ：１４０

			　力：１４８　頑強：１５２　素早さ：１４８　心力：１５０　運：１４０

			　所有スキル：努力家レベル10、中級商人レベル10、薬師レベル10

			　特殊能力：アイテムボックス１０００個、薬レシピ入手残り10』

			　続いてスキルの更新を継続します〉

			　

			　……更にステータスが倍になってしまった。もはや驚きを通り越して驚嘆の領域だ。

			　俺の人生において、ステータスが３桁になる日がくるとは想像もしていなかった。

			　次はどんなスキルを手に入れることができるのか。俺は更新の続きをワクワクしながら見守っていた。

			　

			〈ナイト＝ロックウェルのスキルの更新を開始します。現在のスキル帯はレベル３、スキルの数は３つです。更新特典としてスキル帯をレベル４へと変更いたします。新たに４つのスキルが与えられます。ただし、更新されるスキルがある場合にはそちらが優先されます。

			　スキル『努力家』は『中級者』に更新されました。レベルを１つ上げるごとに全ステータスが８上昇します。

			　スキル『中級商人』の更新スキルの判定を開始します。

			　更新スキル名『行商人』

			『商人として５年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『10以上の町や村で合計１００人以上の相手と商売をしていること』エラー。

			　更新スキル名『迷宮商人』

			『商人として５年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『迷宮内で合計１００人以上を相手に商売をしていること』エラー。

			　更新スキル名『上級商人』

			『商人として10年以上のキャリアが必要です』エラー。

			『自らの名を冠する店舗が10以上必要です』エラー。

			『雇用している従業員の数が１００人以上必要です』エラー。

			　スキル『中級商人』はスキルの更新の要件を満たしませんでした。スキルの更新は次回に持ち越しになります。更新できない代わりに、新しいスキルを追加でもう一つ手に入れることになります。スキル『中級商人』はロックされました。以降次回更新時まで、更新の影響を受けなくなります。

			　スキル『薬師』の更新スキルの判定を開始します。

			　更新スキル名『中級薬師』

			『薬師として３年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『10種類以上の薬を１つにつき１００以上作成していること』クリア。

			　スキル『薬師』は『中級薬師』に更新されました。レベルを最大値まで上げると、薬を作成する材料を魔力と引き換えに手に入れることができるようになります。

			　更新スキルは以上です。新たなスキルを獲得するためにライフルーレットを開始いたします〉

			　

			『中級商人』の更新判定を満たすことができなかった。残念だが仕方ないだろう。

			　俺は商売を始めてまだ数年だし、町の外に出ることもできないし、当然ながら迷宮に入ったこともなかったのだ。

			　10年以上働かないと駄目とか、上級商人は大変だな。

			　それにしても親切設計だ。更新判定の内容を教えてくれる上に、更新できない場合はルーレットの針が増える仕様なのか。

			　俺は生涯初となる、複数の針が回転するルーレットを眺めていた。

			　そこには『薬師』も『商人』もなくなり、他のスキルが割合を大きくして存在を主張している。

			　針は『罠師』と『町長』を指して止まった。

			　

			〈スキル『罠師』を獲得しました。レベルを最大値まで上げると、罠を作成する材料を魔力と引き換えに手に入れることができるようになります。

			　スキル『町長』の獲得権利を手に入れました。スキル取得の判定を開始します。

			『町長就任時に不正な方法で就任していないこと』クリア。

			『任期中に町長として罪を犯していないこと』クリア。

			『町長として住民の５割以上からの支持を得ていること』クリア。

			　スキル『町長』を獲得しました。町長として働いていた町の住民の数を一万で割った分、基本ステータスに乗算されます（小数点以下は切り捨て。住民の数が一万を切った場合、倍率は１以下には下がりません）〉

			『町長』凄いな！　獲得するだけで判定が必要なこともそうだが、効果が半端ない。

			　これはつまりあれか、治めている町の住民の数が多くなればなるほど、町長自身も強くなるってことなのか。

			　現在タートルの町の住民の数はおよそ４万ちょいといったところだから、基本ステータスは４倍になる。

			　なるほど、町の長としての手腕がステータスに現れるってわけか。中々面白いスキルだな。

			　

			〈ナイト＝ロックウェルのレベルを初期値へと戻します。レベル30[image: G_yajirusi.png]レベル０

			　経験値のストックが存在しています。レベルを限界まで上げることが可能です。

			　レベルアップを開始します。なおスキルの更新の特典として、レベルアップ時のステータスの上昇値が１上昇します。（３[image: G_yajirusi.png]４）

			　ステータスが以下のように変更となりました。

			　『名前：ナイト＝ロックウェル

			　レベル40

			（『中級者』による上昇値：80　レベルアップによる上昇値：１６０　合計：２４０）

			　ＨＰ：３２８　ＭＰ：２８０

			　力：３１２　頑強：３２８　素早さ：３１２　心力：３２０　運：２８０

			　所有スキル：中級者レベル10、『中級商人レベル10』、中級薬師レベル10、罠師レベル10、町長レベル10

			　特殊能力：基本ステータス４倍、アイテムボックス１０００個、薬材料入手、罠材料入手』

			　続いてスキルの更新を継続します〉

			　

			　薬材料入手と罠材料入手の能力が追加された。

			　どの程度魔力を使うかにもよるが、これは相当に便利な能力ではないだろうか。

			　代わりに薬レシピ入手が消滅してしまった。

			　既存のスキルが更新後のスキルに上書きされてしまうのは辛いな。

			　どうせなら全部まとめて発動してくれれば良いのに。

			　そしてステータスだがもはや言葉もない。

			　町長の能力だけで基本ステータスが４倍になった上にレベルアップによる上昇値も中級者の能力も凄いので、いきなり倍以上だ。

			　ちなみに、この時点で俺のスキルの数は５つとなり、勇者の供として求められる最低条件を満たすことができた。

			　後はこれ以降の更新の結果次第だが、さてどうなるかな？

			〈ナイト＝ロックウェルのスキルの更新を開始します。現在のスキル帯はレベル４、スキルの数は５つです。更新特典としてスキル帯をレベル５へと変更いたします。新たに５つのスキルが与えられます。ただし、更新されるスキルがある場合にはそちらが優先されます。

			　スキル『中級者』は『有名人』に更新されました。レベルを１つ上げるごとに全ステータスが16上昇します。

			　スキル『中級商人』の更新スキルの判定は先程失敗したので割愛します。

			　スキル『中級薬師』の更新スキルの判定を開始します。

			　更新スキル名『毒薬師』

			『薬師として５年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『10種類以上の毒薬を１つにつき１００以上作成していること』クリア。

			　スキル『中級薬師』は『毒薬師』に更新されました。レベルを最大値まで上げると、毒薬を作成する材料を魔力と引き換えに手に入れることができるようになります。

			　スキル『罠師』の更新スキルの判定を開始します。

			　更新スキル名『中級罠師』

			『罠師として３年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『10種類以上の罠を１つにつき１００以上作成していること』クリア。

			　スキル『罠師』は『中級罠師』に更新されました。レベルを最大値まで上げると、魔力を消費して罠の自動設置が可能となります。その際の魔力使用量は、材料だけを手に入れた場合と比べて３倍になります。この能力で設置した罠には能力者本人は掛かることはありません。なお、自力で１００以上作成した罠でないと自動設置することはできません。

			　スキル『町長』に更新スキルは存在しません。更新できない代わりに、新しいスキルを追加でもう１つ手に入れることになります。スキル『町長』はロックされました。

			　更新スキルは以上です。新たなスキルを獲得するためにライフルーレットを開始いたします〉

			　

			　毒薬師と中級罠師って！

			　スキルの名前だけで判断すると完全に悪役だな。

			　まぁ実際の能力はサポート系と言ったところか。毒や罠を巧みに使いこなし、有利な状況を作り出す能力を手に入れたということだろう。

			　しかしあれだな、罠の自動設置はありがたいな。魔力を３倍使用したとしても設置に必要な時間も労力もカットできると思えばむしろお得だ。

			　それに設置した罠には掛からないというのは、かなりありがたい。

			　自分の作った罠にハマるなんてよく聞く話だからな。

			　そして『町長』の更新スキルはないから、またしても２つのスキルが手に入る。

			　正直家業である『騎士』に憧れていたのだが、ないのならば仕方ないか。

			　しかし次に現れたライフルーレットにはたった１つのスキルしか存在していなかった。

			　そこには見たこともないスキルが存在していたのである。

			　

			〈スキルコンプリート数10を達成しました。特殊スキル『積み重ねし過去』を獲得します。このスキルはレベルアップ時のスキルへのレベル配分が、優先状態となります。レベルを最大値まで上げることにより、以下の能力が発動します。

			　これまでに更新した全てのスキルが永久発動状態となりロックが掛かります。これ以降獲得するスキルも、更新することにより同様の効果を得られます〉

			『全てのスキルが永久発動状態でロックが掛かる』ということはつまり、今まで手に入れた全てのスキルが常時発動状態になるわけか。

			　……とんでもない状態になりそうな予感がするのだが。

			　そんなことを考えているといつの間にか通常のライフルーレットは終わっており、止まった箇所は『先生』であった。

			　

			〈スキル『先生』の獲得権利を手に入れました。スキル取得の判定を開始します。

			『先生就任時に不正な方法で就任していないこと』クリア。

			『仕事中に先生として罪を犯していないこと』クリア。

			『先生として３年以上のキャリアが必要です』クリア。

			　スキル『先生』を獲得しました。レベルを最大値まで上げると、教え子たちの平均ステータス分、基本ステータスに加算されます〉

			　

			〈ナイト＝ロックウェルのレベルを初期値へと戻します。レベル40[image: G_yajirusi.png]レベル０

			　経験値のストックが存在しています。レベルを13まで上げることが可能です。

			　レベルアップを開始します。なおスキルの更新の特典として、レベルアップ時のステータスの上昇値が１上昇します。（４[image: G_yajirusi.png]５）

			　レベルアップ優先スキルが存在します。『積み重ねし過去』のレベルアップを開始します。

			　…………『積み重ねし過去』のレベルが10まで上昇しました。残りレベルアップ数は３です。自動配分を開始します。スキル『有名人』がレベル３になりました。現在のステータスは以下のようになっております。

			　『名前：ナイト＝ロックウェル

			　レベル13

			（上昇値『一般人』：10　『初心者』：20　『努力家』：40　『中級者』：80　『有名人』：48

			　レベルアップによる上昇値：65　　合計：２６３）

			　ＨＰ：３５１　ＭＰ：３０３

			　力：３３５　頑強：３５１　素早さ：３３５　心力：３４３　運：３０３

			　所有スキル（ロック）：『一般人レベル10』、『初心者レベル10』、『努力家レベル10』、『中級者レベル10』、『商人レベル10』、『中級商人レベル10』、『薬師レベル10』、『中級薬師レベル10』、『罠師レベル10』、『町長レベル10』

			　所有スキル：有名人レベル３、毒薬師、中級罠師、積み重ねし過去レベル10、先生

			　特殊能力：基本ステータス４倍、アイテムボックス１１００個、薬レシピ入手残り10、薬材料入手、罠材料入手』

			　スキルの更新は以上です。次回はレベル50で更新が可能となります〉

			　

			　ようやくスキルの更新が終了した。

			『先生』は『町長』と同じく基本ステータスが上昇するスキルだ。

			　教え子たちのステータスが反映するようだが、こちらは加算か。大体倍になると考えれば良いか。

			　やっぱり町長と先生では効果には差があるというわけかな。

			　でもこれ結構馬鹿にできないぞ。

			　基本ステータスが２人分ということになるわけだしな。

			　そしてレベルアップは13で止まったが、ステータスは先程のレベル40相当を既に超えている。

			　これは最大値まで鍛えたら、またとんでもない数字が出るな。

			　恐ろしいな、スキルの更新というのは。だがこれで俺のスキルの数は、まさかまさかの15だ。

			　初めはどうなることかと思っていたスキルの更新は、こうして予想外すぎる結末を迎えたのであった。

		

	
		
			　

			第４話　新たなる更新者

			　

			　スキルの更新を終え、ステージ中央から奥の来賓席へと戻ると、ロックとライが俺に向かって突撃してきた。

			　その顔は興奮で赤くなっている。ライはともかくロックがこんな顔になるのは珍しい。

			　いつもはクールな我が親友は、予想外の出来事に心が燃え盛っているようだ。

		

	
		
			[image: p_075.jpg]
		

	
		
			「ナイト！　お前って奴は、お前って奴は！　ああもう、この状況をどんな言葉で言い表せば良いのか見当もつかないぞ！」

			「兄さん凄い、凄すぎる！　知っていたけど！　でもそれ以上に凄いよ！　凄さに果てがないよ！　果てなき凄さだよ、兄さん！」

			「落ち着けライ、気持ちは分かるがもう少しボキャブラリーを増やせ。感動した、驚愕した、驚嘆した、驚天動地だ、予想外だ、埒外だ……駄目だ、どんな言葉で飾っても陳腐な表現にしかならないぞ！」

			　いや、お前こそ落ち着けよ、ロック。

			　俺はそう口を挟もうとするのだが、興奮した２人の会話に割って入ることはできなかった。

			「つまりそれだけ物凄いってことですよ、ロック王子！」

			「まぁそういうことになるか。王子として、勇者として、そしてなによりも親友として気の利いた言葉の一つでも贈りたいのは山々だが、すまないなナイト。私は現状を受け入れ理解するだけで精一杯だ。だがこれだけは言える。私の親友は凄い男だ！」

			「僕の兄さんは凄い男だ！」

			「そうだ、凄い男だ！　そして勇者の供とはやはり凄い男でなくてはならない！　ロックウェル家長男にしてタートルの町の現町長、そしてナイト商会代表であるナイト＝ロックウェルにお願いする。どうか私の供として共に世界を巡ってくれ。……いや違うな、私の供はお前しかいない！　私の供として付いてこい、ナイト！」

			　ロックの奴が、あのロックの奴が、俺に向かって手を差し出しながら強い口調で命令している。

			　ロックは王族で王子様だが、性格は温和で優しく、誰かに命令したり好き勝手に振る舞ったりしているところを見たことがない。

			　そのロックが俺に対して『付いてこい！』と声を大にして宣言しているのだ。

			　拒(こば)めるか？　拒めないだろう、こんなもの。

			　いや、元々拒むつもりもない。俺はずっとこんな日が来ることを夢見ていたのだから。

			　かつて破ることになってしまった約束を、本当は守りたかったのだとずっと夢見ていたのだ。

			　それでも一度は諦めた。ならばせめて別の方法で幼馴染たちの役に立とうと、この数年頑張ってきた。

			　その努力が報われる。目の前の手を取ることで報われるのだ。

			　俺はロックの手に向かって自らも手を差し出そうとする。

			　しかしその手を取る直前に、視界の隅にロゼの姿が映り、俺は一瞬で我に返った。

			　このままロックの手を取れば、俺は勇者の供となる。

			　勇者の供となれば店も町も学校も孤児院も放り出して、国のため世界のために旅立たなくてはならない。

			　それは同時にロゼをこの町に置いていくことを意味している。

			　俺とロゼは恋人同士だ。今回の旅立ちの儀式が終われば結婚する予定でもあった。

			　新妻を１人置き去りにして旅に出てしまっても良いのか？

			　俺の動きはそこで完全に停止してしまった。

			　

			　Side：ロック

			　ナイトが目の前で固まっている。

			　私は手を差し出したまま、なぜナイトは私の手を取ってくれないのだろうかといぶかしんでいた。

			　先程まで私とライは興奮のるつぼの中にあった。

			　目の前で進行するありえない事態。ナイトに授けられた15ものスキル。

			　そして当初とは比べるべくもないほどに跳ね上がったステータス。

			　これでナイトは私の供として旅立つ資格を得た。

			　これを見て文句を言う者などいるわけがない。

			　だから私はナイトを私の供とするために手を差し出した。

			　正直ノリに押されて恥ずかしいことをしている自覚はあるが些細なことだ。

			　私もナイトも18歳。ノリと勢いで行動できるのは若者の特権なのである。

			　だがナイトの視線の先に、こちらへと近づいてくる姉上を見た瞬間、即座に事情を把(は)握(あく)し猛省した。

			　姉上とナイトは恋人同士だ。正確に言えば婚約者なのだ。

			　それは周知の事実であるし、先程のナイトの過去の映像にも高確率で姉上が共に映っていた。

			　そして２人は今回の『勇者の旅立ちの儀式』を終えた後、結婚する予定だったのだ。

			　ああ、私は何を勘違いしていたのだろう。

			　私もナイトも確かに18歳だ。

			　しかしナイトは既に商人として店を起こし、教師として生徒を教え、副院長として孤児たちに慕われ、町長として町を導き、そして姉上の恋人として１人の女性の人生を背負っている。

			　勇者の供が背負う宿命は過酷だ。

			　だがナイトの背負っている責任だって、決して軽いわけではない。

			　ましてや姉上は結婚という人生の一大イベントを控えている状況だった。

			　それを蔑(ないがし)ろにして、親友と共に旅立てることにただ浮かれていた自分に猛烈に腹が立つ。

			　何が王子だ、何が勇者だ。身内１人の幸せを放ったらかしにして、世界を救えるわけがないではないか。

			　私は咄(とつ)嗟(さ)に姉上に謝ろうとした。だがその前に、姉上からお祝いの言葉を贈られてしまったのだった。

			「おめでとうナイト、良かったわねロック。これで土の勇者のパーティーメンバーは揃ったわね」

			「えっ？　ええ、おかげさまで」

			「あっあのなロゼ、確かに俺はロックのパーティーメンバーになる資格を得たわけだけど、だからと言ってロゼを置いて旅に出るのは……」

			　ナイトがしどろもどろになって弁解をしている。

			　やはりナイトは姉上を選ぶか。寂しいことだが、姉上の幸せを思えば仕方のないことなのかもしれない。

			「あら大丈夫よ、私は私でアナたちと共に旅立つから」

			「姉上？」

			「ロゼ？」

			　それなのに姉上は私も旅立つと告げてきたのだった。

			「何をへんてこな顔をしているの？　ナイトのスキルの更新は上手くいったのだから、次は私がスキルの更新をすれば良いだけの話じゃない」

			「そうか！　確かにそうですね！」

			　言われてみればその通りだ。姉上は元々スキルを３つ授かっているのだから、あと２回スキルの更新を行いさえすれば、スキルは５つになり、勇者の供の要件を満たすのである。

			「でも俺が上手くいったからといって、ロゼも上手くいくとは限らないだろう？」

			「まぁ確かにそうね。でもスキルの更新なんて今まで誰もやっていなかったのだから分からないことのほうが多いのだし、とりあえずやってみて失敗したら考えれば良いのよ」

			「それもそうか」

			「そういうこと！　心配なら祈っていてよ。多分、いえ絶対に大丈夫だから」

			　そう言って姉上はステージ中央へと進んでいく。

			　その傍(かたわ)らには当たり前のようにナイトが付き添っていた。

			　ナイトは結局私が差し出した手を取ってはくれなかったが、それで良かったのかもしれない。

			　姉上のことを蔑ろにして、何も考えずにナイトが私の手を掴んでいたのなら、一時の激情に身を任せたことを私もナイトも後悔しただろう。

			　18歳とはいえ、決断には責任が伴う。今回の件で私はそのことを噛み締めた。

			　そしてステージ中央、姉上が目を閉じたと思ったら、またしても巨大な画面が現れる。

			　姉上のスキルの更新は無事に開始されたのであった。

			　

			　Side：ロゼッタ

			　隣に立つナイトの気配を感じながら、私の心は感動で満ち溢れていた。

			　ナイトが行ったスキルの更新。その結果は私にとっても、そしてこの場に集まった誰にとっても予想外のものだった。

			　ざわめきは収まる気配もない。目の前で起きたことに対して理解が追い付いていないのだ。

			　しかし私は違う。もちろんスキルの更新の存在には驚いたけれども、ナイトの急激なレベルアップと授かったスキルの充実ぶりに関しては、さもありなんと思った程度だ。

			　なぜなら私はこの８年、ずっとナイトの隣で共に過ごしてきたからだ。

			　ナイト自身は大したことをやっていないと考えているのだろうが、どれもこれも決して他の誰かではできないようなことばかりなのである。

			　この偉大なる人物こそが私の婚約者であるのだと思うと、私の胸は誇りで満ち溢れ、こぼれ落ちる涙を止めることができなかった。

			　ナイトのスキルは最終的に15となった。これは文句なしに勇者の供の要件を満たしている。

			　勇者であるロックが求め、ナイト本人もそれを望んでいるこの状況。

			　ナイトの勇者の供への復帰はもはや決定的と言えるだろう。

			　そうなると残りの問題はただ１つ、残っているアナの供が誰になるかのみである。

			　誰になるか？　何を言っているのやら。

			　そうではないでしょう？　ロゼッタ＝Ａ＝タートル。

			　アナもエルも私の親友。ならば彼女たちの隣に並ぶのは、この私こそが相応しい。

			　否！　私も２人と一緒に旅に出たいのよ！

			　正直に言えば、ナイトだけ旅に出て私だけ留守番をしているのは嫌なの。

			　私のスキルの数は３つ。これを５つ以上にするためには、スキルの更新を２回行わなくてはならない。

			　……大丈夫、イケるはずよ。ナイトの８年間も凄いけど、私の８年間だって負けていない。

			　スキルの数を増やし、私も皆と一緒に旅に出る、いや出たい！

			　そんな思いを込めて、私はステージ中央で『スキルの更新を希望する』と念じた。

			　すると頭の中にこのようなメッセージが流れてきた。

			　

			〈スキル『王族』『植物使い』『成長停止』は最大値となっています。その他のスキルは存在しません。スキルの更新が可能です。更新しますか？〉

			　

			　正直ホッとした。どうやら私もスキルの更新が可能であるようだ。

			　私は『はい』と念じた。そこからはナイトの時と同じように私の人生の上映が始まった。

			　12年前に大ハズレスキルである『成長停止』を授けられて絶望したこと。

			　あれだけ群がっていた婚約希望者たちが軒並みいなくなり、人間不信に陥ったこと。

			　父様やロック、エリック先生に神殿長のおばあちゃん、そして幼馴染たちが心配してくれたのに拒絶してしまったこと。

			　それでも諦めなかった彼らに感謝していること。

			　そしてナイトと共に過ごした８年間に場面が移った。

			　皆でレベル上げに出向いて、魔族に殺されかけたこと。

			　薬局のロックウェルで同棲を始めたこと。

			　私の仕事の失敗で子供が苦しんだこと。

			　ナイトと一緒にモンスター退治を始めたこと。

			　孤児院の院長先生に抜(ばつ)擢(てき)されたこと。

			　子供たちに慕われたこと。

			　キングに卒業式の日に告白されたこと。

			　サムが孤児院で暮らし始めたこと。

			　ナイトがお店を始めたので、それに付いていったこと。

			　たまに神殿や城に顔を出してアナやエルとお茶会をしていたこと。

			　町長になったナイトを支えたこと。

			　20歳になって急に不安になり、ナインやエルに相談して、ナイトを誘惑したこと。

			　今日明日の会場の設営に四苦八苦したこと。

			　そして最後はナイトと同じ、一緒に手を繋いで会場へと向かっている途中の映像だった。

			　それが私の12年間の人生。

			　スキルに人生を狂わされ、私を本当に大切にしてくれる人たちが誰なのかを理解し、好きな人の背中を追い掛けて、共に過ごしてきた１人の女の物語。

			　そんな私の人生の上映会が終了した。

			　私は私の人生を12年間精一杯生きたのだ。

			　どん底まで落ちてからは、ひたすらに登り続けるだけの人生だった。

			　後はナイトと結婚をすれば人生の山場は終了すると考えていたけれど、どうやら先があるみたい。

			　私のポンコツステータスがどんな変化を遂げるのか。

			　私は私のスキルの更新を、興味深く眺めるのだった。

			　

			　Side：ナイト

			〈ロゼッタ＝Ａ＝タートルのスキルの更新を開始します。現在のスキル帯はレベル３、スキルの数は３つです。更新特典としてスキル帯をレベル２もしくはレベル４へと変更可能です。どちらのレベル帯に更新しますか？〉

			　

			　ロゼのスキルの更新は初っ端から俺の時とは違う状況になった。

			　えっ？　何これ？

			　スキル帯の選択？　そういえばスルーしていたけど、そもそもスキル帯って何なんだ？

			　これまでの話から考えると、スキル帯ってのはようするに授かるスキルの数のことだよな。

			　ってあれ？　これって下げる意味があるのか？

			　ロゼも困惑している。しかしすぐに決断したようだ。

			　当たり前だが、ロゼはスキルの数を増やすことを選択した。

			　

			〈スキル帯レベル４を選択しました。新たに４つのスキルが与えられます。ただし、更新されるスキルがある場合にはそちらが優先されます。

			　スキル『王族』に更新スキルは存在しません。更新できない代わりに、新しいスキルをもう１つ手に入れることになります。スキル『王族』はロックされました。

			　スキル『植物使い』は『中級植物使い』に更新されました。レベルを１つ上げるごとにＨＰ、ＭＰ、心力が40、力、頑強、素早さ、運が20上昇します。また、スキルを最大値まで上げると、ＭＰを消費して植物の成長促進ができるようになります。

			　スキル『成長停止』に更新スキルは存在しません。代わりに、新しいスキルをもう１つ手に入れることになります。スキル『成長停止』はロックされました。

			　更新スキルは以上です。新たなスキルを獲得するためにライフルーレットを開始いたします〉

			『植物使い』だけが更新された。

			　ステータスの上昇効果も付いているが、『成長停止』が全てを打ち消すので、まるで意味がない。

			　しかし植物の成長促進は便利だな。ＭＰが少ないので利用回数は制限されるが、それでも使い勝手の良い能力だ。

			　そしてロゼのライフルーレットが開始される。

			　更新できないスキルが２つで、新しいスキルが１つだから合計３つか。

			　俺の時は最大２つだったから、スキルの更新時では最大数だな。

			　そんなことを考えていたが、出てきたルーレットは違っていた。

			　なんと俺の最後の時と同じように、たった１つのスキルのみが存在していたのだ。

			　

			〈呪いスキル『成長停止』を乗り越えました。特殊スキル『成長停止解除』を獲得します。このスキルはレベルアップ時のスキルへのレベル配分が、優先状態となります。レベルを最大値まで上げると、スキル『成長停止』の効果を打ち消すことができるようになります。また、呪いスキルを乗り越えた特典として、スキル帯の追加が行われます。スキル帯の追加は最も少ないスキル帯が優先されます。

			　スキル帯レベル１を追加します。新しいスキルを１つ獲得することになります。呪いスキルを乗り越えた特典として、このスキルは選択制となります。また、入手時点でレベルは最大値となっており、ロックも掛かり、スキルの更新の条件からも除外されます。

			　ライフルーレットを表示します。希望するスキルを選んでください〉

			　

			　おいいぃぃ!!　呪いスキルって何だ！　『成長停止解除』って何だ！

			　こんなスキルがあったのかよ！

			　ロックもライも、来賓席の皆さんも、広場に集まった人たちもみんな揃って驚いている。

			　もちろん一番驚いているのはロゼだ。信じられないという顔をしていた。

			『成長停止』は有名な大ハズレスキルであり、ロゼの代名詞にもなっている。

			　それを打ち消すことができるスキルが存在するとは！

			　いや、大ハズレスキルではなく呪いスキルというのか。

			　言われてみれば納得だ。全ての成長が止まるなんて呪い以外の何物でもない。

			　そしてそれを乗り越えると特典がつくというわけか。

			　更にスキルが追加され、それは最初からレベルが最大値で、更新の条件からも除外されると。

			　しかも選択制だって!?　なんという予想外の状況なのか。

			　目の前には巨大なライフルーレットが鎮座している。

			　そしてそこには針が１つしかなく、なんとロゼの意思で動かせるようだ。

			　俺と同じく『薬師』が一番広く、続いて『引きこもり』『無職』『保護者』『商人』『狩人』『罠師』『医師』『戦士』と続いている。

			　おまけに針を動かすと、そのスキルの内容まで分かるようだ。

			　それにしても『引きこもり』と『無職』って酷いな。

			　いやまぁロゼは、最初の４年間は王宮の部屋で引きこもって何もしていなかったわけだから、間違ってはいない。

			　前回のスキル授与の儀式は12年前なのだから、全体の３分の１はこの２つしかやっていなかったってことになるわけで、割合としては間違っていないのか。

			　ちなみにスキルの効果はこんな感じだ。

			『引きこもり』

			　呪いスキルの１つ。

			　このスキルの持ち主は特定の部屋から移動する気力が極端に低下してしまう。

			　レベルを上げるごとに活動範囲は広がっていき、最大値まで上げることで初めて外部での活動が可能となる。

			　スキルの更新時に『引きこもり解除』のスキルを得ることができるので、経験値のストックに余裕があれば特典狙いで取ってみるのもあり。

			『無職』

			　ステータス・スキルの１つ。

			　レベルを２つ上げるごとに、全ステータスが１上昇する。

			　その他のスキルは名前から内容を察することのできるスキルばかりだ。

			　個人的には『一般人』よりも効果の低いステータス・スキルがあったことが驚きだ。

			　だけどこの説明から考えるに、『一般人』の効果って、ステータス・スキルの中で下から２番目なんじゃないのか？

			　我ながらとんでもないスキルを引いてしまったものだ。

			　ロゼはしばらく悩んでいたが『引きこもり』を選択した。

			　

			〈スキル『引きこもり』を獲得しました。このスキルの持ち主は特定の部屋から移動する気力が極端に低下します。レベルを上げるごとに活動範囲は広がっていき、最大値まで上げることで初めて外部での活動が可能となります〉

			　

			　広場に集った人々はロゼの選択に驚いていた。

			　だが、これは正しい選択なのだ。

			　もしも最後の更新でこのスキルを取ってしまったら身動きが取れなくなる可能性がある。

			　ライフルーレットに載っているスキルは、更新の間変わることはない。

			　なぜならライフルーレットとはスキルを授与されてから今日までの自らの人生の写し身だからだ。

			　俺の場合は８年間、ロゼの場合は12年間の人生がこの盤面に現れている。

			　そもそも解除のスキルが与えられることが分かっているのだから、取得に関して特に問題はない。

			　そして選択が終了した後は、通常のルーレットに戻った。

			　そこでロゼが新たに手に入れたスキルは２つ。

			　１つは俺と同じ『薬師』であり、もう１つは『保護者』というスキルであった。

			『薬師』は手に入れたところで何の不思議もないスキルだ。

			　俺の時と同じくルーレットのマスも一番大きく、その存在を主張している。

			　当たり前だ。なにしろロゼはこの８年間、俺よりも薬師として頑張ってきたのだ。

			　このスキルを取れないわけがないのである。

			　

			〈スキル『保護者』を獲得しました。レベルを最大値まで上げることにより、スキル保有者の保護下にある子供たちのステータスが10％上昇します〉

			　

			　これはまた珍しいスキルだ。

			　ロゼ自身には影響がなく、ロゼの保護下にある子供たちだけに影響のあるスキルか。

			　まぁ悪いスキルではない。『成長停止』や『引きこもり』が悪すぎるだけなのかもしれないが。

			〈ロゼッタ＝Ａ＝タートルのレベルを初期値へと戻します。レベル30[image: G_yajirusi.png]レベル０

			　経験値のストックが存在しています。レベルを限界まで上げることが可能です。

			　レベルアップを開始します。なおスキルの更新の特典として、レベルアップ時のステータスの上昇値が１上昇します。（１[image: G_yajirusi.png]２）

			　呪いスキルを乗り越えた特典により、スキル帯の追加がありました。更にステータスの上昇値を追加します。（２[image: G_yajirusi.png]３）

			　ステータスが以下のように変更となりました。

			　『名前：ロゼッタ＝Ａ＝タートル

			　レベル40

			（『中級植物使い』による上昇値：ＨＰ、ＭＰ、心力が４００、力、頑強、素早さ、運が２００。レベルアップによる上昇値：１２０）

			　ＨＰ：１０６４　　ＭＰ：１０６０

			　力：６６４　頑強：６６６　素早さ：６６６　心力：１０７６　運：６６０

			　所有スキル：『王族レベル10』、中級植物使いレベル10、『成長停止レベル10』、成長停止解除レベル10、『引きこもりレベル10』、薬師レベル10、保護者レベル10

			　特殊能力：全ステータス２倍、成長停止、成長停止解除、植物成長促進、引きこもり、薬レシピ入手残り10、被保護者ステータスアップ10％』

			　続いてスキルの更新を継続します〉

			　

			　うわ～お！　何だこれ、凄すぎる！

			　この時点でほとんどのステータスが俺のステータスの倍になった。ＨＰ、ＭＰ、心力に関してはいきなり４桁だ。

			　俺の『町長』が基本ステータスへの掛け算だったのに対し、『王族』は他の上昇が終わった後の数値を２倍にするのか。

			　それがなければ俺とほぼ同じステータスなのに、『王族』の効果が桁違いだ。

			　それにしても成長停止の呪いから解き放たれると、ここまで強くなるのかロゼは。

			　この時点でスキルの数は７つになり、勇者の供としての基準はクリアした。

			　おまけにスキルの更新はまだ終わっていない。

			　俺たちは固唾(かたず)を呑んでロゼのスキルの更新を見守った。

			　

			〈ロゼッタ＝Ａ＝タートルのスキルの更新を開始します。現在のスキル帯はレベル４、スキルの数は７つです。更新特典としてスキル帯をレベル２もしくはレベル５へと変更可能です。どちらのレベル帯に更新しますか？〉

			　

			　先程と同じくスキル帯の選択肢が現れた。

			　当然選ぶのは５だ。

			　なにしろ『引きこもり』を乗り越えた特典でレベル２は手に入るのだから選ぶ理由がない。

			〈スキル帯レベル５を選択しました。新たに５つのスキルが与えられます。ただし、更新されるスキルがある場合にはそちらが優先されます。

			　スキル『王族』の更新スキルの判定は先程終了しましたので割愛します。

			　スキル『中級植物使い』は『上級植物使い』に更新されました。レベルを１つ上げるごとにＨＰ、ＭＰ、心力が80、力、頑強、素早さ、運が40上昇します。また、スキルを最大値まで上げると、ＭＰを消費して現存する植物を生み出すことが可能となります。

			　スキル『成長停止』の更新スキルの判定は先程終了しましたので割愛します。

			　スキル『成長停止解除』に更新スキルは存在しません。代わりに、新しいスキルをもう１つ手に入れることになります。スキル『成長停止解除』はロックされました。

			　スキル『引きこもり』に更新スキルは存在しません。代わりに、新しいスキルをもう１つ手に入れることになります。スキル『引きこもり』はロックされました。

			　スキル『薬師』の更新スキルの判定を開始します。

			　更新スキル名『中級薬師』

			『薬師として３年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『10種類以上の薬を１つにつき１００以上作成していること』クリア。

			　スキル『薬師』は『中級薬師』に更新されました。レベルを最大値まで上げると、薬を作成する材料を魔力と引き換えに手に入れることができるようになります。

			　スキル『保護者』の更新スキルの判定を開始します。

			　更新スキル名『保育者』

			『保護者として３年以上のキャリアが必要です』クリア。

			『10人以上の子供を護り育ててきたこと』クリア。

			　スキル『保護者』は『保育者』に更新されました。レベルを最大値まで上げると、被保護者たちの基本ステータスが上昇しやすくなります。

			　更新スキルは以上です。新たなスキルを獲得するためにライフルーレットを開始いたします〉

			　

			『保育者』の威力がこれまた半端ない。

			　基本ステータスが上昇しやすくなるってこれ、一見地味だが凄まじい能力だぞ。

			　しかも数に制限がないから、孤児院の子供たち全員に効果が波及するんじゃないのか？

			　なるほど、だから『保育者』なわけか。文字通りロゼのスキルで『育てる』というわけだ。

			『薬師』の更新スキルは俺と同じく『中級薬師』、そして『中級植物使い』の更新スキルは『上級植物使い』だった。

			　ステータスの上昇値は倍になり、ＭＰを利用して植物を生み出すことが可能とは。

			　これはあれだな、漫画やアニメに良く出てくる植物使いの能力そのまんまだな。

			　そしてロゼのライフルーレットが開始される。

			　表示されているスキルは、先程と同じく１つだけだ。

			　

			〈呪いスキル『引きこもり』を乗り越えました。特殊スキル『引きこもり解除』を獲得します。

			　このスキルはレベルアップ時のスキルへのレベル配分が、優先状態となります。レベルを最大値まで上げると、スキル『引きこもり』の効果を打ち消すことができるようになります。また、呪いスキルを乗り越えた特典として、スキル帯の追加が行われます。スキル帯の追加は最も少ないスキル帯が優先されます。

			　スキル帯レベル２を追加します。新しいスキルを２つ獲得することになります。

			　おめでとうございます。複数の呪いスキルを乗り越えた特典としてスキルの代わりに『天使』が授けられます。闇の神殿はゲンブとツクヨミの影響下にあります。よってそれぞれから天使が派遣されます。詳しい説明は天使から直接お聞きください。スキルの更新が終了次第、貴方の下へ天使が降臨いたします〉

			　は？　えっ何？

			　天使？

			　ゲンブとツクヨミの配下が天使？　おかしくね？

			　いや、それ以前にゲンブとツクヨミの影響下ってどういう意味だ。

			　ツクヨミは分かる、闇の神殿はツクヨミという名の神様を祀(まつ)っている。

			　俺も毎日食事のたびに闇の神様であるツクヨミにお祈りをしているのだ。

			　でもゲンブってどういうことだ？　ゲンブってのは国の名前じゃないか。

			　表記だってゲンブではなく玄武だ。この世界の公用語は日本語で、しかも漢字表記だぞ。

			　それの影響下ってことは、ひょっとしてゲンブという名の神様もいるってことなのか？

			　突然、天使の降臨を告げられ、闇の神殿の広場は大混乱に陥っている。

			　そんな中、ロゼのライフルーレットはいつの間にやら終了していた。

			　

			〈スキル『医師』を獲得しました。レベルを１つ上げるごとに、医学書を１つ手に入れることができます〉

			　

			　最後にロゼが手に入れたのは『医師』のスキルだった。

			　医学書が手に入るのは確かに良いな。

			　この世界はどうにも魔法やマジックアイテムに頼りすぎな傾向があるから、医者の地位が低いのだ。しかし医学書が多く集まれば、それだけ治せる病も増え、医者の地位も向上するだろう。

			　

			〈ロゼッタ＝Ａ＝タートルのレベルを初期値へと戻します。レベル40[image: G_yajirusi.png]レベル０

			　経験値のストックが存在しています。レベルを21まで上げることが可能です。

			　レベルアップを開始します。なおスキルの更新の特典として、レベルアップ時のステータスの上昇値が１上昇します。（３[image: G_yajirusi.png]４）

			　呪いスキルを乗り越えた特典により、スキル帯の追加がありました。更にステータスの上昇値を追加します。（４[image: G_yajirusi.png]５）

			　レベルアップ優先スキルが存在します。『引きこもり解除』のレベルアップを開始します。

			　…………『引きこもり解除』のレベルが10まで上昇しました。残りレベルアップ数は11です。自動配分を開始します。

			　スキル『上級植物使い』がレベル10になりました。

			　スキル『中級薬師』がレベル１になりました。

			　ステータスが以下のように変更となりました。

			　『名前：ロゼッタ＝Ａ＝タートル

			　レベル21

			（『上級植物使い』による上昇値：ＨＰ、ＭＰ、心力が８００、力、頑強、素早さ、運が４００。レベルアップによる上昇値：１５５）

			　ＨＰ：１９３４　ＭＰ：１９３０

			　力：１１３４　頑強：１１３６　素早さ：１１３６　心力：１９４６　運：１１３０

			　所有スキル：『王族レベル10』、上級植物使いレベル10、『成長停止レベル10』、『成長停止解除レベル10』、『引きこもりレベル10』、引きこもり解除レベル10、中級薬師レベル１、保育者、医師

			　特殊能力：全ステータス２倍、成長停止、成長停止解除、引きこもり、引きこもり解除、植物生成

			　所属天使：ゲン、ヨミ』

			　スキルの更新は以上です。次回はレベル50で更新が可能となります〉

			　

			　ロゼのスキルの更新が終了した。最終的にはレベル21で打ち止めか。

			　思っていた以上に少ないな。いや、俺のレベルアップが思っていた以上に多かっただけだな。

			　恐らく８年前に倒した魔族から得た経験値が他の３人よりも多かったのだろう。

			　……それにしても物凄いステータスだ。これ下手をしなくても国内トップクラスのステータスなんじゃないのか？　もちろん勇者を除いてだけど。

			　ＨＰ、ＭＰ、心力は２０００を超えそうな勢いだ。

			　まともに戦ったら絶対に勝てないな。いや、戦う気もないけれど。

			　それにしてもスキルの更新が終了したということは、これから天使が降臨するということか。

			　……いや、天使降臨って何だよ。

			　ロゼのステータス画面にもしれっと『所属天使』なんて項目も追加されているし、名前まで付いていやがる。

			　ゲンとヨミってあれだ、結構有名な名前だ。

			　この国を建国した初代王や歴代の勇者の仲間には、その名前を持つ者が多い。

			　そしてこの国では特に多い名前でもある。役所内でも学校内でもゲンさんやらヨミさんやらはたくさんいる。

			　なにしろ玄武のゲンでツクヨミのヨミだ。

			　歴史上の人物と同じ名前であり、国の名前であり、崇(あが)めている神の名前でもある。

			　そりゃあ名付けるだろう。分かりやすい上にありがたい名前でもあるのだから。

			　だからって天使の名前まで同じにしなくても良いだろうに。

			　こう、ルシフェルとかラファエルとか、いかにも天使っぽい格好良い系の名前では駄目だったのだろうか。

			　いや、俺が転生者で地球での天使の知識があるからそんなことを考えてしまうのだ。

			　そもそもこの世界は向こうでよく題材にされていた中世欧州風の世界とは微妙に違い、どちらかと言うとアジアンテイストだ。

			　だから天使の名前が和風でも良いのだろう。

			　こちらで暮らして早18年だが、未だに地球での暮らしの影響が根強い。

			　何かにつけて向こうと比較してしまう癖が付いてしまっている。

			　こちらの天使はこちらの天使として真っさらな気持ちで受け入れるべきだろう。

			　……駄目だやっぱり混乱している。何が「受け入れるべき」だ。

			　そんな簡単に天使を受け入れてたまるか。

			　天使降臨という異常事態に俺は全く対処できていない。

			　とにかく落ち着け。落ち着くためにまずは深呼吸だ。

			　ヒッヒッフー、ヒッヒッフー。

			　違う違う違う、これはラマーズ法だ！　くそっ駄目だ、深呼吸しても落ち着けない！

			　俺の混乱は収まらない。もちろん広場の混乱も収まらない。

			　誰も彼もが落ち着きなく周囲をキョロキョロと見回し、周囲の人たちと不毛な話し合いを続けている。

			　いや、１人だけ混乱していない人物がいた。誰あろうそれはエルであった。

			　彼女はいつの間にか俺たちの立つステージの中央へと移動しており、好奇心に溢れた眼差しで天使の降臨を待ち受けている。

			　流石はエルだ。彼女にとっては天使の降臨も、自らの好奇心を満たすためのイベントの１つに過ぎないということか。

			　それからしばらくして、ロゼを挟み込むようにして、突然光の柱が立ち上った。

			　その数は２つ、その色は茶色と闇色。

			　あまりの光景にこの場の全員が度肝を抜かれている。

			　光の柱はしばらく立ち続けたかと思うと段々と収束し、最後には謎の光の玉が浮かんでいた。

			　その玉は浮遊したまま動き出し、ロゼの周囲をクルクルと回り続け、停止したかと思うと突然形状が変化。

			　甲(こう)羅(ら)を背負った茶色い男の子と、長い黒髪の全身真っ黒な女の子が現れた。

			「オイラはゲンブの使い！　名前はゲン！　よろしく!!」

			「あたくしはツクヨミの使い！　名前はヨミ！　よろしく！」

			　現れた子供たちはロゼに向かってビシッとポーズを決める。

			　この日、玄武の国に２人の天使が降臨したのであった。

		

	
		
			　

			第５話　天使

			　

			　突然目の前に現れた、天使を名乗る２人の子供。

			　彼らはロゼの前でビシっとポーズを決めていた。

			　それは俗にいう『ライ○ーポーズ』だ。右腕を斜め右上に真っ直ぐ伸ばし、左手は折り曲げて右腕と同じ方向へと向けている。

			　腰を落として今にも「変身！」とか言いそうな格好だ。

			　個人的には２人揃って同じポーズをとるよりも、左右対称なポーズをとったほうが格好良いと思うのだが。

			　彼らはそのポーズを決めたまま動かない。ロゼも動かないし、エルも動かない。

			　いや、誰一人として動いていない。誰も彼もがどうして良いのか分からないのだ。

			　突然天使が降臨し、謎のポーズを取って挨拶をしてきた。

			　うん、これで咄嗟に動けたら大したものだ。

			　しかしこのままでは埒が明かないので、混乱からいち早く脱した俺が、まず口を開いた。

			「あ～すまない。私はこの町で町長を務めているナイトという者だが、お２人が天使ということでよろしいのかな？」

			　なんだかいつもよりも口調が固いな。やはり俺も混乱しているということか。

			　２人の天使はポーズを決めたまま俺のほうを振り返る。

			　そして俺の顔を見ると２人揃って笑顔になり、ポーズを解いて俺の正面へとやって来た。

			　こうして見ると２人の背丈は本当に小さい。成長が10歳で止まっているロゼよりも小さいのだ。

			　孤児院の子供たちで言うと７～８歳くらいだろうか。

			　そんな２人は俺の前へと到着するなり、再びビシっとポーズを決めた。

			「オイラはゲンブの使い！　名前はゲン！　よろしく!!」

			「あたくしはツクヨミの使い！　名前はヨミ！　よろしく！」

			　その挨拶もポーズも先程ロゼにしたものと全く同じだ。

			　よく見ると、なにやら期待を込めた顔付きをしている。

			　この顔には見覚えがある。孤児院の子供たちが褒めて欲しくて見つめてくる時と同じだ。

			　俺は２人のして欲しいことがなんとなく分かった。

			　だから俺は同じポーズを決めて２人に挨拶をしたのである。

			「俺はこの町の町長！　名前はナイト＝ロックウェル！　よろしく！」

			「うわ、本当にやったよ」

			「恥ずかしくないのかしら、大人なのに」

			「違うのかよ！」

			　俺は思わずツッコミを入れてしまった。

			　すると２人はニパッと笑って、俺の足に縋(すが)り付いてきた。

			「ナハハハハ！　ごめんごめん、旦那！　オイラたちいたずらが上手くいって嬉しかったんだ」

			「申し訳ありませんでしたわ、ダーリン。でもほら、掴みはＯＫでしたでしょう？」

			「よーし、素直に謝ったことは褒めてやろう！　でも初対面の相手にいたずらをするのは良くないぞ」

			「は～い！」

			「分かりましたわ」

			　俺は孤児院の子供たちにいつもやっているように２人の頭をワシャワシャと撫でる。

		

	
		
			[image: p_106.jpg]
		

	
		
			　２人はキャーキャー言っているが楽しそうにしていた。

			　この２人、頭の大きさも髪質も孤児院の子供たちとまるっきり一緒だ。はっきり言ってしまえば、触った感じは人間と全く変わらない。

			　こんな２人が本当に天使なのか？　実は神殿長のばっちゃんあたりが仕掛けたサプライズなんじゃないのか？

			「それで最初の質問に戻るけど、２人が天使ってことで良いのか？」

			「当然だぜ！　オイラこそがゲンブの使いのゲンだ！」

			「あたくしがツクヨミの使いのヨミですわ。よろしくお願いしますわ、ダーリン」

			「さっきも言っていたけど、何でヨミは俺のことをダーリンって呼ぶんだ？」

			「ダーリンはダーリンでしょう？　あたくしダーリン以外のダーリンなんて知りませんわ」

			　ヨミは不思議そうな顔をして俺の顔を見つめる。

			　もちろん俺には心当たりはない。そもそも２人とは初対面なのだから。

			「むむむっ、これは俺に理解力がないのか、ヨミの説明が下手なのか……」

			「なーなー旦那。もしかしてオイラたちを疑っているのか？」

			「まぁ正直そうだな。２人共普通の子供にしか見えん」

			「よーし、なら証拠を見せてやるぜ！　行くぜ、ヨミ！」

			「了解ですわ、ゲン！」

			　２人は俺から距離を取り、そしてまたしても先程と同じポーズをとったのだった。

			「「変身!!」」

			　本当に言いやがった！　と思った瞬間、２人はまばゆい光に包まれて、その体が変化していく。

			　驚いて見ていると、やがて光は収まり、目の前には座布団ほどの大きさの亀と、３本足のカラスが存在していた。

			「どうだい旦那！　オイラたちの変身は！」

			「これぞ天使の真の姿！　先程までの姿はマスターに合わせた仮の姿ですわ」

			　その亀とカラスはゲンとヨミの声で俺に話しかけてきた。

			　どうやらこの２人、というか２匹は本当に天使らしい。

			　ヨミは翼をはためかせて飛んだかと思うと、俺の肩に止まり頬ずりをしてくる。

			　ゲンはどうしたのかと思っていると、こちらに向かってゆっくりと進んでいた。

			「あ～、ゲン？　随分とゆっくりなんだな」

			「当然だろ、オイラ亀だぜ！」

			「オホホホ！　飛べない亀など、ただの亀ですわ！」

			「当たり前じゃねーか！　飛べる亀なんてゲンブくらいだぞ！」

			「そうでしたわね！　ごめんなさいですわ！」

			　ワハハハハッ！　と２人は笑いあっている。

			　どうやら２人は喧嘩するほど仲が良いを地で行くコンビのようだ。

			「う～ん、でもやっぱりこの格好は不便だな、よし人の姿に戻るぞ！」

			「了解ですわ」

			　そう言ってヨミは俺の肩から飛び立ち、ゲンの甲羅の上へと着地した。

			「そこで良いのか？」とも思ったが、ゲンが文句を言っていない以上、俺が何かを言う必要はないだろう。

			「「変身!!」」

			　２人は再び光に包まれ、気がつけば先程と同じく子供の姿で目の前に佇(たたず)んでいた。

			　俺はもう少し詳しい話を聞こうとしたのだが、その時隣で「ドサリ」と音が響いたので、そちらを振り向く。

			　そこで俺は、ステージの上で倒れているロゼと、慌てているエルの姿を目にすることになった。

			「どうしたロゼ！　大丈夫か!?」

			　俺は急いでロゼを抱き起こす。

			　ロゼは青い顔をして横たわっており、焦点の定まらない瞳で俺のほうを向いた。

			「ごっ……ごめんなさい、ナイト。なぜか急に……気分が……」

			「急に!?　ひょっとしてスキルの更新の副作用か？」

			「違うぜ旦那」

			「マスターはＭＰがなくなっただけですわよ」

			　俺の後ろからゲンとヨミが顔を出してきた。

			　２人は当たり前のようにロゼのＭＰ不足を指摘してくる。

			　しかしそれはおかしい。ロゼがＭＰを使う場面なんてどこにもなかったはずだ。

			「ごめんなご主人、オイラたちが立て続けに変身なんてしたものだから」

			「天使の降臨にも変身にもマスターのＭＰを使用しますの。説明もせずに乱用してしまい申し訳ありませんでしたわ」

			「……そう、分かったわ。でも……次からは……気をつけて……ね」

			「うん！　でも大丈夫だぜ、一番ＭＰを使うのは降臨の時だからな！」

			「一日に何度も変身を繰り返したりしない限り、今後マスターが倒れることはないはずですわ。あたくしたちも気をつけるようにいたしますわ」

			　怒ろうかと思っていたら、その前にロゼが許してしまった。

			　倒れた本人がそれで良いのなら俺は特に何かを言うつもりはない。

			　とりあえず俺はロゼを抱き上げて来賓席へと向かうことにした。

			　しかし自分の席に戻る前に、来賓たちに取り囲まれ、質問攻めにされたのだ。

			「町長！　いっ一体今、目の前で何が起きているのですか!?」

			「スキルの更新とはどういうことです！　このような話は聞いたことも……」

			「天使とはそもそもなんなのですか！　聞いたことがありませんぞ！」

			「町長！」

			「兄さん！」

			「町長！」

			　もはや収拾がつかない事態になってしまっている。

			　しかしそんな中であっても冷静に行動できる人もいるのだ。

			「静まれい!!」

			　突如響き渡った大きく、そしてよく通る声にパニックを起こしていた人々は静まり返った。

			　声の主は国王陛下だ。

			　陛下は俺たちの前へとやって来て、ロゼの様子を確認する。

			　そして自分の娘が青い顔をしていることを認識すると、次々と指示を出し始めた。

			「各々方、逸(はや)る気持ちも分かりますが、今はとりあえず我が娘を休める場所へと案内することをお許し願いたい。ナイト、ロゼッタを治療院へと送り届けろ。もちろん天使のお２人もご一緒に」

			　俺はロゼを抱いたまま頷く。なぜかゲンとヨミも頷いていた。

			「そして本日の目的である勇者の供の選別じゃが、ロック、そしてダイアナ、もちろんナイトとロゼッタで良いな？　ならばその旨を集まってくれた者たちへと伝えてくるのじゃ。礼を言うのも忘れるでないぞ」

			　２人は「分かりました」と返事をしていた。

			「それが終わったら、この場は解散といたします。ワシもそうじゃが、誰一人としてこの場で何が起こったのか正確に分かっている者はいないはず。ですので当事者であるナイトとロゼッタに話を聞き、詳しいことは後日改めてお伝えしたいと思います。各々方、それでよろしいですな？」

			　もちろん返事は「はい」だ。

			　一国の国家元首に直に指示を出されて文句を言える者などいるわけがない。

			　俺は言われた通りにロゼを抱いたままステージを降りて、そのまま治療院へと直行した。

			　ここは闇の神殿前の広場だ。神殿の横に建つ治療院は文字通り目と鼻の先にある。

			　俺と一緒にばっちゃんも付いてきたのでスムーズに話は進み、ロゼは空いていた大部屋のベッドに寝かされた。

			　ロゼはしばらくの間ぐったりとしていたが、少し休むと顔色が良くなってきた。どうやら本当にただのＭＰ不足だったようだ。

			　今はベッドに横たわり、静かにお茶を飲んでいる。

			　ちなみにロゼが倒れた原因を作ったゲンとヨミはベッドの横に座り、あっち向いてホイをしていた。

			　こうして遊んでいる姿を見ていると、２人共本当にただの子供にしか見えない。

			　しかし２人が人間でないことは間違いないだろう。亀やカラスに変身できる人間などいないのだから。

			　この世界にはいわゆる『変身魔法』というものは存在しない。

			『姿形を変化させられるのは魔族だけ』というのは、この世界の常識なのだ。

			　ゲンとヨミがそろそろあっち向いてホイに飽き始めた頃、国王陛下以下、この国の主要メンバーがゾロゾロと病室に入ってきた。ロックやアナもその中に含まれている。

			　彼らはロゼが座るベッドを遠巻きに取り囲んで近づいてこない。

			　突然現れた天使を警戒しているのだろう。

			　そんな中で真っ先にこちらに突撃してくる人物がいる。

			　もちろんそれはエルであった。

			「ロゼ、大丈夫だった？　大丈夫そうだね、良かった良かった。それで君たち、え～と君がゲン君で、君がヨミちゃんで良いのかな？　さっきはごめんね、咄嗟に動けなくてさ。お姉さんはエリザベータって言うの。皆はエルって呼んでいるから、君たちも気軽に呼んでね」

			「うん、知ってる！」

			「よろしくお願いしますわ、エルさん。あたくしはヨミと申しますの」

			「オイラはゲンだぜ！　よろしくなエルっち！」

			「うん、よろしく！」

			　エルはすぐさま２人と仲良くなってしまった。これがエルの凄いところだ。

			　エルは心にフィルターがないので、子供だろうと大人だろうと天使だろうとお構いなく同じ態度が取れるのである。

			「ねえねえ、それで２人は天使って言うんだよね。アタシ天使って言葉を初めて聞いたんだけど、どういう意味なのかな？」

			「知～らない」

			「ごめんなさい、分かりませんわ」

			「えっ、知らないの？　自分で名乗っていたのに？」

			　エルは首を捻(ひね)るが、俺たちも同じ気持ちだった。

			　これから２人の正体を探ろうとしていたのに、当の本人が分からないのではお手上げだ。

			「だってご主人が知らないことだもん」

			「あたくしたちが知っているわけがありませんわ」

			「んん？　ご主人ってのはロゼのことだよね。ロゼが知らないことは２人も知らないの？」

			「そんなの当たり前じゃん！」

			「常識ですわ！　もっと勉強してくださいませ」

			「えっ!?　ご、ごめんなさい」

			　なぜかエルが怒られている。

			　どういうことだ？　ロゼが知らないことは２人も知らない？

			「なあ、ひょっとして２人はロゼの知っていることしか知らないってことなのか？」

			「その通り！」

			「流石ですわ、ダーリン」

			「つまりロゼが天使のことを知らないから、分からないと？」

			「分からないぜ！」

			「分かりませんわ」

			「えっ？　じゃあナイトは天使が何なのか知っているの？」

			「えっ？　いや、それはもちろん……」

			「知っている」と続けようとして、俺はハッと気がついた。

			　この世界で暮らして既に18年経っているが、こちらで天使という言葉を聞いたのは今回が初めてだ。

			　モンスターも勇者も神様も魔王も魔族もいるが、天使ってのは聞いたことがない。

			　この状況で俺が知っていると言うのはおかしいだろう。

			　だから俺はしらばっくれた。

			「……知らないよ。初耳だ。でも字面で何となく分かるだろ？　『天の使い』で天使って名乗っているんじゃないのかな。最初に名乗った時も『ゲンブの使い』とか『ツクヨミの使い』って名乗っていたわけだしさ」

			「な～るほど、確かにそんなこと言っていたものね。じゃあ２人は神様からロゼの下へと使わされた天からのお使いってことなのかな？」

			「そ～なのかな？」

			「そうだと良いですわね」

			　２人はニコニコしながら俺たちの会話を聞いている。

			　これは結論を保留にしておいたほうが良いな。

			　ここは地球とは違うのだし、俺の知っている天使とこちらの天使の意味が違う可能性もある。

			　そもそも２人はそうだと明言しているわけではない。

			　２人の態度はロゼが「そうだと良いな」と感じたから同じ意見を持ったと考えるのが自然だ。

			「おっ、おおお……」

			　そんなことを考えていると、部屋の中から何やら声が上がった。それは神殿長のばっちゃんであり、彼女は２人に近づくと、ガシッと両肩を掴んで唐突に涙を流して絶叫した。

			「まさかこの歳でお２人にお会いできるとは！　お初にお目に掛かります。闇の神殿で神殿長を務めておりますウメコと申します！　お２人はあの伝説の天の御使い様でございますね？　そうですね！」

			「知～らない」

			「ですからあたくしたちにも分からないのですの」

			「いいえ、間違いございません！　この神殿の書庫にはお２人について書かれた文献が残されているのです。おおおっ、まさかまさか伝説の存在にお会いできるとは光栄の極み！　このまま逝(い)っても悔いはありません！」

			「いや、死なないでくればっちゃん！　せめて説明をしてくれないかな！」

			「おおすまぬ、年甲斐もなく興奮してしまったわい」

			　スキルの数が９つもあったウメコさん曰(いわ)く、この２人は歴史の中で幾度となく現れたそうだ。

			　時には老人の姿で、時には若者の姿で、そして時には亀とカラスの姿で。

			　彼らは主人と認めた相手を死ぬまで手助けするのだという。

			　その時々により姿形は違うが、常に同じ名前を名乗る。

			　そして『主人となった者の知識以上のことは知らない』という話も共通しているという。

			　彼らについて書かれた本の作者はこう推察しているそうだ。

			　この２人は天から使わされた使者である。しかし地上には天から与えられた知識を悪用しようとする者も多い。

			　恐らく２人には地上の民に余計な知識を与えないようにプロテクトが掛けられているのだ。

			　それが『主人となった者の知識以上のことは知らない』という現象に繋がっているのではないか？

			　そして現在、目の前にいる２人は本に書かれた歴史上の天の御使いと同じ名を名乗り、ロゼがよく知るエルのことは知っているのに、ロゼの知らない知識に関しては無知であった。

			　ゆえにばっちゃんはこの２人を本物だと確信したのだという。

			「それは良いけどさ、お前ら姿を自由に変えられるんだろ？　何で子供に変身したんだ？」

			「だってご主人は子供好きだから」

			「降臨してマスターをスキャンした結果、マスターが非常に子供好きであり、かつ子供たちもマスターに懐いていることが分かりましたの。だからあたくしたちは地上での姿を子供と決定したのですわ」

			「なるほどね」

			　孤児院の院長先生をしている影響がこんなところにも波及するとは。

			　まぁ問題はあるまい、こちらとしても子供の扱いには慣れているからな。

			「それでお前ら具体的に何するの？　まさかずっとロゼの側で遊んでいるだけじゃないだろう？」

			「それはご主人次第だぜ！」

			「あたくしたちはマスターのお手伝いをするのが仕事ですから。マスターが遊ぶというのなら遊びますし、戦うというのならば共に戦いますわ」

			「戦えるのか？　子供なのに」

			　俺はヨミの発言に違和感を覚えて２人の姿を改めて見直す。

			　手足は短く、身長も低く、体重も軽そうだ。

			　これで戦うと言われても返答に困るな。

			「姿形で判断するとはまだまだだぜ、旦那！」

			「あたくしたちのステータスはそれぞれマスターの半分の値となっております。ＨＰとＭＰは共有ですが、十分お役に立てるかと思いますよ」

			「……まじで？」

			「まじだぜ！」

			　ロゼの半分のステータスを持つ戦力が２人。

			　つまり２人と戦闘をした場合、俺はどちらか１人にすら勝てないということだ。

			　かわいい顔をして強いとか、物語の定番だけど、実際に目にすると違和感が凄いな。

			　この２人がモンスターをバタバタ倒していく光景が全く想像できないぞ。

			　それはともかく、これで一応２人の正体についてはおおよその見当がついた。

			　後は一番詳しそうなばっちゃんに話を聞けば良いだろう。

			　そしてロゼはまだ辛そうだから、スキルの更新については先に俺から話せば、情報をまとめられるはずだ。

			　俺はそれを国王陛下に提言し、了承された。

			「ふむ、ではまずは神殿長殿から天使のお２人の話をお聞きし、ナイトからはスキルの更新の話を聞くとしよう。それが終わった頃にはロゼッタも回復していよう。それまでは魔力の回復に努めておきなさい」

			「はい、父様ありがとうございます」

			「サンキュー、親父！」

			「感謝しますわ、パパ」

			「おっ親父!?　パパ？」

			　上手くまとめようとした国王陛下だが、２人にペースを狂わされてしまった。

			　突然親父呼ばわりされたら、そりゃ混乱するよな。

			「クックックッ」

			　すると突然ロックが笑い出し、こちらへと近づいてきた。

			「なるほどなるほど、ナイトが『旦那』と『ダーリン』で父上が『親父』と『パパ』か。ならばさしずめ私は『弟』とか『ブラザー』なのかな？」

			「おおおっ!?　何で分かったんだ弟！」

			「やりますわねブラザー、流石はマスターの弟ですわ」

			「えっと、ロック？　説明してくれないか」

			　ロックは笑ったままで２人の呼び方の法則を説明した。

			「ああ、簡単な話だ。この２人の知識は姉上の知識が基になっているのだろう？　だからこの２人は『姉上から見てどんな相手か』で呼び方を変えているのさ。だから父上は親父だったりパパだったりするし、私はそのまま弟でありブラザーになるわけだな」

			「あ～それはつまり、俺が旦那だったりダーリンだったりする意味は……」

			「まぁそういうことだな。姉上をよろしく頼むぞ、ナイト」

			「もちろんだ。任せておきな」

			　そう言った後でロゼのほうを向くと、彼女はベッドの上で真っ赤になっていた。

			　……おおう、かわいい。ここが自分の部屋だったのなら、このまま朝までコース一択だったな。

			　残念ながらそうするわけにもいかないので、この場はひとまず解散となり、俺は部屋を移してスキルの更新について根掘り葉掘り質問を受けた。

			　そんなわけで、ロゼはスキルの代わりにゲンとヨミという２人の天使を迎え入れることになったのである。

		

	
		
			　

			第６話　夕食会

			　

			　予想外の結果に終わった勇者の供の選別の日の夜、王宮では夕食会が開かれようとしていた。

			　明日になれば勇者であるロックとアナはこの町を旅立ち、最低１ヶ月はこの町に帰ってくることはできない。

			　だから最後に豪華な食事会を開いて盛大に送り出そうという粋な計らいなのだ。

			「いや、粋な計らいも何も、火の勇者とか水の勇者の現状に危機感を抱いた上層部が、勇者に無理やり旅立ってもらうための仕組みを作っただけなのだけどな」

			「言うなナイト。その事実は参加者全員が理解している」

			「でも酷い話ですよね。ロック王子もアナ姉もちゃんと勇者としての活動をするつもりになっているのに」

			「私たちにその気はあっても、次の勇者がやる気があるとは限らないからな。いい機会だから強制的に勇者に旅立ってもらう仕組みを作ってしまったのさ」

			「そうですか。確かに次世代のことまでは責任を持てないですからね」

			　俺はロックとライと一緒に夕食会の会場である謁(えつ)見(けん)の間へと足を運んでいる。

			　俺たちは３人共正装だ。

			　俺は町長として用意していた式典用の服装であり、ライは式典用の軍服を身にまとっている。

			　俺たち２人に関しては昼間と服装が変わらない。

			「おい、あまりジロジロ見るな。これでもかなり恥ずかしいのだぞ」

			　変わったのはロックだけだ。

			　昼間はライと同じく式典用の軍服を着ていたが、夕食会のためにわざわざ着替えていた。

			　前世の知識だと、こういう場合白スーツとかで決めそうなものだが、土の勇者であり、この国の王子でもあるロックの正装は、シックな茶色の貫頭衣だ。

			「そうは言ってもな、滅多に見ない服装だからどうしても物珍しくてな」

			「面白いですよね。昔のご先祖様たちは、こんな服を着ていたってことですか」

			　これは今では誰一人として着なくなった伝統的な玄武の国の民族衣装である。なんでもこの国が建国される以前から伝わっているものだそうだ。

			「お前たちは面白いですむが、実際に着ている私の身にもなってくれ」

			「なんだよ、ひょっとして着心地が悪いのか？」

			「なんと言うかこう、服に密着感がなくてな。着ていると落ち着かないのだ」

			　とは言え、そこは勇者であり王子でもあるロックの衣装だ。

			　服のあちこちに緻密な模様がふんだんに織り込まれ、宝石や魔石があしらわれている。

			　おまけに糸の１本１本が特殊加工されており、服であるにもかかわらず防御力も高い。

			　この衣装だけで俺の店の売上の１月分を優に超える代金が掛かっているのだ。

			　ロックはこの衣装をひと目見て「無駄遣いだ」と言っていたが、上に立つものはそれなりの服装をしなければ下に舐められてしまうので、これはこれで良いのだろう。

			「まぁ着ているうちに慣れていくだろうさ」

			「馬鹿を言うな、こんな衣装を着るのは王宮内での式典の時だけだ」

			「ならこれから先も結構あるだろ」

			「国王陛下も同じ服装をしていますしね」

			　この服装、現在も着ているのは玄武の国の国王陛下とその後継ぎである目の前の王子様のみである。

			　正確に言うと現国王と、第一王位継承者以外の人物はこの服を着てはいけないのだ。加えて、18歳になってからと決められている。

			　つまりロックにとって今回が初めての着用になるわけだ。

			　正確には１日早いのだが、勇者としての旅立ちであることも考慮して今回特別に着用が許可された。

			　もしもロックが勇者でなかったならば、18歳の誕生日には第一王位継承者が成人したことを祝う催しが目白押しだったはずなのだ。

			　だが王族としての責務よりも勇者としての使命を優先した結果、それらは全てカットされてしまった。

			　なのでせめて服だけでもということで、この正装を着ることになったのである。

			　これから先、ロックはこの衣装を着て王宮で何度も式典をこなすことになるのだろう。段々と着慣れていくのだろうが、流石に最初の１回目は恥ずかしさが勝っているようだ。

			　そうこうしているうちに、俺たちは謁見の間へと続く扉の前に到着した。ここでしばらく待機し、名前を呼ばれたら入室する段取りなのだ。

			　ちなみにアナたちは逆方向の扉で待機している。

			　今回は勇者パーティーが２組もいるため趣向を凝らしたらしい。

			　そして遂に名前を呼ばれた俺たちは、揃って夕食会の会場である謁見の間へと入場する。

			　謁見の間は、普段とは違い、きらびやかな装飾が室内の至るところにちりばめられていた。

			　金銀細工に宝石・魔石とよりどりみどりだ。担当者は随分と手間を掛けたらしい。

			　そこに集まっているのは昼間は来賓席に座っていた各国の使者やこの国の重鎮たちだ。

			　彼らは皆着飾り、俺たちの登場を万雷の拍手で迎えてくれた。

			　広い室内には多くのテーブルが運び込まれ、その上には城の料理人たちが腕を振るった料理が並べられている。

			　給仕たちが忙(せわ)しなく来賓の隙間を行き来しながらグラスを配っているのが見えた。

			　俺たちは案内されるまま、いつもは陛下が座っている一段高くなっている場所へと向かっていく。

			　アナたち闇の勇者一行も反対側の扉からやって来た。

			　アナは昼間も着ていた闇の神殿の巫(み)女(こ)服を着ており、ロゼも昼間と同じ礼服を着ている。

			　着替えたのはエルだけで、彼女は見る角度によって色合いが変わる不思議なローブを身にまとっていた。

			　帽子も靴も一目で金が掛かっていると分かる一級品だ。

			　エリック先生が娘の晴れ舞台にいかに気合を入れたのかが分かるコーディネートだった。

			　そして彼女たちの後ろにはゲンとヨミがニコニコしながら付き従っている。

			　あの２人の格好もいつの間にか変わっていた。

			　ゲンは俺に、ヨミはロゼとそっくりな格好をしていたのだ。

			　ゲンに至っては背負っていた亀の甲羅すらも消え去っている。

			　あの服をこの短時間で揃えられるわけがないので、まず間違いなく例の変身能力で手に入れたのだろう。

			　流石は天使だ、服装を変えることすらも朝飯前らしい。

			　そうして遂に今代の土の勇者と闇の勇者の一行が勢揃いした。

			　俺たちが揃ったことを見届けた陛下が一歩前に出る。

			「今回の式典にはるばるお越しくださった来賓の方々、そしてこの日を待ち望んでいた我が国の国民たちにまずは礼を申し上げる。今日この日をもって、遂に今代の土の勇者と闇の勇者の一行が決定した。昼間に起こった出来事に未だ理解が及んでいない者も多かろう。かく言うワシもその１人じゃ、その気持ちは十分に理解できる。しかし結果として、土の勇者と闇の勇者が真に望んでいたパーティーを結成することができた。これは大変に喜ばしいことである」

			　流石は陛下だ、この状況は予想外だったはずなのに、スピーチによどみがない。それと声音がいつもよりも優しげに聞こえる。

			　息子と娘の夢がかなったのだ。陛下も親として素直に嬉しいのだろう。

			「明日、土の勇者と闇の勇者の一行はこの世界のために冒険の旅へと出発する。朱雀の国では光の勇者が活躍し、青龍の国の氷の勇者の活躍もこの１年でよく聞こえてくるようになった。白虎の国では風の勇者と雷の勇者が発見されたと聞くし、これからの世の中は勇者を中心に回っていくことになるじゃろう。我が国の土の勇者と闇の勇者にも、世のため人のためにその力を振るってもらいたい」

			　ロックとアナが力強く頷く。

			　この２人をきちんと育て上げた玄武の国の上層部は実際大したものなのだ。

			　所属勇者がまともに活動していない他国の現状を鑑(かんが)みれば、それは歴然としていた。

			「最後に私事になるが、土の勇者である我が息子ロックよ、父はそなたを誇りに思う。よくぞ今日まで苦しい訓練の日々に耐え、立派な勇者へと育ってくれた。お主が本来争いごとを嫌う性格であることはよく理解しておる。しかしそれでもお主は決して弱音を吐くこともせず、この18年間勇者としての訓練に邁(まい)進(しん)してきた。これまで培ってきた日々の教えを胸に抱き、土の勇者として、そして我が息子として恥じることのない道を歩むが良い」

			　陛下はこのセリフを、あえて来賓たちに背を向けてまでロックの顔を見て言い放つ。

			　その表情は喜びに満ち溢れている。息子の成長を心から喜ぶ父親の顔がそこにはあった。

			「そして我が娘ロゼッタよ、父はこの日がくることを全く想像もしておらんかった。12年前、そう12年も前にお主が『成長停止』を授かり、神殿から暗い顔をして帰ってきたあの日から今日この日まで、お主に勇者の供としての働きは期待してこなかった。

			　しかしお主は最初の数年こそ傷つき苦しんだが、その後は我が義理の息子であるナイトと共に薬師として働き、孤児院の院長としてはげみ、毎日の訓練を欠かさず行い、力を蓄えてきた。その結果お主は今ここにおる。これは間違いなくお主の絶え間なき修練の賜(たま)物(もの)よ。ハズレスキル、いや呪いスキルにその身を侵されながらもそれを乗り越え、お主はその地位を勝ち取ったのだ。お主はワシの自慢の娘だ、心から誇りに思う」

			　国王陛下の熱弁を、謁見の間に集まった人々は皆傾聴している。

			　特にロックとロゼは俯(うつむ)き、その目からは涙がこぼれ落ちていた。

			　そして俺は少し挙動不審になっている。

			　陛下直々に『義理の息子』呼ばわりされてしまったからだ。

			　まだ結婚もしていないのだが、これはもう結婚したも同然ということなのだろうか。

			「長くなったが、私からは以上だ。では明日からの土の勇者と闇の勇者の健闘を祈って、乾杯とする」

			「乾杯！」

			「「乾杯!!」」

			　昼間の司会の男が乾杯と叫ぶと、広間の全員がグラスを掲げ、一気に飲み干す。

			　そしてグラスを置いた後、入場した時よりも大きな拍手が俺たちに送られた。

			　すると、急に実感が湧いてくる。すっかり無理だと諦めていた勇者の供に、俺は今日返り咲いたのだ。

			　鳴り止まない拍手を全身に受け、俺はその事実を味わっていた。

			　だが当然ながら、しばらくすると拍手は鳴り止み、夕食会が開始される。

			　玄武の国の夕食会は立食形式ではなく、各々がテーブルに座って食事をとる着座形式だ。

			　これは以前、別の勇者の時代に、勇者に自分の領地に来てもらいたい領主やら町長やらが会場で勇者に群がってしまい、勇者が夕食を食い損ね、腹ペコで力が出ずに、出発初日に大怪我をしたというアホみたいな伝説があるためである。

			　ゆえに今日の夕食会では勇者に直接声を掛けることも、席を移動して勇者に会いに行くことすらも禁じられていた。

			　しかしそれでも一言くらいは勇者にお祝いの言葉を贈りたい者もいるので、厳選な抽選の結果選ばれた僅かばかりの幸運な者たちは、前に出て勇者へのメッセージを読み上げるのだ。

			　これを聞いて俺は、前世の結婚式を思い出した。来賓が１人１人目の前でお祝いを述べる、あれである。

			　世界が違っても、目的が違っても、行為自体は変わらないということか。

			　ただ、ロックは一応話を聞いているのだが、アナは完全に目も口も料理に集中していて話を聞いてもいない。

			　夕食会の料理は宮廷料理人が腕を振るったこの国最高の一品である。

			　そしてアナの趣味は料理であり、食べることも作ることも大好きだ。

			　一品口に入れるたびに、「これはあの野菜を使っているのね」とか「なぜこの魚がこんな味を生み出すの？」とかブツブツ呟いており、祝辞が一切耳に入っていない。

			　気合を入れて祝辞を述べている人たちが少しかわいそうだ。

			　アナは基本的に無口であり、俺と話す時は口下手になるのだが、昼間のように大勢に話しかける時や、料理に集中している時はなぜか饒(じよう)舌(ぜつ)になる。

			　俺がアナにそのことを指摘すると、アナは顔を真っ赤にしてそっぽを向き、しばらく口を聞いてくれなくなるので最近は指摘していない。

			　明日になれば俺はしばらく女性陣とは離れ離れになってしまうので、今夜は久々にからかってみても良いだろう。

			　そんなことを考えていると、ロゼの席にゲンとヨミが近づいてきた。

			　２人はそれぞれ子供用の椅子を用意され、料理も子供用の食事が用意されていたのだが、見たところ全く手を付けていない。

			　天使にとっては宮廷料理人の料理ですら口に合わないのだろうか？

			「ご主人、ご主人、オイラたちも食事をとっていいかい？」

			「マスター、皆様が食べているのを見ていたら、あたくしもお腹が空きましたわ」

			　驚いたことに２人はロゼに食事の許可を求めていた。

			　ロゼは食事の手を止め２人に向き直り、孤児院で子供たちに話しかける時と同じように優しく微笑んだ。

			「えっと、２人共お腹が空いているの？　目の前の食事は食べても良いんだよ？」

			「あれは人間用の食事だろ？」

			「あたくしたちは天使ですもの。人間用の食事は食べることはできても、お腹は膨れませんわ」

			「あれ、そうなの？　じゃあこの場に２人が食べることができるものはあるの？」

			「一杯あるから大丈夫だぜ！」

			「流石にこの量を２人で食べるには骨が折れますわ」

			「そうなの、じゃあ２人共遠慮なく食べて……」

			「ちょっと待て」

			「いい……あれ？」

			　俺はロゼたちの会話に不穏な空気を感じて割り込んだ。

			　ゲンとヨミの２人は天使だ。天使が人間と主食が違ったとしても別に驚きはしない。

			　しかしその内容によっては対応が違ってくる。

			　この場にたくさんあって２人で食べるには骨が折れるもの。

			　ないとは思うが『実は人間が主食』とか言われたら大変なことになってしまう。

			　一応許可をする前に何を食べるつもりなのか聞いておかないとな。

			「２人共、とりあえず何を食べるつもりなのか教えてくれ」

			「何って魔石に決まっているじゃんか」

			「天使は魔石を食すものですわ。不勉強ですわよ、ダーリン」

			「オーケー、２人を止めた俺の判断に間違いはなかった」

			　天使は魔石を食すもの。

			　旅に出る前日の夕食会で、俺たちはその事実を初めて知ったのであった。

		

	
		
			　

			第７話　天使の食卓

			　

			「うめー！　やっぱり魔族産の魔石は最高だな！」

			「体に力が満ちていきますわ。モンスター産も悪くはありませんが、やはり魔族産の魔石は他とは一線を画(かく)しますわね」

			「本音を言えば生で食べたかったけどな！」

			「仕方ありませんわ。採りたてを食べられるのは狩った者だけの特権ですもの」

			　俺たちの前では、いささか猟奇的とも言える光景が繰り広げられている。

			　天使であるゲンとヨミの食事が魔石であると知らされた俺たちは、国王陛下に頼み込んで亀岩城に貯蔵されている魔石を少し融通してもらったのだ。

			　そして２人のために用意されたお子様用の食事は下げられ、皿の上に乗った山盛りの魔石が運ばれてきた。

			　２人はそれらを素手でつかみ取り、次から次へと口の中に放り込んでいる。

			　ちなみに２人が食べているのは、過去の王族やら勇者やらが魔族やモンスターを倒した後、記念に取っておいた魔石の中でもあまり価値のない３級品らしい。

			　魔王の魔石やドラゴンの魔石といった一級品の魔石は国宝扱いされているため、流石に食べさせるわけにはいかなかったのだ。

			　そんな魔石を２人はモリモリ食べていく。

			　それを見て俺たちはこの２人が本当に人間とは違うものなのだなと認識した。

			　魔石とは読んで字のごとく石なのだ。

			　固くて食べられたものではないし、食べたところで美味しくもない。

			　いや、俺は食べたことはない。だが、世の中には物好きがいて『魔石を食べてみた』という話は意外と転がっているのだ。

			　相当奇異に映る光景だが、この場にいる人たちは２人が人間ではなく天使であることは理解しているため、特に気にせずに食事を続けている。

			　俺たちも自分たちの食事に戻ろうとしたが、その前に２人から悲鳴が上がった。

			「熱！　アチー!!　何だこれ!?」

			「や～舌がヒリヒリしますわ、この魔石おかしいですわ」

			　２人は手に持った魔石を放り投げて、テーブルに突っ伏して嗚咽(おえつ)している。

			　気がつけば最初に出された山盛りの魔石はいつの間にか食い尽くされ、隣に置いてあった属性を付加した魔石に２人は手を出したらしい。

			　ゲンは火の魔石を、ヨミは雷の魔石を食べたようだ。

			　先程まで食べていた魔石は保存加工だけして、属性の付加はしていなかった。

			　ひょっとしてこの２人は属性加工した魔石は苦手なのだろうか？

			「はぁ!?　属性付加？　何でそんな余計なことを！」

			「折角の魔石が台なしですわ！　不必要な味付けは魔石の良さを殺してしまいますわよ！」

			　どこぞの美食家のようなセリフを吐きながら２人はぷりぷりと怒っている。

			　しかしそうか、魔石にも生とか味付けとかあったのか。

			　今日は本当に常識が崩されていく日だな。

			「や～も～最悪ですわ！　折角気持ち良く食べていましたのに！」

			「本当だぜ！　大体魔石に属性なんて付加してどうするんだよ！」

			「魔道具を使うには魔石に属性を付加しなくちゃいけないんだよ」

			「何でそんな面倒臭いことを！　使うにしても、じかに魔力を取り出して使えば良いのに！」

			「誰も彼もが魔法を扱えるわけじゃないからな。便利な道具を誰もが使えるようにするために編み出された技術なのさ」

			「はぁ、人間の欲望は果てしないですわね。魔法を使えるようになったばかりの頃はそれだけで満足していましたのに」

			「使い手を選ぶ技術より、選ばない技術のほうが万人受けするってことだな」

			　結局２人は属性加工した魔石をそれ以上食べることはなく、残っている保存加工された魔石は価値のあるものばかりだったので、天使の食事は終了となった。

			　ちなみに夕食会が終わった後で気がついたのだが、２人はロゼの知っていること以外は知らないという話ではなかったのか？

			　そのことを指摘すると、『あれ～？』と、とぼけた回答が返ってきた。

			　どうやら天使の決まりとは割りとグダグダであるようだ。

			　まぁ別に何か問題があるわけでもない。

			　旅に出たら色々と聞き出してやるとエルが張り切っていたので、天使の２人に関しては彼女に任せることで俺たちの意見は一致している。

			　その後はゆったりと食事を楽しみ、そのまま王宮のロックの部屋に泊まることになった。

			　思えばサムに会うために国境まで行って以来、幼馴染全員が集まったことはなかった。

			　俺たちは折角の機会だからと、そのまま夜通し昔話に花を咲かせたのだった。

			　明日、俺たちは旅に出る。そして勇者は基本的に他の勇者とは旅をしない。

			　貴重な戦力である勇者を１箇所に集めるよりも、分散させたほうが世界のためになるからだ。

			　勇者が集まって何かをするなど、精々魔王退治の時くらいだろう。

			　だから明日『勇者の旅立ちの儀式』を終えれは、幼馴染全員で集まれるのはいつになるかも分からない。

			　明日からどんな冒険が待っているのだろうか。

			　夜が更けても、俺たちの話は尽きることがなかった。

			　

			　Side：ウメコ

			　怒涛の１日がようやく終わりを告げようとしている。

			　今日は昼から本当に色々なことがあった。

			　まずは昼に行われた勇者の供の選別。

			　まさかナイトとロゼッタ王女が選ばれるとは夢にも思っていなかった。

			　確かにあたしは、あの２人がロック王子とダイアナの仲間になってもらいたいと願っていたが、同時にあの２人だけは絶対に無理だとも考えていた。

			　だってスキルの数が少ないのである。

			　ロゼッタ王女は３つしかなく、ナイトに至ってはたったの１つだけ。

			　これでは勇者の供になれるわけがない。

			　ナイトをダイアナの夫として認めさせるのだって物凄く骨が折れたのだ。

			　あれは『２人の間にできる子供は勇者ではない』から認められたようなものだった。

			『勇者の子供は勇者にはならない』

			　理由は分からないが、これは遥か昔から知られている絶対の法則だ。

			　闇の神殿の上層部の頭の固い馬鹿共も、勇者の子供にまで文句をつけることはできなかったため、ナイトとダイアナの婚約は渋々ではあるが認められた。

			　だが逆に言えば勇者の供には文句を付けまくる。

			　なにしろ下手な相手を選んだりしたら、勇者の命に危険が及ぶからだ。

			　供となる者は厳選しなければならない。

			「そういうわけですので神殿長！　ナイト町長とロゼッタ王女を勇者の供から外していただきたい！」

			「何がそういうわけだね、馬鹿言っているんじゃないよ」

			　勇者の供の選別が終わって夕食会が始まるまでの間、あたしたちは緊急の会議を開いていた。

			　メンバーはあたしを筆頭に闇の神殿の上層部が勢揃い。

			　ハロルドを筆頭に軍関係者が、エリックを筆頭に宮廷魔道士が、そしてこの国のトップである国王陛下を筆頭に国の上層部も勢揃いしていた。

			　早い話が玄武の国の上層部が丸ごと勢揃いってわけさね。

			　何を議論するのかと思っていたら、ようやく決まった勇者の供を選び直せときたもんだ。

			　あたしはそんなことを言い始めた馬鹿共と舌(ぜつ)戦(せん)を繰り広げていた。

			「あの２人はロック王子とダイアナが一番に望んでいた相手だよ。替える必要があるとは思えないね」

			「しかし神殿長！　折角あれだけの候補者が集まってくれたというのに、結局元に戻りましたでは外聞が悪いではないですか！」

			「知ったこっちゃないよ。勇者の供には優秀な相手が選ばれるのが道理さ。今日集まった連中と比べたら、２人が選ばれて当然だろう？」

			「確かにお２人は優秀ですが、町長と孤児院の院長ですよ!?」

			「そうです！　勇者の供ならば戦闘力に秀(ひい)でた者を選ぶべきでしょう！」

			　王弟派の馬鹿貴族やら神殿の馬鹿支部長やらが文句を付けてくる。

			　恐らくこいつらの息の掛かった兵士なりモンスターハンターなりが広場に紛れ込んでいたのだろう。

			　勇者の供になれば歴史に名が残るし、その影響力は馬鹿にできないものがある。

			　ついでに言えば、その勇者の供を援助していた者や血縁者だってお零(こぼ)れを頂戴することができるのだ。

			　こいつらはそれを狙っているのだろう。全く馬鹿げた話だよ。

			「馬鹿言っているんじゃないよ。司会の男も言っていただろう？　戦闘力に関してはロック王子とダイアナの２人が突出しているんだ。勇者の供には最低限勇者に付いていけるだけの力があれば良いのさ」

			「ですから！　お２人は町長と院長で！」

			「ああそうだよ、２人は町長と院長さね。モンスターを３万体も殺しまくってスキルの数が15もある町長と、同じく２万９千ものモンスターを殺しまくって、天の御使い様を授けられた院長先生さ」

			「ぐっ！」

			「いや、それは……」

			「一体何が不満なのか、あたしには分からないね。ナイトの知識はロックやライに足りないものを埋めるだろうし、ロゼッタ王女のステータスは勇者に次ぐほどの高さだよ。あの２人を選ばないなんてことになったら、それこそ意味が分からないよ」

			　そう、あの２人は十分な実績を引っさげ、選ばれるだけのステータスを示したのだ。

			　仮にあたしがあの２人と勇者の供の座を競ったのならば、悔しいけれども大人しく引き下がるだろう。

			　どう考えてもあの２人のほうが勇者にも世界にも貢献できると分かるのだから。

			「文句があるなら、あの２人と張り合えるほどの実績とステータスを持つ者を連れてくるんだね」

			「そ、それは……」

			「できないだろう？　できるわけがないんだよ。あたしはね、別にあの２人と知り合いだから２人を認めたわけじゃないのさ。８年もの間、毎日欠かさずモンスターを倒し続けた継続力、呪いスキルに潰されずに今日まで立派に生きてきた精神力、孤児院を救い、新製品を生み出し、店も町も大きくして、学校を設立して、失ったマジックアイテムを回収したという実績。そしてスキルの更新という誰も知らなかった事態にチャレンジして、実際に目の前で勇者の供になるための要件を満たしたこと。これらを鑑みて、あたしはあの子たちを認めたのさ」

			　会議の参加者たちはグウの音も出ないようである。

			　当たり前だ。ここに並べた偉業は一切の脚色なしに実際に行われたことなのだから。

			「言っておくがね、こんなこと他の誰にもできやしないよ。あたしにだって不可能だし、この国の他の誰だって無理だろうさ。勇者の供は重要さ、厳選しなくちゃいけない。その結果、あの２人が選ばれたってだけさね。これ以上文句はあるかい？　ないね？　ならあたしは少し休ませてもらうよ」

			　そうしてあたしは席を立ち、会議室を後にした。

			　誰一人として遮(さえぎ)る者はいない。

			　全員が理解したからだ、もはや２人の旅立ちを妨げるのは不可能なのだと。

			　結局その後会議は終了し、そのまま夕食会となり、そして１日が終わろうとしている。

			　明日は遂にロック王子とダイアナ、２人の勇者の旅立ちの日だ。

			　あたしは明日に備えて闇の神殿の自室で眠ろうとしていた。

			　そんな時に、こんな夜更けにもかかわらず扉をノックする音が響いた。

			「失礼します神殿長、まだ起きていらっしゃいますか？」

			「もう寝るところだよ。こんな夜更けに一体何の用だい？」

			「はい、それが……」

			　あたしはその報告を聞いて寝間着姿のまま自分の部屋から飛び出して、そのまま神殿の外へと駆け出した。

			　今日はダイアナは城に泊まっていてここにはいない。

			　だからこの神殿にいる人間で最強で最速なのはあたしということになる。

			　あたしは追いかけてくる他の巫女たちを置き去りにして、神殿前の広場へと辿り着いた。

			　そこは漆(しつ)黒(こく)の闇に覆われていた。

			　夜更けだからか？　いや違う。

			　広場は人為的に闇に覆われていたのだ。

			「ふん！」

			　あたしは魔力を解放して目の前の闇を吹き散らす。

			　すると視界には月明かりに照らされた闇の神殿前の広場が映った。

			　大勢の群衆が詰めかけていた昼間とは違い、不気味なほどに静まり返っている。

			　そこには１人の男が佇んでいた。

			　その男は白一色のスーツに身を包み、長く伸ばした髪も白一色。

			　そして遠目からでも分かるほどの圧倒的な強者のオーラを身にまとっている化物だった。

			「ジョーカー!!」

			　あたしは目の前の男に戦いを挑む。

			　しかし以前戦った時とは別格の強さを誇る相手に、手も足も出ずに完敗してしまった。

			　だが奴はあたしの命を取ることはせずに、音もなく広場から消え去っていく。

			　奴はここで何をしていたのか？　決まっている、スキルの更新しか考えられない。

			　奴は昼間の最後の質問の際にナイトとロゼッタ王女に次ぐ実績を示していた化物だ。

			　まず間違いなく、新しい力を身に付けにきたのだろう。

			「闇の神殿前の広場で何者かがスキルの更新を行っているようです」

			　と連絡を受けて駆けつけてみたら、これだ。

			　昼間に行われたスキルの更新には１つ重大な欠陥が存在する。

			　それはスキルの更新前に必ず、それまでの人生のダイジェスト映像が流れることだ。

			　他人に誇れるような人生を歩んできた者ならば良い。

			　だが人間誰しも聖人君子ばかりじゃあるまいし、多くの人が大なり小なり人に言えないことをしているものだ。

			　特に犯罪者などは困るだろう。

			　なにしろ下手に大勢の前でスキルの更新をしてしまっては、秘密にしていた過去の罪がバレる可能性があるからだ。

			　ジョーカーがこんな夜更けに、広場を訪れたのもそのためだろう。

			　奴は裏社会の顔役として、この町で名が知れ渡っている。

			　そんな奴が馬鹿正直に真っ昼間にスキルの更新なんてするわけがない。

			　だから奴は夜更けを選んだのだ。わざわざ広場を闇で覆うという安全策を取ってまで。

			　誰も知らない自らの過去を、誰にも知らせずに新たな力を得るために。

			「これからは24時間体制で広場を警戒しなくちゃいけないね」

			　あたしはやれやれと息を吐いて、ようやく追いついてきた闇の神殿の巫女たちを出迎えたのだった。

		

	
		
			　

			第８話　勇者の旅立ちの儀式

			　

			　明けて翌朝、『勇者の旅立ちの儀式』の当日。

			　俺たち勇者一行は全滅の憂き目にあっていた。

			　何が悪かったのか？　もちろん原因は分かっている。

			　酒だ。

			　俺たちは昨日、城の中のロックの部屋に泊まった。

			　そして幼馴染が揃って旅に出られることをお祝いしようと、城の酒蔵から酒を調達したのだ。

			　前世ではたしなむ程度だった酒だが、友と飲む酒は想像以上に旨かった。

			　俺たちは全員揃って酒の初心者だ。

			　だからどれが高いか安いか、旨いか不味(まず)いかなんて分からないので、アナの『無限収納』を使い、城の酒蔵の酒を全種類かっぱらってきて一通り飲んでみたのである。

			　流石は玄武の国の王城の酒蔵、そのラインナップは圧倒的であった。

			　ウイスキーによく似た琥(こ)珀(はく)色の酒(しゆ)精(せい)の強い酒、喉越しと炭酸が喉と胃を刺激するエール、ぶどうの香りが鼻を突き抜けるワイン、梅酒やみかん酒などの各種果物系のお酒、そしてなんと米から作られたであろう日本酒もどきまで。

			　玄武の国の酒蔵は文字通りの酒の蔵であった。

			　俺たちは調達した酒を片っ端から試し続けた。

			　メンバーに俺がいたのも悪かったのだろう。前世の知識をフル活用し、酒の飲み方を全員に教えた結果、予想外に酒が進んでしまったのだ。

			　強い酒でも水で割ったり、氷を浮かべたりするだけで大分飲みやすくなる。

			　だが、強い酒であることには変わりないため、想像以上に酔っ払ってしまったのだ。

			　一通りの酒を試し、各々自分の好みに合う酒を見つけてからは更に飲酒量は増えていった。

			　酒を飲み、ツマミを食い、酒を飲み、馬鹿話をし、酒を飲み、ゲラゲラ笑って、そしてまたしても酒を飲む。

			　そして気がつけば朝だった。

			　日々の習慣とは恐ろしいものだ。どれだけ夜更かしをしていても、いつもの時間に目が覚める。

			　しかし幼少時からの習慣に感心する間もなく、地獄が始まった。

			　俺たちは自分の酒量の限界を知らなかった。頭はガンガンと痛くなり、手足は震えて立つこともままならない。

			　限界点を超えて酒を飲むとどうなるか。下手をすれば急性アルコール中毒を発症し、死に至る。

			　俺はそれを思い出して体が震えた。だがこれは恐怖の震えではなく、二日酔いだ。

			　酒に呑まれた俺たちは揃って二日酔いになっていたのである。

			「ぐおおおぉぉぉ……頭イテェ……」

			「ハァハァ、何……これ？　滅茶苦茶キツイ」

			「水……誰か水を……」

			　部屋の中は死(し)屍(し)累(るい)々(るい)の有様だ。

			　世界を背負って旅立つはずの勇者一行が、揃いも揃って酒瓶の海の中で全滅寸前である。

			　いや、そうじゃない。

			　俺たちの中で酒を飲んでいなかった者もいた。

			　この世界では未成年者の飲酒は厳格に禁止されており、バレると下手をすれば牢獄行きになるほどに厳しい。

			　だから俺たちは未成年には酒を飲ませていない。

			　未成年とはつまり、ライとゲンとヨミのことである。

			　ロックは今日が誕生日なんじゃないのかって？

			　もちろん分かっている。だから俺たちはちゃんと日付が変わってから酒を飲み始めたのだ。

			　俺は酒を飲まなかった３人に水を持ってきてもらおうと部屋の中を見回した。

			　ところが３人は普段ロックが眠っているベッドの上で揃って簀巻きになっていた。

		

	
		
			[image: p_149.jpg]
		

	
		
			「……ライ？　おいライ、一体どうした!?　何でそんな所で簀巻きになっているんだお前は！」

			　俺は咄嗟に一番話が通じそうなライに事の次第を問いただした。

			　しかしライは質問には答えず、代わりに額に青筋を浮かべながら挨拶をしてきた。

			「おはようございます兄さん、皆さん。昨夜はお楽しみでしたね」

			「ライ……いやお前たち、一体何があったのだ？　何がどうなったら私のベッドの上で３人揃って簀巻きになるのだ？」

			「ははは……覚えていないのでしたら明言は避けましょう。僕が言えることはただ１つだけです。『酒は飲んでも呑まれるな』いい言葉ですね」

			「おっおう、そうだな」

			　何だろう、ライが怖い。

			　これはあれだ、怒った時の母さんに似た怖さがある。

			　ライの怒り具合を見るに、恐らく３人をあんな風にしてしまったのは俺たちなのだろう。

			　ちなみにあとの２人、ゲンとヨミは簀巻きにされたことをむしろ喜んでいるように見える。

			「「た～のし～」」と叫びながら広めのベッドの上を簀巻きにされたままで転がり続ける２人の姿を見て、「孤児院の子供たちも似たような遊びをしていたなぁ」と思い出した俺は、３人を簀巻きにした実行犯が俺であることを確信し、その場で謝罪をした。

			　それにしても酔って仲間を簀巻きにするって、一体俺たちは何をしているのか。

			　ヤバイな、冒険がどうのこうの言っている場合ではないぞ。早急に自分に適した酒量を見つけなければならない。

			　ここが城の中ではなく、知らない町の酒場とかだったら普通に致命的じゃないか。

			　その後、いつまで経っても部屋から出てこない俺たちの様子を見にきた陛下に俺たちは発見され、全員揃って城の風呂へとぶち込まれた。

			　そして国賓だの他国の勇者だのが城を訪れた際に振る舞うはずだった高級酒が根こそぎ飲まれていたことを知った陛下は久々に大激怒。

			　風呂から上がって水分をたっぷり取った俺たちを床に正座させ、２時間にわたり壮絶なお説教を繰り広げた。

			　そして俺たちの行った若さゆえの過ちを伝え聞いた父さんとばっちゃんもお説教に参加。

			　結局旅立ちの日の午前中は丸々お説教で費やされてしまった。

			　いやホント、『勇者の旅立ちの儀式』を昼過ぎ開始に設定しておいて良かったよ。

			　

			　そして昼過ぎ、遂に旅立ちの時がやって来た。

			　壮絶なお説教地獄を味わった俺たちは、軽く摘(つま)めるだけの軽食を腹に詰め込んだ後、急いで着替えて亀岩城の謁見の間へと集合。

			　そこには先程まで怒髪天をついていた３人が、ポーカーフェイスを貫いて俺たちを待ち構えていた。

			　流石は国のトップと組織の重鎮たちである。この切り替えの速さは見習わなくてはならない。

			『勇者の旅立ちの儀式』の大まかな流れはこうなっている。

			　謁見の間でロックとアナが陛下から直々に勇者として指名され、２人はそれを受諾。

			　俺たちはそのまま城を出発し、徒歩で大通りを歩き、町と外との境である大扉までパレード。

			　そこで町の住民を前に勇者が決意表明を行い、皆に見送られながら旅立つ。

			　最終的には本日の目的地、初代勇者が初めて立ち寄った村に到着したところで全ての儀式は終了するのだ。

			　俺たちは揃って陛下の前でひざまずく。

			　この光景だけを見れば、まさに英(えい)雄(ゆう)譚(たん)の一場面と言っても良いのかもしれない。

			　しかしその内実は酷いものだ。

			　ロゼとロックの姉弟は酒に強い体質なのか、既に復活している。

			　しかし俺とエルとアナは未だに二日酔いに悩まされており、陛下の言葉が頭に入ってこない。

			　一応３人共二日酔いに効く薬は飲んだのだが、昨夜の酒の量が多すぎたためか、全く効果を発揮していなかった。

			　陛下は先程までの怒りようを微(み)塵(じん)も見せることなく、ロックとアナに「勇者として世界を救い給え」的なことを告げている。

			　ロックはそれを受けて勇者らしい立派な返答をし、アナは頷いて同意を示していた。

			　まぁアナの場合は二日酔いが酷くてまともに喋(しやべ)れないだけなのであるが。

			　まさか普段の無口キャラがこんな形で役に立つとは思ってもみなかった。

			　おかげでこの儀式のためにわざわざ城までやって来た来賓たちには、俺たちの惨状はバレてはいないようだ。

			　勇者一行が二日酔いだなんて、笑い話にもならないからな。

			　それから俺たちは城を出て、大通りを練り歩きながら、町と外とを隔てる大扉へと向かっていく。

			　大通りには多くの人々が詰めかけ、俺たちに熱い声援を送ってくれている。

			　それは二日酔いに苦しむ俺たちにとっては、まさに拷問に等しい歓声であった。

			　歓声が上がるたびに頭がガンガンと鳴るが、自業自得なので逃げ出すわけにもいかず、俺たちはゆっくりと大通りを歩き続ける。

			　もったいぶっているわけでも、堂々としているわけでもない。

			　酒が抜けておらず足元がふらついてしまうので、いつもよりも慎重に行動しているだけなのだ。

			　見ればロゼはアナとエルと手を繋いで道のど真ん中を堂々と歩いていた。

			　だがあれは、二日酔いに苦しむアナとエルを支えるために、２人の間に入らざるを得なかっただけにすぎない。

			　２人の逆サイドにはゲンとヨミが控えている。あれならば多少ふらついたところで体を支えることができるだろう。

			「ロゼッタ王女『を』お２人が支えているわ！」

			「なんて仲睦(むつ)まじい友情なのかしら！」

			「見て、ダイアナ様とエリザベータ様『が』手を引いて差し上げているのが、昨日現れた天使とかいう神の使いよ！」

			「神の使いと言っても子供のような見た目なのね」

			　集まった群衆からは２人の大人が子供たちの手をとって歩いているように見えるのだろう。

			　実際は全くの逆なのだが、あえて指摘することもあるまい。

			　アナは長い黒髪で顔が隠れているし、エルは古き良き魔道士らしくつばの広いとんがり帽子を被っているので、二日酔いで青ざめている顔が見えないのだ。

			　かく言う俺もエルと同じく、城で普段被らないような帽子を借りてきており、そのおかげで顔色の悪さはバレていない。

			　勇者一行が旅立ちの際に真っ青な顔をしているわけにはいかないからな。

			　俺たちは注意しながらできるだけ速く、しかし無理をしない速度で大通りを歩き続けた。

			　そして遂に大扉へと辿り着く。

			　そこに組まれているのは俺が製作の総指揮をとった、勇者が決意表明を行う演説台だ。

			　アナが当日喋るかどうかが不明だったので、計画ではロックだけが町の皆に挨拶をすることになっている。

			　既にロックは酒が抜けて本調子であるが、アナは未だに酒が抜けずにグロッキー状態。

			　まさにグッジョブ、俺の采(さい)配(はい)は大当たりだ。まぁ結果論ではあるのだが。

			　ロックは演説台の上に立ち、「諸君！　集まってくれて感謝する！」から始まる勇者としての活動を開始する決意表明をぶちかまし始めた。

			　俺たちは後ろに並び、青い顔を隠しながらそれを黙って聞いている。

			　相当練習してきたのであろうその演説は、集まった人たちの胸を打ち、英雄譚に新たなる歴史が刻まれた『らしい』。

			　らしいというのは、俺は立っているだけで精一杯で碌(ろく)に話を聞いていなかったからである。

			　ますます頭痛は酷くなり、一度ならずふらついてしまい、ライに支えてもらったくらいだ。

			　しかし俺のその醜態を見た人々は、

			『８年間の苦労の果てに勇者の供となった町長が、感動のあまり涙が止まらなくなり、弟に支えてもらっている感動の場面に立ち会った』

			　と、大感激していたそうだ。

			　後日、このシーンが劇となって上演されている場面に立ち会った俺は、発狂寸前に悶絶することとなる。

			　それから俺たちは遂に大扉を潜(くぐ)り、タートルの町から冒険の旅へと出発した。

			　ちなみに最初の目的地は歩いて数時間で到着する『カメヨコ村』という村だ。

			　初代勇者が最初に訪れた村であり、歴代の玄武の国の勇者たちは、まずはその村を目指すのである。

			　俺たちの背後では多くの住民たちがいつまでもいつまでも手を振り続けていた。

			　ちらりと振り返り彼らの顔を見れば、その顔は喜びに彩られている。

			　きっと彼らは今日の『勇者の旅立ちの儀式』を子(し)々(し)孫(そん)々(そん)にまで語り継いでいくのだろう。

			　彼らにとってこれは英雄譚の一場面なのだから。

			　……一方、俺とエルとアナはどうやってもタートルの町からは見えない角度まで歩いたことを確認した瞬間、街道を外れて近くの茂みに突撃。

			　吐いて吐いて吐きまくり、持ってきた水で口をゆすいでまた吐いて、ようやく気分を落ち着かせることができた。

			「兄さんたち、大丈夫ですか？」

			「大丈夫だ、問題ない……いや、やっぱ駄目だ。まだ気分が悪いままだな」

			「お酒があんなに恐ろしいなんて、知らなかったね～」

			「飲んでいる時は天国、飲み終わったら地獄」

			「いや、これは単に飲み過ぎが原因だから。適量を飲む分には問題ないから」

			「ナイト、お前は酒の飲み方を知っていたのに、自分の適量を知らなかったのか？」

			「知識として飲み方を知っていただけで、実際に飲んだのは今回が初めてだからな」

			　俺は青い顔のままロックに返答する。

			　ロックとロゼは既にケロッとしていた。顔に出ないわけではなく、実際に酒に強いようだ。うらやましい。

			「ロックもロゼも復活が早かったよね～。うらやましいよ」

			「朝はちゃんと頭が痛かったぞ。父上が言うにはタートルの王家は代々酒に強いらしい」

			「まぁ何となく分かるな。王様ともなれば酒を飲みながら重要な話し合いとかをする場面も多いだろうし」

			「しっかりしろよ、旦那！」

			「お酒に呑まれるなんて三流もいいとこですわ！　一流はお酒から飲まれにくるものですわよ！」

			「ごめん、正直意味が分からない」

			　俺たちはひとしきり笑い合い、それからようやくまともに旅を始めたのだった。

			　目の前には見渡す限りの草原が広がっており、そのど真ん中を街道が突っ切っている。

			　玄武の国の街道はしっかりと整備がなされ、軍の兵士も定期的に巡回しているためモンスターもほとんど出ない安全な道だ。

			　だが８年前の魔族の襲撃のこともあるため、俺たちは一応注意を払いながら歩き続ける。

			　途中で８年前にレベルアップに出向いた森が見えた時は、流石に一同に緊張が走った。

			　しかし結局この日は魔族どころか、モンスターにすら一度も出会うことなくカメヨコ村に辿り着き、村長に挨拶して村に宿泊。

			　俺たちはその晩、村をあげた歓迎を受けた。

			　もっとも流石に酒は断り、食事も軽く食べるだけに留めたのだが。

			　そして翌日、俺はロゼと天使の２人を引き連れて、タートルの町へと戻ったのであった。

		

	
		
			　

			第９話　カメヨコ村の村長の娘の失恋

			　

			　Side：カメヨコ村の村長の娘

			　私はカメヨコ村の村長の娘。花も恥じらう17歳の乙女よ。

			　村の男たちは私の魅力にメロメロ。村の女たちからは嫉妬の視線を浴びる毎日だわ。

			　そんな私がこの世に生まれた理由はただ１つ。

			　それはもちろん、この国の王子様に見(み)初(そ)められるためよ。

			　玄武の国の王子様であり、勇者様でもあるロック王子は御年18歳。

			　私と１歳の年の差なんて嫁にしてくれと言っているようなものでしょう？

			　もっとも同じことを考えている子はとても多いわ。

			　大根畑のあの子も、家畜小屋のあの子も、元冒険者の未亡人さんも、みんな揃ってロック王子に見初められることを夢見ているの。

			　でも残念、あなたたちはロック王子の隣に立つ資格はないわ。

			　私は読み書き計算も一通りこなせる。村祭りの踊りだって一番の腕前。

			　そしてなによりも美しいの。この村の中で私より美しい女は誰一人としていないのよ。

			　私こそがロック王子に見初められ、ゆくゆくは王妃となるべき女なの。

			　でも普通なら王子様に見初められる機会なんて存在しないわ。

			　だって王子様と私のような村娘では住んでいる世界が違うもの。

			　もちろん、同じ世界に暮らしている同じ人間ではあるのだけれど、この場合の世界とは暮らしている生活範囲のことよ。

			　お城で優雅に暮らしている王子様は、普通こんな町の外にある村を訪れる機会なんてないの。

			　出会えなければ愛し合えない。ある意味当然のことよね。

			　でもここは、この村だけは違うの。

			　ここはカメヨコ村。玄武の国の首都タートルの町から一番近い村。

			　そして初代勇者様が冒険の初めに訪れた村なの。

			　歴代の勇者様たちはみんなこの村を訪れるの。伝統だからといってね。

			　私は伝統なんて大嫌いよ。古臭いし意味がないし、ありがたがっているのは老人たちばかりじゃない。

			　でも、この伝統は素晴らしいわ。

			　この伝統があるからこそ、ロック王子は私の村を訪れてくれる。

			　つまり私とロック王子の出会いは必然！

			　これを運命と呼ばずして何と呼べば良いというのかしら。

			　私は初めて村に生まれたことを感謝したわ。

			　町で生まれていれば、話は早かったのでしょうけどね。

			　村の中は１月ほど前から大騒ぎが続いていたわ。

			　なぜってロック王子が勇者として旅立つ日が近づいてきたからよ。

			　村長である父さんは頻(ひん)繁(ぱん)にタートルの町まで出かけて行き、向こうの担当者との打ち合わせに余念がないわ。

			『勇者の旅立ちの儀式』とは、この村に到着して初めて終了になるの。

			　王族でもある勇者様の受け入れ。万が一にも失敗は許されないのよ。

			　そして遂にその時がやって来たわ。

			　村の中どころか村の周囲に至るまでゴミもモンスターも存在しない完璧な仕上がり。

			　十分な食料も用意され、成人を迎えた勇者様のために、高価なお酒も仕入れてあるわ。

			　村唯一の宿は、この日のために村人総出で大規模リフォームを敢行し、まるで新築のような雰囲気に仕上がっている。

			　村人全員、この日のために国から支給されたお金を使って身支度を整え、服も靴も農具でさえも新品同然。

			　私は更に余ったお金を使って行商人から普段は手が出ないような高価な髪飾りを購入し、着飾っているの。

			　でも私のように気合が入っている者ばかりではないわ。

			　折角の臨時収入だというのに家を直したり、家畜小屋を建て直したり、娘の結婚資金のために取っておいたりと使い方は様々。

			　まぁ最低限の身支度を整えた上でのことですもの、余ったお金の使い方にまで文句を付けるほど無粋ではないわ。

			　王妃の座はもらったけどね。

			　準備は万端、完全で完璧。あとはロック王子が到着するのを待つばかり。

			　私はワクワクしながら、未来の旦那様が私を迎えに来てくれる時を待ちわびていたの。

			　そして遂に勇者様たちが私の村へとやって来たわ。

			　そこで私は世界の広さを思い知ったのよ。

			　

			　勇者様たちは到着予定時刻よりも少し遅れて、村にご到着なされたわ。

			　なんとなくやつれているようにも見えるけど、きっと気のせいよね。

			　更に言えば子供が３人もいるように見えるけど、やっぱり気のせいよ。

			　……いいえ、気のせいなんかじゃないわ。

			　私は王妃になる女、生まれつき目も耳も良いの。

			　勇者様の同行者の中に、なぜか子供が３人も紛れ込んでいたのよ。

			　１人は勇者様と同じく茶色い髪に茶色い瞳をしたかわいらしい女の子。

			　大人びた服装を着こなし、颯(さつ)爽(そう)と道を歩くその姿は王者の風格を漂わせているわ。

			　でもその背丈は酷く小さい。よくて10歳、もしくはそれより下といったところかしら。

			　恐らくは貴族、それも相当に地位の高い貴族の子供……だと思う。

			　だって貴族なんて会ったこともないし、違いなんて分からないわよ！

			　そしてあと２人、更に小さい子供たちが勇者様たちに同行している。

			　ロック王子と同じく茶色の髪と瞳をした男の子はなぜか甲羅らしき物を背負っているわ。

			　そして全身真っ黒で長い髪をした女の子と一緒に、先程のかわいらしい女の子の周りを走り回っているの。

			　なんなのかしらこれ？　勇者一行に子供が同行しているのって当たり前のことなの？

			　村のみんなもこの予想外の状況に戸惑いを隠せていないわ。

			　私も当然戸惑っていて、子供たちしか視界に入っていなかったの。

			　だから不意打ちで声を掛けられて、飛び跳ねるように驚いたのよ。

			「失礼、お嬢さん。私たちはタートルの町からやって来た勇者一行なのですが、村長殿の家に案内していただけないでしょうか」

			「あ、はい。こちらで……す!?」

			　目の前には王子様がいたわ。

			　王子様、これが本物の王子様よ。茶色い髪に茶色の瞳。かなり高い身長と鍛え抜かれた体。

			　旅をするために旅装をしているけれど、その内側の服はちらりと目にしただけでも高級品と分かる一品だったわ。

			　その所作は洗練されていて、そのお顔はとてつもなく整っている。

			　口から紡がれるお声はまるで優雅な旋(せん)律(りつ)のよう。

			　王子様、私が夢見た王子様。その王子様が私の目の前で私に声を掛けてくださっているの。

			　これがプロポーズ、夢にまで見た王子様からのプロポーズなのね。

			　もちろん返事はＯＫよ、イエスよ。他にあるわけないじゃないの。

			　私は私のフィアンセを父さんに紹介するために案内しようとしたわ。

			　でも空気の読めない父さんは、自分から来ちゃったのよ。

			「これはこれはロック王子、遠路はるばるご苦労様です」

			「お久し振りですね、村長。でも徒歩でたった数時間ですよ。大した距離ではありません」

			「お若いですなぁ。私などは馬を使わなければ、とてもとても」

			「それに道中モンスターも出ませんでしたからね。ピクニックのように快適な旅路でしたよ」

			「それは良かった。軍の普段の仕事振りのおかげですな」

			「そう言っていただけるとありがたいですね」

			　父さんはロック王子とにこやかに会話をしているわ。

			　……って言うか、父さんはロック王子とお知り合いだったの!?

			　なんてこと！　折角の婿(むこ)と父との初邂(かい)逅(こう)の場面を見逃してしまったわ！

			　ああでも、やっぱり結婚の申込みの場面は違うわよね！

			　普段着ないような一張羅を身にまとい、菓子折りを持って私の家の門を潜る彼。

			　まずは母さんとお茶をして父さんの帰りを待っているの。

			　そして父さんが帰ってきた瞬間に背筋を伸ばして、発声練習なんかしちゃったりするのよ。

			　いつもとは違う雰囲気に戸惑う父さん、そして彼からの結婚の申込みに動きを止める父さん。

			　落ち着くためにお茶を飲んで、それでもやっぱり落ち着かないで腕を組み、天井や床を見たりするのね。

			　そして呟くのよ。たった一言「娘をよろしく」と。

			　キャー！　やっぱこれよね！　結婚の申込みはこうでなくっちゃ！

			　そうと決まったらまずは挨拶よ！　私は未来の夫へ最初の挨拶を試みたわ。

			　でもその前に父さんは別の人に向かって挨拶をしたの。

			　その人の姿を見て私の夢は粉々に打ち砕かれたのよ。

			「ダイアナ様もお久し振りですな。いや、相変わらずお美しい」

			「……お久し振りです。よろしくお願いいたします」

			「ハッハッハ！　お任せください。村の者たちが腕によりをかけて美味しい料理を揃えておりますからな」

			「それは楽しみです」

			　……なにこれ？　目の前に立つこの人はなに？

			　人？　こんな人がいるの？

			　漆黒の髪に黒い瞳。長く伸ばした髪のせいか、その表情には影が差しているようにも見える。

			　漆黒の服に身を包み、ロック王子の隣に立つその女性のお顔は整っていた。

			　いいえ、整いすぎていたわ。

			　キリッとした細い顔立ち、高い鼻、魅惑的な唇と蠱(こ)惑(わく)的な瞳。

			　美しい人がそこにいたわ。美人じゃないわ『美しい人』よ。

			　この人に美人なんて言葉を投げかけないでちょうだい。この人の美しさを損なってしまうわ。

			　顔だけきれいな人なんていくらでもいるわ。

			　でもその人は体も立ち姿も、醸し出す雰囲気も別次元だったのよ。

			　出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでいる理想的な体。

			　それを漆黒の衣服に包み込み、村の男たちの視線を釘付けにしている。

			　身長も高く、ロック王子よりも少し低い程度。

			　私よりも頭一つは背が高いわ。

			　立ち姿も様になっていて、タートルの町から数時間もの距離を歩いてきたというのに全く軸がブレていない。

			　おまけに、なんとなく近寄りがたい雰囲気を身にまとっていて、遠目に見ることしかできないわ。

			　嫌だわ、私疲れているのかしら？

			　こんなきれいな人に「近づいたら殺される」とか感じるなんておかしいじゃない。

			「なんだお前、食事と聞いて反応が良くなったな」

			「黙りなさいロック、折角の厚意を無にする必要はないと考えただけです」

			「アナは食いしん坊だもんね～」

			「エルこそ栄養が全て胸に行っているのではないのですか？」

			「ちゃんと頭にも行っているから問題ないよ～」

			　美しい人に見とれていたらもう一人現れたわ。

			　今度の人は灰色の髪で灰色の瞳。

			　髪は美しく整えられ、いい匂いがこちらまで漂ってきているの。

			　美しい人ほどではないけれど、この人も美人だわ。

			　背は私と同じくらいね、女性の平均値からは脱していない。

			　でも胸は違う。胸は平均値を大きく逸脱していて、重ね着した服の上からでもその盛り上がりが一目で分かるわ。
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			　村の男たちは二手に分かれたの。

			　美しい人に視線を奪われる人と、灰色の女性の胸に視線を奪われる人。

			　私はそっと自らの胸に手を寄せる。

			　小さく……はないと思う。平均よりも上のはずよ。

			　美しい人にもここの部分だけは勝っているはずだわ。

			　でも目の前の彼女とは比べるべくもないの。

			　男はしょせん、みな狼。食べごろの果実が実っていれば、それに食いつくのは当然の話。

			　そんな狼の中で唯一視線を奪われていない男性がいたの。

			　誰かって？　もちろんそれは王子様よ。

			　ロック王子はこの２人の美しさにも胸の大きさにも視線を奪われていなかったわ。

			　なぜかって？　考えるまでもないわ。この２人はロック王子のものなのよ。

			　ロック王子のものになるには、このクラスの女性でなくてはいけなかったのだわ。

			　村一番の美人で村長の娘ごときでは相手にもならない現実がそこにはあった。

			　私はそのことを自覚したの。そこで私の初恋は終わりを告げたのよ。

			　ああそれと、もうあと２人男性が一緒だったわね。

			　茶色い髪と茶色い瞳の、背も高くて体も大きい騎士風の男性。

			　黒髪黒目で背は普通よりも少し高めの、青い顔をした今にも死にそうな男性。

			　この２人も王子様と一緒にいたわ。

			　いたけどそれが何？　どちらも、ロック王子とは比べるべくもない程度の男たち。

			　きっとあれよ、付き人か何かなんだわ。

			　あの２人も大変よね、ロック王子みたいな本物が隣にいたら常に比較されてしまうもの。

			　正直私の視界にはロック王子しか入っていないわ。

			　美しい人と胸の大きな人？　あの人たちは視界から意識的に排除しているの。

			　良いじゃないの別に！　初恋が終わったからって、夢を見る権利くらいは残っているでしょう？

			　そもそも青い顔の男性は、次の日の早朝には馬を借りて、あのかわいらしい子供たちと一緒に、タートルの町へと戻っていってしまったのですもの。

			　あの人一体何をしに来たのかしら？　冷やかしか何かだったのかもしれないわね。

			　私は本気でそう思っていたし、村のみんなも同じように考えていた。

			　まさかあの人がかの有名なタートルの町の町長様で、子供の１人がロック王子のお姉様だなんて想像もできなかったのよ。

			　私があの２人の正体を知ったのは、いつもより長く滞在していった勇者様たちが旅立って、しばらく経ってからのこと。

			　勇者様たちの活躍が聞こえ始めてきた頃に、ようやくお２人の正体を知ったのよ。

			　そもそもあの美しい人と胸の大きな人は、闇の勇者様と宮廷魔道士長の娘さんで、２人共町長の婚約者だって言うじゃない。

			　一体どれだけロック王子のことしか目に入っていなかったのかしら。

			　全く不甲斐ないったらないわ。私の人を見る目のなさに、私自身が呆れてしまう。

			　ひょっとしたら王妃になるチャンスだってあったかもしれないのに自分で勝手に見切りをつけてしまうなんて、滑(こつ)稽(けい)もいいところだわ。

			　だから私は父さんに相談して、村を出て町で学ぶことにしたのよ。

			　私はカメヨコ村の村長の娘。

			　失礼な態度を取ってしまった皆様に、いつかきちんと謝るために、私は今日も学び続けるわ。

		

	
		
			　

			第10話　引き継ぎ

			　

			　勇者の旅立ちの儀式が終わった翌日。

			　俺はロゼと一緒に馬にまたがり、タートルの町へと向かって街道を駆け抜けていた。

			　ロゼに付き従っているゲンとヨミも同行している。

			　俺の顔は焦りで歪んでいる。もちろんロゼも同じ顔だ。

			　ゲンとヨミは笑っている。２人は馬での早駆けを楽しんでいた。

			　ロゼは俺の前に座り、ゲンとヨミはそれぞれロゼにしがみついている。

			　結構飛ばしているのだが、流石は天使だ。全く落ちる気配がない。

			　俺たちが旅立ったばかりの町へとんぼ返りしている理由。

			　それはタートルの町での仕事を全て放ったらかしにして旅に出てしまったがためである。

			　昨夜、カメヨコ村到着後に行われた歓迎会の最中、俺たちはこれからどんな冒険をしようかという話題で盛り上がっていた。

			　一緒に旅をするのはこの村までで、ここからは別ルートを取らなければならない。

			　だからお互いルートが被らないように相談していたのだ。

			　ここカメヨコ村は、タートルの町から東へ進んだ先にある最初の村である。

			　この村からのルートは大きく４つに分けられる。

			　まず西に向かい、つまり今日歩いて来た道を戻って、出発したばかりのタートルの町を経由し、玄武の国の西部へと向かうルート。

			　東に向かい、サムと出会った４ヶ国の国境が交わる地点まで進むルート。

			　北へと向かい、朱雀の国との国境に横たわる大河を横目に見ながら国境の町へと向かうルート。

			　そして南に向かい、白虎の国との国境に広がる大森林沿いに国境の町へと向かうルートだ。

			　玄武の国は広大な東部と、狭いが海に面している西部が、長大な玄武山脈に隔てられている。

			　その山脈のちょうど真ん中にポッカリと開いた平地があり、そこにタートルの町が存在しているのだ。

			　更に玄武山脈はとても広くて山深く、幾多のモンスターが生息する危険地帯であり、そこをわざわざ踏(とう)破(は)する山越えは正直現実的ではない。

			　だから玄武の国の東部と西部の間を移動する際には基本的にタートルの町を経由することになる。

			　もちろん町に寄らずに素通りすることもできるが、カメヨコ村から西部の村までは距離が離れているし、折角大きな町があるのに寄らない理由はないため、誰しも必ずタートルの町を経由していた。

			　勇者の主な活動内容はまずは国内を巡って問題を解決しながら見聞を広めることだ。

			　だからできるだけ国内を広く隈(くま)なく回ったほうが良い。

			　話し合いの結果、俺たちは北と南に分かれることにした。

			「では私たちが南回りで、アナたちは北回りということで良いな？」

			「異～議な～し。そんでもって国境の町で合流して情報交換しようよ！」

			「いいですね、それが終わったら今度は逆ルートですか？」

			「東部の中央を行くという手もあるぞ。北と南に分かれるとどうしても真ん中が空いてしまうからな」

			「……あそこはサムに会いに行った時も素通りだった」

			「アナの言う通りね。高速馬車に乗っていた思い出しかないから、歩いて横断しても良いかもしれないわ」

			「そして東部を回った後、一度タートルの町に戻り、次は西部に行くと」

			「歴代の勇者様方も巡った黄金ルートだな。だが悪くない」

			「けって～い！　ねぇねぇ北の大河から朱雀の国の活火山は見えたっけ？」

			「あれはもっと内陸にあるはずだろう？」

			　俺たちはこれからの旅のルート作りに余念がなかった。

			　子供の頃から待ち望んでいた幼馴染たちとの冒険の日々が幕を開けるのだ。これでテンションが上がらないわけがない！

			「失礼いたしますロック王子、……いえ勇者様方。楽しんでいただけていますかな？」

			　村長が挨拶に来たのは、俺たちの話し合いが一段落した頃であった。

			「ああ、村長。心のこもったおもてなし、誠に感謝いたします」

			「……ご飯美味しいです。ありがとうございます」

			「そうですか、それは良かった。思ったほど食が進んでいないように見受けられましたので、何か不手際でもあったのかと心配しておりました」

			　確かに折角用意してくれていた食事に俺たちはほとんど手を付けていない。

			　心遣いは嬉しいのだが、昨日の今日で胃が受け付けないのである。

			「申し訳ありません。実を言うと、昨夜浮かれて大分飲み食いをしてしまいましたので控えているのです」

			「ああ、ひょっとしてそれでお酒を飲まれていないのですか？」

			「はい。出発直前まで父上に大目玉を喰らっておりましたので、流石に今日は控えようかと」

			「ははは、お若いですなぁ。ですが皆様はこれからも向かう先々でお酒を勧められることとなるでしょう。機会があれば少しずつでも飲んでみて、自分に適した飲み方を見つけておくべきかと具申いたします」

			「肝に銘じておきます」

			　ロックの返答を聞いた俺たちは揃って苦笑した。

			　今朝の醜態を忘れていないため、誰一人として酒を飲もうという考えが思い浮かばないのだ。

			「ところでナイト町長とロゼッタ王女殿下、お２人共おめでとうございます」

			「はぁ、ありがとうございます。ちなみに何に対しての祝辞ですか？」

			「もちろんお２人が勇者の供に選ばれたことに対する祝辞ですとも。正直お２人が勇者の供に選ばれた経緯を耳にした時は驚きましたぞ」

			「昨日の今日でもう情報が届いているのですか？」

			「この村はタートルの町から一番近い村ですからな。それに勇者様と共に訪れるお方がどのような者なのかは最大の関心事でしたから。昨日の勇者の供の選別が終わってすぐに、村の若い者が早馬で知らせに戻ってきたのですよ」

			「なるほど、流石に仕事がお早い」

			「いえいえナイト町長ほどではありませんよ。っと失礼、『元』町長でしたな。まさか昨日勇者の供に選ばれたばかりで、半日も経たずに全ての引き継ぎを終えて冒険の旅に出発するとは。正直信じられない気持ちで一杯ですよ」

			「……はい？」

			　え？　なに？

			　ちょっと今なんて言いました？　村長。

			「ロゼッタ王女殿下も流石ですな。孤児院の院長先生という責任ある立場を上手く後任に譲って旅に出たわけですからな。私も村長として長いですが、やはり責任者となると後任人事は最大の関心事でしてなぁ」

			「……あ」

			「ハッハッハ、では皆様ごゆっくりとお過ごしください。なんでしたら長期滞在してくださっても構いませんよ。かつては１月もの間この村で過ごし、力を蓄えてから出発した勇者様もいたという話ですからな」

			　そう言って村長はご機嫌な調子で村の人たちの輪の中に戻っていった。

			　そこにはやけに着飾った結構な美人さんがいて、ロックのことをガン見している。

			　先程紹介を受けた際の説明では確か村長の娘さんだったはずだ。

			　村長とは似ても似つかないほどの美人さんだ。恐らく村の中ではモテモテだろうな。

			　だがなんだろう？　なんとなくだがとても思い込みが激しく、折角の機会を自ら棒に振ってしまう性格をしているようにも思えるのだが。

			　……いや、妄想はこれくらいにして、いい加減現実を見よう。

			　ロゼの顔を見れば、その顔色は蒼白になっていた。

			　まるで今朝に時間が巻き戻ってしまったかのようだ。

			　恐らく俺も同じような顔をしているのだろう。

			　……ヤバイな、また頭痛がしてきた。しかしこれは酒のせいではない。

			　どう考えても俺たちがアホなせいで起きた頭痛だ。

			「ねぇナイト……私たち……」

			「待てロゼ、分かっている。みなまで言うな」

			「どっ、どうしよう」

			「どうもこうもないだろ。これは一度戻るしかないな」

			「どこに戻るの？　２人共」

			「タートルの町にだよ！　俺たち引き継ぎもしないで旅に出ちまったんだ！」

			　そう、俺は町長で、商会の店主で、学校の教師で、薬師で、孤児院の副院長で。

			　とにかく責任のある立場なのだ。

			　ロゼも同じである。

			　孤児院の院長先生とは、そんな簡単にいなくなってしまって良い立場ではない。

			　そもそも俺たちは、本来の予定では今頃役所の皆とお疲れ様会を開いているはずだったのだ。

			　当然明日からも仕事は山積みだったし、そもそも俺もロゼも昨日と同じ服でここまで来たわけで、旅の準備なんて何一つしていない！

			　勇者の供の選別からの怒涛の流れに身を任せ、気がついたらここカメヨコ村まで来てしまっていた。

			　しかし俺たちには立場がある。そんな者がそう簡単に旅に出られるわけがないだろう！

			　しかもこの旅はいつ終わるとも分からない長旅なのだ。

			　それなのに俺たちは！　ウオオオォォォ！　一体何をやっているんだ、俺たちは！

			「すまん、ロック！　かくかくしかじかで俺とロゼは一旦町に戻らないと！」

			「ごめんなさい、アナ！　私、子供たちにちゃんとお別れを言っていないの！」

			　俺とロゼは揃って勇者に頭を下げる。

			　話を聞いたロックたちは納得し、俺たちは夜が明けたらすぐに町へと戻ることになった。

			　ちなみに俺たちが戻るまでの間、ロックたちはカメヨコ村に留まるつもりだという。

			　いきなり旅の出鼻をくじいてしまった俺たちは、申しわけない気持ちで再び頭を下げる。

			　しかしロックは、「そもそも始めから予想外だらけだ。だがそれでこそ旅だろう？」と、笑っていた。

			　俺たちはなるべく早く引き継ぎを終えて帰ってくると誓い、村長から村で一番の早馬を借り受けて、翌日早朝に村を出立した。

			　そうして俺たちはタートルの町へと帰ってきた。

			　昨日の騒ぎが嘘のように、門はひっそりと静まり返っている。

			　俺たちはそのまま門まで馬を走らせた。

			　近づいてくる俺たちの姿を確認した門番は驚いた顔をしている。

			　それはそうだろう、昨日盛大に見送ったばかりの勇者一行のうちの２人が必死の形(ぎよう)相(そう)で町に戻ってきたのだから。

			「ナイト町長!?　ロゼッタ王女!?　一体どうしたというのです！　まさかまた魔族に襲われたのですか!?」

			「いや、違う。全く違う」

			「アナもロックもみんな無事。そもそも昨日から一度も戦闘はしていない」

			「そうですか、それではどうしてお戻りに？」

			　門番の彼は実に不思議そうな顔をしている。

			　俺は頭を掻きながら事の次第を説明した。

			「あ～そのな、俺って町長だろ？」

			「はい」

			「ついでに商会の店主で、学校の教師で、孤児院の副院長だろ？」

			「はい」

			「で、元々俺たちは勇者の供に選ばれるつもりはなかったわけだ」

			「はい」

			「だからさ、引き継ぎも何もしていないんだよ」

			「……はい？」

			「俺とロゼは仕事の引き継ぎのために、一時パーティーを離脱して町に戻ってきたんだよ」

			　門番の兵士はポカンとしている。「意味が分からない」ってな顔だ。気持ちは分かる。

			　だが彼はきちんと仕事をこなし、俺たちは町に入ることができた。

			　町の中はまさに『宴の後』といった感じに荒れ果てている。

			　大量の紙吹雪に山のような酒瓶、そして大勢の酔っ払い。

			　町のあちこちで祭りを存分に楽しんだ住民たちがひっくり返っているのだ。

			　俺たちは馬を門番に預け、ひっくり返っている人たちを踏まないように注意しながら歩き続け、役所に辿り着いた。

			　役所の中もまた惨(さん)憺(たん)たる有様であった。

			　タートルの町の役所で働く多くの人々がロビーや食堂でひっくり返ったまま眠っている。

			　役所の中に掲げられた横断幕には『土の勇者ロック王子と闇の勇者ダイアナ様の活躍を祝して』と書かれており、どうやらそれを囲んでお祝いをしていたようだ。

			　よく見ると隣には手書きのボードが追加されており『勇者の供、ナイト町長とロゼッタ王女殿下の活躍も祝して！』と書かれてあった。

			　素直に嬉しいが、端っこに『でも明日からこの町どうなるの？』とか書いてあるのを見かけると、戻ってきたのはどうやら正解だったようである。

			　とりあえず職員を起こそうとしたが、誰も彼もが夢の中へと旅立ってしまっていて一向に起きる気配がない。

			　俺は役所の食堂に入り込み、中からお鍋とお玉を取り出した。

			　そしてそれを力一杯叩き続け、職員たちを叩き起こすことにしたのである。

			　ガンガンガンガン!!　ガンガンガンガン!!

			「ギャアアアァァァーー!!」

			「止めろ止めろ！　頭に響く！」

			「誰だ止めろ！　ぶっ飛ばすぞ！」

			「ホォ、誰をぶっ飛ばすって？」

			「お前だよこのやろ……町長!?　ロゼッタ様!?」

			「え？　町長？」

			「本当だ、町長だ」

			「なっなんで町長がここに!?　勇者様と共に旅立ったはずじゃあ……」

			　どうやら全員無事に目が覚めたようだ。

			　俺は緊急の全体集会を開くと告げ、役所で倒れていた全ての職員をロビーに集めた。

			「お前らぁ！　仮にもこの国の首都の職員が揃いも揃って酔い潰れているとはどういうことだ！」

			「「申し訳ありません、町長!!」」

			「見ればかなりの数が二日酔いみたいだな！　そんな体(てい)たらくではこの町を任せることはできないぞ！」

			「「申し訳ありません、町長!!」」

			「とりあえず全員顔を洗え！　水も飲め！　話はそれからだ！」

			　俺は昨日、自分も二日酔いだった件については完全に棚に上げて部下たちを叱りつける。

			　そして全員が顔を洗って水を飲んでから再び集まったのを見計らい、話を続けた。

			「さて、先程は叱りつけてしまったが、今度は俺が詫びよう。黙って旅に出てしまい申し訳なかった」

			　俺は職員たちに向かって頭を下げる。

			　それを見た職員たちは焦って俺を止めにきた。

			「町長！」

			「そんな、町長！」

			「町長が謝る必要はありません！」

			　彼らは必死に俺を止めようとする。

			　しかしこれに関して全面的に俺が悪いので素直に頭を下げ続けた。

			「いや、謝らせてくれ。昨日、一昨日の展開は俺にもロゼにも全くの予想外の出来事だったのでな。その後も流れに乗ってしまい、気がつけばカメヨコ村に到着していたんだ。でもカメヨコ村の村長との会話の中で、皆を放り出してきたことに気がついて、つい先程急いで戻ってきたという次第だ」

			「それは……仕方がないことなのでは？」

			「そうですよ、だって勇者の供なのですよ!?」

			「町長はもちろん重要な仕事ですが、勇者の供としての活動を優先するべきでしょう」

			　この世界では勇者の地位が極めて高いがゆえに、彼らは俺を擁(よう)護(ご)してくれる。

			　しかし仕事を放ったらかして旅に出てしまったことは事実なので、俺はこれから先の方針を示した。

			「確かにそうかもしれないが、俺はそうは思わない。町長もその引き継ぎも重要なことには変わりはない。俺たちはロックとアナから一時離脱の許可をもらい、業務の引き継ぎをするために町に戻ってきた。祭りの後で忙しいとは思うが、これから俺は町長を正式に辞任し、後任への引き継ぎを行いたいと思う。なおそれと同時に、商会と学校、そして孤児院の運営の引き継ぎも行う予定だ」

			　こうして並べてみると本当にやることは多い。

			　カメヨコ村の村長には感謝しないとな。

			　思い返してみれば、彼は俺たちが仕事の引き継ぎをせずに旅に出てしまったことを見抜いていて、それをやんわりと指摘してくれたのだろう。

			　村に戻る際に、酒の一本でも土産に持っていかねばなるまい。

			「俺たちはこれからいつ終わるとも分からない旅に出ることになる。だからお前たちには俺たちが帰ってくる場所を守っておいてもらいたい。祭りの後で気を抜きたいのは山々だろうが、どうかよろしくお願いする」

			　俺はもう一度彼らに頭を下げる。

			　そして顔を上げると、なぜか集まった職員たちのテンションが上がっているのが分かった。

			「分かりました、町長！」

			「おまかせください、町長！」

			「この町は私たちが必ず守ります！　だから安心して旅立ってください！」

			　これは後で聞いた話だが、彼らは勇者の供に選ばれるような英雄に直接頭を下げられ、頼られたことで感動が爆発してしまい、奮起したのだという。

			　そしてそこから怒涛の日々が始まった。

			　まず俺たちは役所を出て城へと向かい、国王陛下に謁見。

			　仕事及び町長の立場の引き継ぎに戻ってきたことを説明し、協力を要請した。

			　その後、商会の仕事はロックウェル家に、学校の授業は同僚の教師たちに、町長としての仕事は役所の部下たちに、そして孤児院の仕事はサポートしてくれていた者たちに任せた。

			　そして最後には改めて陛下に謁見し、全ての引き継ぎを終わらせたのだ。

			　言葉にすればこれだけだが、溜まっていた仕事を終わらせ、次に引き継ぐ者に仕事の内容を説明し、関係各位に挨拶回りをして、客や生徒や町の住民たちに別れの挨拶をして回る。

			　これが相当な重労働であった。

			　と言うか、普通なら絶対にできなかったはずなのだ。

			　勇者の供になるからという理由で、誰も彼もが手助けをしてくれた上に、あらゆる手続きを省略しまくった結果、短期間での引き継ぎに成功したのである。

			　どうやら俺はこの８年の間に、町にとってなくてはならない人間になっていたらしく、しきりに残念がられた。

			　しかしやはり『勇者の供』というブランド価値は高く、皆揃って『後は任せろ』と言い、笑って送り出してくれたことには素直に感謝したい。

			　唯一手こずったというか、駄々をこねられたのは孤児院だ。

			　特にロゼは子供たちにしがみつかれて身動きができず、ほとほと困り果てていた。

			「やだー」

			「やだー！」

			「院長先生、行っちゃやだー！」

			　こんな感じで子供たちに代わる代わるしがみつかれたのだ。

			　ほとんどの子供が泣いており、必死の形相でロゼの旅立ちを阻止しようと縋り付いてくる。

			　もちろん今のロゼなら子供たちを振り切って旅立つことは可能だった。

			　ステータス４桁は伊(だ)達(て)ではない。

			　しかしロゼは時間を掛けて１人１人の子供と言葉を交わし、孤児院のスタッフの力も借りて、子供たちときちんとお別れをしていた。

			　最終的には孤児院の卒業生たちの力も借りて、ロゼは孤児院の院長先生を卒業した。

			　そうして全ての引き継ぎをなんと一週間という短期間で完了させ、俺たちはどうにか幼馴染の勇者たちが待つカメヨコ村へと戻ることができた。

			　再び町から旅立ったロゼの腕には一枚のバンダナが括(くく)り付けられている。

			　それは町を旅立つ際に孤児院の子供たちから贈られたものだ。

			　裁縫の道へと進んだ卒業生が作ったバンダナに、子供たちが１人１人激励のメッセージを書き記し、大好きな院長先生にプレゼントしてくれたのである。

			　ロゼは子供たちと別れる最後の瞬間まで、笑顔を絶やすことはなかった。

			　そしてカメヨコ村に到着するまで、馬に揺られながらずっと泣き続けた。

			　俺はこの女性に惚れたことを心の底から誇りに思ったのだった。

		

	
		
			　

			第10・５話　引き継ぎ（裏）

			　

			　ナイトとロゼッタの２人が、仕事の引き継ぎのために町に戻っていた頃、彼らを狙う者たちもまた、町の中で暗躍していた。

			　勇者と共に旅をし、世界を救ってくれるはずの勇者の供を狙う不届き者とは一体何者なのか？

			　その答えは複数存在している。

			　例えば息のかかった者が勇者の供となることで、莫大な利益を得ようと画策していた商人。

			　子飼いの兵士の中から勇者の供が出ることで、勇者及び王族と懇意になることを夢見ていた貴族もいた。

			　更には若く美しい女勇者とその親友を、主人が待つ館へと誘うように命令を受けていた女兵士もいたし、勇者を引退した後は神殿長となることが確実な闇の勇者へ恩を売ろうと画策していた小物な神官もいたようだ。

			　そんな中、最も数が多かったのは、勇者の供になることで人生一発逆転を狙っていた、腕もなければ実績もない、でも口だけは達者な馬鹿な若者たちであったという。

			　彼らは町の英雄が勇者の供として復活を果たしたことを喜ぶタートルの町の酒場の片隅で、夜が更けるまでずっと不平不満をこぼしながら安酒を飲み明かしていた。

			　２人の勇者から直々に、幼馴染であるこの町の町長と孤児院の院長が勇者の供に復帰するのだと聞かされた彼らは、所詮人生とは生まれで決まるのだと燻(くすぶ)る不満を抱えて夜を明かしたのだ。

			　そして夜が明け、二日酔いに苦しむ頭を振りながら酒場から出た彼らの耳に、信じがたい噂が飛び込んできた。

			　なんと彼らの夢を奪った２人が、業務の引き継ぎとかいうくだらない理由のために、わざわざ勇者と別行動をとって、町に帰ってきているというではないか。

			　その話を聞いた彼らの多くは、短絡的にもこのようなことを考えついた。

			「今なら２人を打ち倒し、勇者の供の立場を奪えるのではないか」と。

			　そう考えた彼らは持参した得物を携えて、忙しなく動き回っている、この町の町長を探しに町へと繰り出す。

			　だがそんな彼らの後ろ姿は、しっかりとマークされていた。

			「こちらカイザー、大通りのレストランの横の路地で馬鹿３人を発見、指示を求む」

			「こちらコーテ、カイザーとは道を挟んで反対側の路地でも馬鹿２人を発見」

			「クレオです。ナイト兄ちゃんの進行方向から突撃しようとしていた馬鹿４名を確保。花屋さんに協力を依頼し、現在拘束しております」

			「パトラが思うに、もういい加減兄ちゃん呼ばわりは良くないと思うな。それとエイト兵士長から伝言。馬鹿は速やかに確保、絶対にお２人の邪魔をさせるな、以上」

			「「「了解!!」」」

			　指示を受けた幼馴染たちが発見した馬鹿を確保するために町に散っていく姿を見ながら、パトラはこれでやっと恩人たちにひとつ借りが返せると、満足げな笑みを浮かべていた。

			　彼らはかつてこの町の孤児院において、ナイトやロゼッタに世話になった子供たちだ。

			　自分たちを救ってくれた兵士に憧れ、成長し、そして現在はこの町を守る新米兵士として日々の業務に邁進していた。

			　そんな彼らの下に、直属の上司から緊急集合の連絡が届いたのが本日早朝。

			　盛り上がりすぎた昨夜の宴会の高揚感がまだ抜けきらないままに集まった彼らが聞かされたのは、出発したばかりであるのに町に帰ってきた恩人たちと、それを狙う不届き者たちの存在であった。

			「……以上がナイト様とロゼッタ様が町へとお戻りになった経緯だ。では続いてお２人をお守りするための警備のシフトについて説明を始める」

			「その前に質問をよろしいでしょうか、エイト兵士長」

			　若手もベテランも、新米どころか既に退職した者たちまでをも呼び集め、ぎゅうぎゅう詰めになった会議室の中、兵士として働き始めて以来初と言ってもいいほどに真剣な目をしたカイザーが怒りを隠そうともしない顔をして手を上げていた。

			　彼らを集めた今回の警備責任者であるエイト兵士長には、彼らの怒りの理由が痛いほどに理解できる。

			　だからこそ、エイト兵士長はカイザーに質問を許可した。

			「俺には！　……失礼、私にはとても信じられない話なのですが、兄ちゃん、じゃなくてナイト町長と院長先生を狙おうなんて馬鹿な奴らが本当に存在するのでしょうか？」

			「無論だ。その馬鹿どもは間違いなく存在している。昨日、一昨日と町を巡り、集めた情報を精査して確信したからこその今回の非常招集なのだ」

			「なぜそんなことを？　そいつらは一体何がしたいのですか？」

			「『自分がなるはずだった勇者の供としての立場』を手に入れたいのだろうな。幼馴染というだけで評価されて認められたこの町の町長と院長先生を倒すことで」

			「馬鹿な!?　兄ちゃんたちが！　兄ちゃんと院長先生がこの８年どれだけ頑張っていたと思っているのですか！」

			「ナイト町長、もしくはナイト様だカイザー。それと私たちにとっては常識だとしても、この町の住民でない者にとっては知る由(よし)もないことなどいくらでもあるということを覚えておけ」

			「くそっ！　……失礼。はい、分かりました」

			　カイザーは憤(ふん)懣(まん)やるかたないといった顔をして渋々腰を下ろす。

			　彼が言いたいことを言ってくれたからか、集まった兵士たちは多少落ち着きを取り戻しているように見えた。

			　その後、エイト兵士長が簡潔に必要事項を伝えると、彼らはそれぞれ町の中へと散っていく。

			　町の英雄を守るという任務を任された彼らの瞳は一様に使命感に燃えていたのであった。

			　

			「ひいいいぃぃぃ!!」

			「うるさいよ。この町の中でこの町の長に手を出そうなんて考えるからそんな目にあうんだよ」

			「私の娘の想い人に手を出すなぞ、不届き千万。死をもって償うがいい」

			　ところ変わって、ここは闇の神殿の奥、通称『玄武の国の闇』の中。

			　次から次へと連行されてくるナイト暗殺を目論んだ馬鹿を越えた大馬鹿共の処理を、闇の神殿の神殿長ウメコと宮廷魔道士長エリックは淡々とこなしていた。

			「まったく次から次へときりがないね。もういい加減尋問は飛ばしてサクッと殺して良いんじゃないかね？」

			「それはなりません、神殿長殿。襲撃者の背後関係まで洗わねば、再襲撃の危険が残ってしまいます。予想外の行動とはいえ、ナイトとロゼッタ様がこのタイミングで町に戻ってきたのはまさに僥(ぎよう)倖(こう)。今のうちに出せるだけの膿(うみ)を出しておいたほうが後々彼らのためになりましょう」

			　もっとも数が多いと予想された、ナイトとロゼッタに直に戦いを挑みにいく馬鹿共の相手を兵士たちに任せ、闇の神殿と宮廷魔道士たちは２人の殺害を目論(もくろ)んだ大馬鹿共の処理を担当していた。

			　勇者の供としての立場を奪うために直接ぶつかりにいく馬鹿共はまだ救いがある。

			　だがここに運び込まれてくるような殺害を目的としていた者たちを許せるほど、彼らは慈悲深くもないし間抜けでもなかった。

			　そんな中、またしてもこの最奥の部屋へと連行されてくる大馬鹿者が現れた。

			　彼は一見、一流の装備を身に着けた中々の冒険者に見えた。

			　得意としている得物は斧のようだ。

			　なぜか彼を連行した担当者は斧も一緒に運んできたのである。

			「で？　こいつは何をしようとしていたんだい？」

			「はっ！　この者はナイト商会２階のナイト様の部屋へと潜り込み、ベッドの下へと侵入！　そのまま夜を待ち、ナイト様の殺害を目論んでいたものと思われます！」

			「誤解だ！　私はただ、勇者の供に選ばれるほどの実力者の部屋に興味があって、ついベッドの下まで覗いてしまったに過ぎない！」

			「……と、言っているのだが？」

			「それはありえません。もしもその言葉が正しいのでしたら、同じように部屋に侵入し、同じようにベッドの下に潜り込もうとした別の男に襲いかかる必要はなかったのですから」

			「……そっちの大馬鹿はどうなったんだい？」

			「この者の手によって大怪我を負いましたが、一命は取り留めております。怪我が回復次第、こちらへと連行の予定です」

			　神殿長と宮廷魔道士長は揃って深く溜息をついた。

			　仕事は終わる気配もないし、大馬鹿たちの馬鹿さ加減は留まるところがなさそうだ。

			　しかし彼らを絞り上げることで、彼らを使って利益を得ようとしていた者へと近づけるのならいくらでも殺る価値はあるだろう。

			　彼らは各々の得物を携えて、拘束されたベッドの下の斧男の下へとゆっくりと近づいていったのであった。

			　

			「なぁ、私は馬鹿なことをしていると思うか？」

			「いいえ、坊っちゃんが行っていることは、まさに貴族として誇れることでございますとも」

			　玄武の国の闇の中で大馬鹿たちの悲鳴が迸(ほとばし)っている頃、同じ町の中にある孤児院の中では、子供たちの悲鳴が鳴り響いていた。

			　ワンワン、ギャーギャー、ビービーと、その泣き声は凄まじい音量だ。

			　発生源は孤児院の建物の中だというのに、敷地外の建物の陰にまで届くのだから、その音量たるや相当なものなのだろう。

			　だがその声を耳にしている目の前の伯爵の顔には不快感など微塵も存在していない。

			　これは大好きな院長先生を引き留めようとする、子供たちの心からの叫び声なのだ。

			　それを不快に思う精神など、目の前のこの男、トライ＝ロリコーン伯爵には欠片(かけら)も存在してはいなかった。

			　いつもは王宮の中で国の重要政策に携わっている彼が、孤児院の敷地の外にある建物の陰なんぞにいるのにはわけがある。

			　昨日、勇者の旅立ちの儀式が終わったばかりだというのに、この城の者たちは平常運転で仕事を再開し、今朝もいつもの時間に朝礼を行っていた。

			　その場に突如として昨日旅立ったばかりのこの町の町長と王女殿下が現れたのだ。

			　２人は仕事の引き継ぎのためにわざわざ町に戻ってきたのだと説明し、陛下及びその場にいた国の重鎮たちに理解と協力を求めた。

			　反対意見など出るはずもない。

			　町の重要人物だった２人が、仕事の引き継ぎのために、この世界の再優先事項である勇者の旅を一時中断してまで町に戻ってきたのだ。

			　手助けをして当然、いやむしろ率先して行うべき案件だったのである。

			　２人が退席した後、陛下は早速２人の業務の引き継ぎの補佐のために人員を募り、関係各所へと配置していった。

			　勇者本人たちの許可を得ているのだとしても、離脱している日数は少ないのに越したことはない。

			　可(か)及(きゆう)的(てき)速(すみ)やかに引き継ぎ作業を終わらせるためには必要な措置だったのである。

			　そんな時だ、謁見の間にハロルド将軍が現れ、２人の勇者の供への就任に不満を持つ者たちが、２人を害しようとしている動きがあることを連絡してきた。

			　既に町の兵士たちと闇の神殿には協力を求めたので、更に宮廷魔道士と貴族たちにも協力を要請したいとやって来たのだという。

			　陛下は二つ返事で承諾し、宮廷魔道士たちのトップであるエリックは早速闇の神殿へと向かっていった。

			　そんな中、ロリコーン伯爵は私兵を用いて孤児院の防衛を担うと宣言し、陛下と将軍から許可を受けたのだ。

			　だから彼はここでロゼッタ王女とナイト町長にとって大事な聖域である孤児院を守っている。

			　２人を直接害するのは難しいからと、子供たちを人質に取ろうと画策した外道共を私兵を用いて確保し続けているのだ。

			　だが彼の心中は複雑だった。

			　彼は目の前の建物の中で今まさに子供たちに縋り付かれているであろう、ロゼッタ王女を愛していたからだ。

			　だが彼女が生涯の伴(はん)侶(りよ)として選んだのは、共に勇者の供として選ばれたナイト町長であり、ロリコーン伯爵ではなかった。

			　そもそも王女は伯爵のことを認識しているかどうかも怪しい。

			　なにしろこの愛は一方的なものであって、伯爵は王女に恋心すら伝えていないのだから。

			　だから彼はふと問いただしてしまうのである。「馬鹿なことをしていると思うか？」と。

			　それに答えるのはいつも同じ人物だ。

			　ロリコーン伯爵家に３世代にわたって仕え続けている伯爵が最も信頼する執事。

			　彼はこれまでと同じ答えを伯爵へと返した。

			「何度聞かれても答えは同じでございます。坊っちゃんが行っていることはまさに貴族として誇れることでございます」

			「坊っちゃんはいい加減に止めてくれ、爺や。私はもう結構な年なのだから」

			「結構な年であるのに未だ独身でいらっしゃるのですから、坊っちゃんで良いのでございますよ」

			「敵わないなぁ、爺やには」

			「これでも初代様の時代からお仕えしておりますゆえ」

			　ロリコーン伯爵家は現在３代目。

			　そして恐らく今代で断絶すると言われている貴族である。

			　ファスト、セカン、トライと続いてきたロリコーン家の３代目は妻を娶(めと)らず、仕事に没頭し未だに独身。

			　跡取りがいない家は断絶する。当たり前の現実がそこにはあったのだ。

			「この恋が実ろうが実るまいが、家は断絶していたのだ。父上や亡きおじい様には申し訳が立たんよ」

			「それでも坊ちゃまは愛に生きておられます。愛に生きる貴族を笑うなど真の貴族ではございますまい？」

			「叶わぬ愛でもか？」

			「叶わぬと知っていても貫かれているのでしょう？」

			「……仕方ないじゃないか」

			　そう、仕方がないのだ。愛してしまったのだから。

			　ロリコーン伯爵が愛してしまったのは、子供を生むことができない、永遠に子供体型のロゼッタ王女であった。

			　愛してしまったがゆえに、彼はこうして偲(しの)ぶ愛に浸りながら、愛する王女に認識されることもなく彼女を守り続けている。

			　スキルの更新の最中に上映された彼女の過去を見て、そして夕食会で幼馴染たちと共に笑い合っていた彼女の笑顔を見て、伯爵は自らの恋の終わりと、彼女の幸せを確信した。

			　彼の恋は実らなかった。

			　正直それは悔しいし、今でも彼はナイトのことを嫌っている。

			　しかし、それとは別に、愛する女性の笑顔を守りたいという気持ちもまた偽りのない本心だった。

			　だからこそ彼はここにいる。

			　愛した女性を害しようとしている者たちがいるのならば戦わないわけにはいかない。

			　愛する者の笑顔のために戦わない貴族など貴族ではない、いや男ですらないのだから。

			　物思いにふけっている暇もなく、周囲に配置した私兵たちから、またしても襲撃者を確保したという連絡が入る。

			　ロリコーン伯爵は彼らの下へと直行し、そして愛する者を狙った愚か者へと、一片の容(よう)赦(しや)もない制裁を加えるのであった。

			　

			　そんなこんなでナイトとロゼッタの周囲は、２人が気づかぬうちに何重にもわたる防御網が敷かれ、守られていた。

			　そして実はもう一人、本人が気づくことなく守られていた男がいたのである。

			　しかしその男を襲った者たちは、先の２人の場合とは違い、男の恐ろしさを別の者たちへと伝えていたのであるが。

			「見つけたぜ、『司会の男』！」

			　そろそろ太陽が地に沈み、夜の闇が訪れようとしている頃、町の大通りから２本ほど入ったあまり人通りのない道で、１人の男が謎の襲撃者たちに囲まれていた。

			　彼らは一様に武装しているが、その装備は貧弱で、足元は震えている。

			　だが目だけは血走っており、吐き出す息は実に酒くさい。

			　間違いなく酒の飲み過ぎであり、酒の勢いに呑まれての犯行であることは明らかであった。

			「てめぇがスキルの更新なんぞを発見したりしなけりゃ、今頃俺は闇の勇者様をものにしていたんだぞ！」

			「そうだそうだ！　エリザベータ様のあの胸は今頃俺のものに！」

			「馬鹿言っているんじゃねぇ！　２人揃って俺の女になっていたに決まっているだろうが！」

			「いや俺だ！」

			「俺だよ！」

			　彼らは男を取り囲んでいるにもかかわらず、男を無視して好き勝手な妄想を吐き出し続ける。

			　司会の男と呼ばれた者は付き合うつもりがないのか、彼らを押しのけて、先へと進んでいってしまう。

			　そんな男の達観した行動に、言い争いをしていた襲撃者たちはしばらく気がつかなかったが、１人が気づくと全員揃って再び男を包囲した。

			「逃げるんじゃねぇ！　司会の男！」

			「ふっふざけやがって、何が町長だ、何が院長だ！　俺だって、俺だって勇者の供としてふさわしい男のはずだ！」

			「だが貴様たちは選ばれなかった。それが現実だ」

			　恐怖で言葉を発することができないのだろうと考えていた男が突然口を開き、襲撃者たちは驚いた顔をしている。

			　だが男はそれには構わず、次々と言葉を紡ぎ始めた。

			「貴様たちが勇者の供としてふさわしい？　馬鹿を言うな、チンピラごときがなれるほど勇者の供が軽いわけがないだろう」

			「町長だってなれたんだぞ！」

			「そうだ！　しかももう一人は幼いガキンチョじゃねぇか！」

			「だから？　貴様たちはその町長やガキンチョに比べて鍛えているとでも言うつもりか？」

			「ぐっ！」

			　彼らはお互いの姿を見合う。

			　粗末な装備、場馴れしていないことが一目で分かる態度、そして自覚しているレベルの低さ。

			　子供であった院長はともかく、あの鍛え抜かれて精(せい)悍(かん)な顔をしていた町長とは明らかに違う姿がそこにはあった。

			「あの２人はなるべくして勇者の供となったのだ。もちろんスキルの更新の発見があったからこそではあるが、それがなかったとしても貴様たちでは候補にもなるまいよ」

			「うっ、うるせぇ！」

			「折角汗水たらして旅費を工面して辿り着いたってのに、こんな結果で納得できるかよ！」

			「あんな化物みたいなステータスを持っている２人には勝てないにしても、せめて元凶のお前だけでもボコボコに！」

			「こっ、殺しやしないさ。大人しく殴られとけ！」

			　彼らはこの国の田舎からやって来たおのぼりさんである。

			　田舎で生まれ育ってきた彼らが、都会に憧れ、勇者に憧れ、一念発起して旅に出たものの、実際に目の当たりにした本物の英雄とのあまりの落差に絶望し酒に逃げ、捌け口を求めてあの場で一番権力も実力もなさそうな司会の男をターゲットに選んだのも不思議ではあるまい。

			　彼らは一斉に得物を構え、男に襲いかかる。

			　鍛えていないとは言っても、それはあくまでも幼い頃から戦闘訓練を受けてきたナイトと比べての話。

			　田舎での暮らしは、野生動物やモンスターとの戦いの連続でもあるのだ。彼らの武器の使い方は素人としてはそれなりのものではあった。

			「ふん」

			　もっともあくまでも『それなり』でしかなかったのだが。

			　彼らの襲撃を受けた司会の男は、その場から動くことすらせずに次々と攻撃を捌(さば)く。

			　その予想外の男の動きに驚いて、襲撃者の田舎者たちは距離を取った。

			「あれ？」

			　彼らの姿を見てニヤリと笑った男の姿が、一瞬ぶれたように思えた。

			　そして気がつくと、司会の男がいた場所には、全く別の男が佇んでいた。

			　その男の姿を見た襲撃者たちは、一斉に滝のような冷や汗を流し始める。

			　上から下まで全身真っ白。

			　長く伸ばした髪まで白く、しかし髪の間から覗く眼光は恐ろしく鋭い。

			　彼らは目の前の男の正体に一瞬で気がついた。

			　彼らは金がないから、町の安宿の大部屋で雑魚寝をしている。

			　そういったところには大抵情報通がいて、町の詳しい話を聞かせてくれるのだ。

			　そこで彼らが真っ先に教えられた、この町の裏社会の話。

			　そこで出てきた絶対に逆らってはいけない、いや関わってもいけない人物。

			　そして今回の勇者の供の選別の質問の中で、２回も出てきたその人物の名は、

			「さて諸君、このジョーカーに何か用事でもあるのかな？」

			　瞬間、体を突き抜けていった殺気に、彼らは武器を取り落とし、次の瞬間には一目散に大通りへ向かって逃走を開始していた。

			　途中、一度だけ後ろを振り向いた彼らは、さらなる恐怖を垣間見てしまう。

			　いつの間にやらジョーカーの周りにはその筋の者と思われる危険な雰囲気の男たちがたむろしており、彼らが落とした得物を１つ残らず回収していたのだ。

			　しかもそのうちの何人かは、彼らを追いかけてきているではないか！

			　彼らは二度と振り向くことはせず、一目散に宿泊している宿屋へと向かって逃げていくのであった。

			「良いんですかい、ボス？　今の奴らを殺さなくて」

			「あんな雑魚の相手をいちいちしていられるか。それにこの計画のキモは、なるべく多くの目撃者を出すことだ。追撃は適当なところで止めておけよ。逃げてもらったほうが好都合だからな」

			　そう言ってジョーカーは人気のない路地裏へと消えていく。

			　気がつけば先程までいた部下たちは、喋っている一人を除いて影も形もなくなっていた。

			「そうすか。ちなみに奴らの泊まっている宿も割れていますけど？」

			「どうせ安宿の大部屋だろう？　好都合だから放っておけ、頼みもしないのに喋ってくれるだろうさ、『司会の男の正体はジョーカーだった』とな」

			「本当の司会はボスの店で大はしゃぎしているんですがねぇ」

			　司会の男を襲ったら、ジョーカーが出てきたのならば、そう判断しても不思議ではあるまい。

			　そして当の本人は、ジョーカーの店に客として来ていたようである。

			「予想通り臨時収入が入ったのだろうさ。せいぜい飲ませて楽しませておけ。その分料金はしっかりといただくがな」

			「ボス自ら警護するほどの価値があの男にあるんすか？」

			「正直釣りが出るくらいにはあるな。この『変身』も奴のおかげで手に入れたようなものだ」

			「姿を変えられるなんて、まるで魔族みたいっすね」

			「それは違うな。スキルの更新をしなければ手に入らなかった能力だ。これは紛れもなく人間の力さ」

			「俺もちゃんとレベル上げをしとくべきでしたよ」

			　この世界には一般的に変身能力は存在していない。

			　姿かたちが変わるのは魔族の特権だという認識がはびこっているからだ。

			　だからこそ彼らは騙(だま)されるだろう。

			　司会の男の正体をこの町の裏社会の顔だと勘違いし、その噂をばらまくのだ。

			　そうすれば、あの男は狙われなくなる。

			　今はナイトとロゼッタが帰ってきているせいで、彼らに護衛が集中してしまっていて、司会の男は無防備になってしまっていた。

			　下手をすればあの男の功績は勇者を凌(しの)ぐほどのものなのだから、死なせてしまっては寝覚めが悪い。

			　だからジョーカーは勝手に護衛を買って出たのだ。

			　もちろん護衛をしている間は自分の店に金を落としてもらうのだが。

			「まぁ精々１週間から10日前後といったところだ。長期戦にはならないだろうから、しばらく付き合え」

			「随分早くないっすか？　町長の引き継ぎってそんな短時間で終わるものなんすか？」

			「そんなわけがあるか。だが周りが全力でフォローすれば不可能ではないだろう」

			「あのガキがねぇ……」

			　ジョーカーと話している男は、かつて屋敷を定期的に訪れていた少年の姿を思い出す。

			　毎月のように金を持ってきていた物好きな少年が勇者の供になったことを、彼は未だに受け入れられずにいた。

			「私の見る目は間違っていなかったということだな」

			　クックックッという笑い声が、町の路地裏の中に消えていく。

			　こうして勇者の供の選別のために狙われることとなった３人の身柄は、当の本人に気づかれることもなく、無事に守り通されたのであった。

		

	
		
			　

			第11話　旅の始まり

			　

			　カメヨコ村に到着した俺たちは、宿で待っていたロックたちと合流し、翌日出発することを決定した。

			　この時、俺とロゼは勇者の供として相応しい旅装に身を包み、俺のアイテムボックスの中には旅に役立つであろう様々な商品が大量に詰め込まれていた。

			　町での１週間を全て引き継ぎ作業に費やした俺たちには、旅の準備をしている暇など一切なかった。

			　これらは全て店の従業員や役所の部下たち、そして学校の同僚や生徒たちや町の住民たちがあつらえてくれたものだ。

			　昨夜、全ての引き継ぎ作業を終えて店に帰宅した俺たちは、待ち構えていた町の住民たちに取り囲まれ、彼らが総力を結集して揃えた旅に役立つ様々な品をプレゼントされたのだ。

			　各種アイテムに多数の本、服に靴に日用雑貨、調理器具や食料品に至るまで。

			　俺とロゼの体型に合わせた武器と防具も揃えられ、町の武具屋が総掛かりで採寸し、ジャストサイズに調整したそれらは予備も含めて３セットも存在している。

			　これらは全て俺のアイテムボックスに放り込まれることとなった。アイテムボックス能力さまさまである。

			　それらは決して安くはない代物であったが、彼らはお金を出し合い、これから勇者と共に旅立つ我が町の町長と孤児院の院長先生のために旅の装備を揃えてくれたのだ。

			　俺たちは感激し、彼らに感謝の言葉を述べた。

			　そしてそのままの流れで、出発前の宴会が開催された。

			　城で行われた夕食会とは比べ物にならないほどに安い料理と酒と適当な音楽が流れるその宴会は、俺とロゼにとってはなによりの贈り物となった。

			　

			　そして俺たちは現在、カメヨコ村から少し歩いた先にある分かれ道に立っていた。

			　既に昨日の時点でロゼの分の荷物はアナのアイテムボックスへと移し替えている。

			　今回、俺がロックのパーティーに合流したことで最も役に立ったのは、このアイテムボックス能力だ。

			　なにしろロックもライもアイテムボックス能力は持っていないため、城の宝物庫から同様の能力を持つマジックバッグという名の魔法のカバンを持ち出していた。

			　これはアイテムボックスを持たない者であっても使える、10～30くらいの品数を詰め込むことができる便利なアイテムであり、旅をする者にとっては是非とも欲しい一品だ。

			　本来ロックはこれを所持して旅をする予定であったのだが、俺が合流し千を超えるアイテムボックスが自由に使えるようになったおかげで、持ち出したバッグは現在、中の荷物ごと俺のアイテムボックスの中に収められていた。

			　ちなみにどうして旅立ちの儀式の時にそうしなかったのかというと、全員揃って二日酔いで頭が回らず、村に到着した後で気がついたからだ。

			　ともあれ、俺たちは全員身軽になり、ここまで足取りも軽く歩いてくることができた。

			　だが全員で旅をするのはここまでだ。

			『勇者は一箇所に固まらず、分散するべき』

			　これが勇者のルールである以上、俺たちはここで別れるべきなのだ。

			　俺たちは南へ、アナたちは北へと進路を取る。

			　俺とロゼは出発直前まで、別れを惜しんで抱き合っていた。
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			　薬局のロックウェルで働き始めてから実に８年間、俺たちはほとんど離れることなく共に過ごしてきた。本来ならば俺たちはそろそろ結婚の準備に取り掛かっていたはずだった。

			　それが突然旅に出ることになり、次に会うのは国境の町。

			　正直いつになるのかも分からない。玄武の国もこれで結構広いのだ。

			　名残惜しいが、そろそろお別れの時間である。俺たちはどちらからともなく体を離した。

			　別れの言葉など必要ない。互いを抱きしめるその力強さがあれば、お互いの気持ちなど手に取るように伝わってくるのだから。

			「もう良いのか？」

			「ああ、待たせてすまないなロック。もう十分だ」

			「もう少し抱き合っていても良いんだよ～ロゼ」

			　ロックとエルが俺たちの別れを不安そうに見つめている。

			　だが、適当なところで終わらせなければいつまで経っても出発できまい。

			「平気よエル。それにいつまでも抱き合ったままじゃ旅が始まらないでしょう」

			「なっ、なんだか悪いことをしているような気分になってしまいます」

			「ごめんなさい、ロゼ。結果として２人を引き裂くことになってしまいました」

			「大げさよ、アナ。そりゃ確かに寂しいけれど２人と一緒に旅ができることのほうが嬉しいのだから問題ないわ」

			「ご主人と旦那は別れないで一緒に旅をすれば良いのにな」

			「仕方ありませんわ、ゲン。人間には人間の決まりごとというものがあるのですわ」

			　俺とロゼの別れは終了した。

			　それはつまり、これをもって本格的な旅が始まることを意味している。

			「ではここで一旦お別れだ。私たちは南へ進み、大森林に沿って国境の町を目指す」

			「私たちは北へ進み、大河に沿って同じく国境の町を目指します」

			「言うまでもないことだろうが、くれぐれも気をつけろよ」

			「そちらこそお気をつけて」

			　前々からここで別れることは決定していたために、あっさりとしたものである。

			　男性陣は南へ、女性陣は北へと進路をとった。

			　土の勇者のパーティーはロックと俺とライの３人である。

			　これから俺たちは街道沿いに点在する町や村を巡りながら、ルート上にある問題を勇者らしく解決していくのだ。

			「さて、どんな旅になるのかな」とか考えながら、俺たちは街道を歩いて進んでいく。

			　急ぐ旅でもあるまいし、勇者の旅とは基本歩きなのだ。

			　そしてロゼたちと別れて１時間が経過する頃、後ろから聞き覚えのある声が近づいてきた。

			　振り向くと、なんとゲンが俺たちを追いかけて走っていたのである。

			「どうしたんだ、ゲン。何かトラブルでもあったのか？」

			「違うぜ、旦那！　ご主人からの命令で、旦那たちの仲間になりにきたんだぜ！」

			「俺たちの仲間に？　そりゃまたどうしてだ？」

			「もちろん役に立つからだぜ！」

			　そう言ってゲンは急に声色を変えて虚空に話しかけた。

			「あーあーあー、ヨミ！　聞こえるか、ヨミ！」

			〈うるさいですわよ、ちゃんと聞こえていますわ〉

			「ほわっ!?」

			「なっ何だ！　一体どこから声が聞こえる!?」

			　ライとロックがびっくりして周囲を見回している。

			　２人は突然姿の見えないヨミの声が聞こえたので驚いているようだ。

			　一方俺は『天使には電話機能もあるのか』くらいの驚きだったので、それほど慌てることもない。

			　俺はゲンにヨミと遠距離通話ができるのかと質問した。

			「凄いぜ、旦那！　何で分かったんだ!?」

			〈流石ですわ、ダーリン！　これまでの人たちは１人残らず驚いていましたのに！〉

			〈えっ、わっ！　本当にナイトとゲン君の声が聞こえるよ！〉

			〈ナイト、ナイト、聞こえる？　私、ロゼよ。元気にしている？〉

			「さっき別れたばかりじゃないか。元気に決まっているだろ」

			　ロゼが心底心配しているという声音で俺に話しかけてきた。

			　別れてまだ１時間しか経っていないというのに、相変わらずロゼは心配性だ。

			〈そっそうよね。でも心配で。あっ、ゲンをそちらに行かせたのは、聞いての通りゲンとヨミは離れていても話ができるって聞かされたからなのよ〉

			〈理論上、この大陸の端から端であっても会話は可能ですわ〉

			「これぞ天使の能力の１つ！　念話なんだぜ！」

			〈周囲にいる人にも声を聞かせられますから、離れていても会話は可能ですわ〉

			〈すっご～い！　ダンジョンから発見される高機能通信機みたいだね！〉

			〈まぁ間違ってはおりませんわね。でも通話には大量の魔力を必要としますから、そう易々と使用することはできませんわよ〉

			　あまりにもサラッと言われたので、危うく聞き逃すところだった。

			「っておい！　またロゼが倒れたら大変だろうが！」

			〈そうですわね。ではそろそろ切りましょうか〉

			〈ええっ！　そんな、短いわよ！〉

			　珍しくロゼが大声を上げている。

			　だが無理は禁物だ、また倒れられたら目も当てられない。

			〈あまり長時間の念話は今のマスターでは不可能ですわ。旅の最中はモンスターや野(や)盗(とう)にも注意しなければなりませんし、緊急時以外の連絡は控えるべきでしょう〉

			〈そっそんな……うっ〉

			〈あらやだ、本格的にまずいですわ。ゲン、切りますわよ。詳しくは貴方が説明なさいな〉

			「あいよ！　ご主人をよろしくな、ヨミ！」

			〈任されました。皆様、ゲンをよろしくお願いいたします〉

			　そう言ってゲンとヨミとの念話は終了した。ロックとライは驚いて声も出ないようである。

			　まぁ当然か、この世界には電話もなければテレビもないのだ。

			　マジックアイテムも使わずに遠く離れた相手とリアルタイムで会話ができるなんて、想像の範囲外なのだろう。

			　ちなみにこういった遠距離通話が可能な魔法もない。だからこそ２人はこれほどまでに驚いているのだ。

			「それで？　ゲンが俺たちと合流したのは念話能力の説明をしたからなのか？」

			「そういうこと！　別れた後でエルっちが根掘り葉掘り質問してきてさ。『離れていても会話ができる』って説明したら、ご主人に弟のパーティーに入ってくれってお願いされちゃったのさ」

			　なるほど、ナイスな判断だ、ロゼ。

			「ちなみにこの念話はどれくらいの頻度で使えるんだ？」

			「ご主人の魔力量次第かな。距離が離れるほど、使う魔力の量は増えるぜ。ご主人の体調にも影響されるけどな」

			「ロゼの体調？」

			「怪我をしていたり、病気になったり、精神的に参っていたりすると、その分魔力効率が落ちるのさ。例えば『ずっと一緒にいた愛する人と離れ離れになった直後』とかな」

			　ゲンはニシシと笑っている。

			「あ～なるほど」

			「まっ、もう少し経ってご主人の気分が落ち着けば、遠くても数分は話ができると思うぜ」

			「それは助かるな。いざという時の連絡手段があると便利だ」

			「ふむふむ、……で、本音は？」

			「ロゼの声が聞けるのは大変嬉しい」

			「大変よろしい。じゃ、そ～いうわけでよろしくな、旦那！　弟！　ライちゃん！」

			「僕って『ライちゃん』なわけ!?」

			　そんなわけで俺たちの仲間に新たにゲンが加わることとなった。

			　男ばかりの４人パーティー。

			　俺たちは気持ちを新たに南へと歩んでいくのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　変わってこちらは女性陣。

			　街道にうずくまっていたロゼッタはようやく落ち着きを取り戻した。

			「ロゼ、大丈夫ですか？　あまり無理をしてはいけませんよ」

			「そうだよ！　ただでさえ孤児院の子供たちとお別れしたばっかりなんだから。ナイトと別れて苦しいのなら無理をしないで一旦カメヨコ村に戻ろうか？」

			　ダイアナとエリザベータはロゼッタの体調を心配していた。

			　２人は幼馴染としてロゼッタの強さを知っている。

			　同時にロゼッタの弱さも知っているのだ。

			　２人の親友であるロゼッタは、この８年間で確かに強くなった。しかしその強さの大部分はナイトに依存して手に入れたものだ。

			　そのナイトと仕方がないとはいえ離れ離れになってしまった。その胸の内は推(お)して知るべしである。

			「へっ、平気よ、２人共。こんなことでいちいち村に戻っていたら、勇者の供としての活動なんてできないでしょう？」

			　ロゼッタは２人の気遣いをありがたいと思う反面、ここで甘えてはいけないのだとも思っていた。

			　ナイトが側にいないことは正直苦しい。

			　苦しいけれどナイトは弟のロックの供として活躍するのだ。

			　それを邪魔するような無粋な女にはなりたくない。

			　ロゼッタはそう考えてあえて空元気を出していた。

			「それにほら、ゲンとヨミのおかげで一日数分とはいえ会話は可能なわけだし、問題はないわ。それに旅をしていればそのうち出会えるわけだしね」

			「それはそうだけどさ～」

			「エルさん、あまりマスターを甘やかさないでくださいませ。マスターはダーリンの妻として相応しい女になるために、この旅での成長が欠かせないと考えているのですわ」

			「ちょっとヨミ！」

			　天使であるヨミはロゼッタの知識を有している。つまり天使の２人にはロゼッタは隠し事ができないのである。

			「いい機会ではありませんか。この旅の間に内面を磨いて、再会した時にダーリンに惚れ直させれば良いのですよ」

			「ほっ惚れ直させる……ですか」

			「『男は惚れるより、惚れさせろ』という言葉もあるくらいですから。３人共ダーリンのことが好きなのでしょう？」

			「え？」

			「うん」

			「まぁ……」

			　３人共顔を赤らめて黙り込む。
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			　それを見たヨミはやれやれと肩をすくめた。

			「ならばしっかりなさいませ！　ダーリンは勇者でこそありませんが、並の男ではございませんことよ。あの方の嫁になるのでしたら、たかが王族、たかが勇者、たかが宮廷魔道士程度では到底足りませんわ！」

			「たっ、たかが王族……」

			「たかが勇者……」

			「たかが宮廷魔道士……ですか」

			　３人はヨミの言葉に圧倒されていた。

			　町でも城でも、王女だから、勇者だから、宮廷魔道士だからと褒めそやされ持ち上げられることの多かった３人だ。

			　それを『たかが』と切り捨てられたのだから、その衝撃は相当なものだろう。

			「それにゲンを向こうに行かせたのは念話のためだけではありません。悪い虫が付かないようにするためでもあるのです」

			「悪い虫？」

			「なにしろ『勇者様御一行』ですからね。並から超一流まで、様々な女性たちに言い寄られることになるでしょう。あの３人も所詮は殿方。女性の柔らかな体、豊満な胸、くびれた腰や大きなお尻に抗う術など持たぬのです」

			「……確かに、ナイトはああ見えて結構エッチだしね」

			「そんなことないよ！」

			「結婚もしていない男女が淫らな行為に走ることなどありえません！」

			　ロゼッタはナイトの『そういう部分』を知っているため、もしかしてと考えたが、エリザベータとダイアナは真っ向から否定した。

			　なぜならこの２人は、ロゼッタとナイトが『どこまでいっているのか』を何も知らないままだからだ。

			　２人はロゼッタの親友ではあるが、だからといって何でもかんでも報告してはいない。

			「だ、そうですよマスター。何か言っておくことはありますか？」

			「あっ、うん。えっと言わなきゃ駄目かな？」

			「言っておくべきだとあたくしは考えます。それに、先程の話は皆様にも当てはまります。これから先、貴方たちは多くの殿方から一方的に愛を告白され、体を求められることでしょう。『男とはどういうものなのか』という知識を得るためには、マスターの実体験を聞かせるのがベストな選択です。アナさんもエルさんも自分が魅力的な女性であるという認識が足りないように見受けられますので」

			　ヨミのそのセリフに２人は頭に疑問符を浮かべた。

			　その顔を見てロゼッタは、この２人はまだまだ初(う)心(ぶ)な乙女なのだったと思い出す。

			　考えてみれば当たり前である。アナは闇の神殿の巫女として、エルは宮廷魔道士として、純粋培養されてきたのだ。

			　当然、彼女たちの周囲に近づく大人も男も厳選された人材で固められており、『世間一般の男性像』を２人はよく知らないのである。

			　思い返してみれば、スキルの更新の際にも『そういう場面』はチラッとだが映っていたのに、２人は何も反応していなかった。

			　ひょっとすると２人にはあれが何だったのかも分かっていないのかもしれない。

			「これは確かに、２人に説明をしておかないと、後々マズイことになるかもしれないわね」

			　８年もの間、町の中で生活し、多少は世間慣れしたロゼッタは、未だ純粋であり続けている幼馴染の２人へと、自らの実体験を話すことを決めた。

			　こうして闇の勇者一行の最初の旅路は、ロゼッタの語る２年前から今日までの、ナイトとの愛の物語で始まることとなる。

			　その話は、この８年間ひたすら訓練に邁進してきた２人にとって、とてつもない衝撃をもたらしたのであった。

		

	
		
			　

			閑話　氷の勇者の冒険

			　

			　Side：サム

			　これは玄武の国の首都で勇者の供の選別が行われていた頃の話である。

			「来たぜ！　今度はオーガソルジャー１匹！」

			「よし、転ばせろキング！　まだ動くなよ、サム。３、２、１、今だ！」

			「アーイス・ハンマー!!」

			　巨大な氷の鉄槌が目の前で倒れたオーガの頭を粉々に打ち砕く。

			　すかさず駆け寄り体から魔石を取り出せば、オーガの体は消滅を始め、俺様たちの体には経験値の光が飛び込んできた。

			　俺様たちは現在、白虎の国と青龍の国との国境付近の山の中で、モンスター退治を行っている。

			　１年前、15歳になった俺様は青龍の国との取引に応じて勇者としての活動を開始。

			　だが、青龍の国に対する根強い不信感を持っていた俺様は、１年経った今でも青龍の国には入国せず、玄武・朱雀・白虎の国を渡り歩いて勇者としての活動を行っていた。

			　勇者としての活動とは言っても、やっていることはただのモンスター退治でしかない。

			　勇者とは人々の先頭に立ち、モンスターや魔族と戦う者のこと。

			　決して神輿(みこし)に担がれて大勢の供や従者を引き連れたり、神として崇(あが)められ崇拝されたりする対象ではないのだ。

			　俺様は玄武の国での５年間の暮らしでそんな当たり前のことを学び、そして１人の勇者としての責任を身に付けたのである。

			「よっしゃー！　またレベルが上がったぜ！　俺たち強いんじゃね？　強いよな？」

			「調子に乗るな、キング。２年前に大怪我をして生死の境を彷徨(さまよ)ったことをもう忘れたのか？」

			「いや、そんなつもりは毛頭ないっすよ！　でも少しくらい調子に乗りたいっていうか……」

			　キングの調子の良いセリフを聞き、エースはやれやれと肩をすくめた。

			「その気持ちをコントロールできるようになって初めて一流の戦士になれるのだ。お前はまだまだ二流だな」

			「ぐっ！」

			「二流、二流か……二流の男が勇者の供であることは、果たして正しいことなのだろうか……」

			「すいません！　調子に乗りました！　俺は一流になってサムの供として相応しい男になってみせます！」

			　キングは調子に乗りやすいが反省も早い。

			　次の瞬間にはもう頭を下げ、気持ちを新たに精進することを誓っていた。

			　まぁそれでもまたすぐに調子に乗ってしまうのだろうが。

			「それで良い。今回の戦いも良かったぞ」

			「これだから師匠は！　最初から褒めてくれればいいのに！」

			「お前はすぐに調子に乗るからな」

			「返す言葉もない！」

			　２人の喜劇のようなやりとりを見て、俺様は薄っすらと笑みを浮かべる。

			　俺様の仲間は、玄武の国で親友になった同い年のキングと、兄さんとロゼッタ姉さんの護衛部隊の元隊長で、俺様に戦いのイロハを教えてくれた師匠であるエースの２人だ。

			　２人共生まれも育ちも玄武の国であり、おまけに平民である。

			　青龍の国の勇者である俺様の供としては異例の抜擢だ。

			　少なくとも世間ではそういうことになっているらしい。

			　だが、少なくとも俺様としては酷くまともに人選をしたつもりでいる。なにしろかつて青龍の国で俺様の供をしていた連中は、軒並み俺様を見捨てて逃げ出してしまったのだ。

			　彼らは、国の名士の息子や娘であり、俺様の元婚約者に至っては公爵家の令嬢でもあった。

			　そんな彼らはあっさりと俺様を見限った。しかもあれ以来音沙汰すらない状態だ。

			　そんな状況で再び青龍の国の国民と旅をするなんて考えられない。

			　更に言えば、俺様の心の中からは貴族を特別視する気持ちなど、とうの昔に消え去っている。

			　勇者の供に最も必要な要素とは、戦闘力でも経済力でもましてや権力でもない。

			　必要なのは『信頼』、背中を任せるに足る信頼に他ならないのだから。

			　俺様は玄武の国での５年間で、何人かの人物と懇意になった。

			　そして俺様は旅立ちの際の同行者に、この２人を指名したのだ。

			　片や俺様と同い年であり、俺様にとって初めての友達となった、玄武の国の魔道士部隊に所属していた、将来有望な魔法使いであるキング。

			　旅に出る前は長期間の入院を経験しており、随分と細い体をしていたが、旅に出てから１年経った現在では、中肉中背の理想的な体つきをしており、かつての病床時の姿は面影すらも見当たらない。

			　今やキングは短い茶髪と意志の強そうな黒い瞳を持つ好青年として成長しており、氷の勇者の供であることも相まって、途中で立ち寄る町や村で若い娘たちから絶大な人気を得ていた。

			　そしてもう１人は、俺様の実の父親であるハロルド将軍の部隊に属していた叩き上げの兵士であり、俺様の兄さんとロゼッタ姫の護衛部隊の隊長を任されていた歴戦の強者であるエースである。

			　鍛え抜かれた鋼のような肉体と、鷹のような鋭い瞳を持つエースは、その短く刈り込んだ茶色の髪から覗く茶色い瞳と精悍な顔付きのおかげで、キング以上の人気を誇っていた。

			　特にエースは、孤児院を卒業し、兄さんの店で働いている間に俺様の戦闘訓練を受け持ってくれた師匠でもある。

			　勇者の供となった現在では、このパーティーの最年長者として俺様を補佐し、キングもエースに弟子入りして、２人揃って修業の日々を過ごしているのだ。

			　勇者は通常18歳になってから旅を始める。

			　これは昔の勇者にならった慣習ではあるが、同時に成人として扱われる18歳になるまでに大人としての義務と責任を学んでおいてもらいたいという事情があった。

			　しかし俺様もキングも未だ16歳、つまり未成年の身の上である。

			　俺様たちの若さは武器ではあるが、同時に弱点にもなりえてしまう。

			　そもそも俺様もキングも比較的調子に乗りやすい性格なので、俺様たちを叱り導いてくれる年上の頼れる男がパーティーには必要だったのだ。

			　だから俺様は戦闘訓練の師匠であったエースに俺様の供になってくれと頼み、迷った末にエースは受諾。

			　キングは２つ返事でＯＫしてくれたので、氷の勇者のパーティーが完成したのである。

			「さて、これで16匹か。残りは４匹、手早くすませたいな」

			「オーガ20匹とか、普通なら軍が出動するレベルっすからね。それを俺たちだけで倒せるんだから、やっぱサムは大したもんっすよ」

			「いや、この場合、俺様ではなく俺様の能力を使いこなしたエースの手腕だろう」

			「そりゃ師匠の作戦も凄いけど、そもそもサムがいなけりゃこの作戦は成り立たないじゃんか」

			「そうだな。普通の魔法使いが何人か揃ったところで、オーガの集落を氷で覆ってしまうような真似はできないだろう」

			「まぁ仮にも勇者だからな、俺様は」

			　俺様たちの今回の活動は、白虎の国と青龍の国との国境付近に位置する山の麓(ふもと)で発生した、モンスターの異常行動を調査することであった。

			　山に入り調査した結果、山の中腹にオーガが集落を形成し、それから逃れようとしたモンスターたちが、山を降りてきたのが原因だと判明。

			　俺様たちは問題を解決するためにオーガの殲(せん)滅(めつ)を開始したのだ。

			　オーガは危険なことで有名なモンスターである。

			　たくましい体格をした角の生えた人型モンスターであり、体長は最低でも３メートルを超え、性格は獰(どう)猛(もう)。

			　高い身体能力と知能を兼ね備え、おまけに集落を形成するため、放っておくとどんどん数が増えてしまう。

			　ゆえに見つけたら即殺が基本であるが、流石に集落丸ごと倒すとなると取りこぼしが出る可能性がある。

			　集落を作るモンスターは上手く全滅させないと、また別の場所で集落を作り、イタチごっこになってしまうのだ。

			　だから通常ならば数を揃えて逃さないように退治するのだが、俺様たちは３人だけでオーガの群れを始末することにした。

			　方法は至って単純だ。まず、オーガが寝静まった深夜に集落を分厚い氷で覆い、逃げ道を失くす。そしてわざと１箇所もろい場所を設けておき、そこから逃げ出してきたオーガを１匹ずつ仕留めていく。

			　集落を覆う氷を生み出したのは、もちろん氷の勇者である俺様であるが、この作戦を考えついたのはエースだ。

			　彼は青龍の国の馬鹿共とは違い、俺様たちの安全を確保した上でモンスターを逃がさない必勝の策を考えてくれる。

			　こればっかりは俺様もキングも真似できない。

			　頭の出来もそうだが、なによりも経験してきた場数が桁違いだからこそなせるわざだ。

			　俺様は勇者だからオーガと正面からやりあっても勝つことはできる。

			　だが、残念ながら俺様は20人に分裂することなどできないので、取りこぼしを防ぐためにも、こうやって地道な退治を続けているのだ。

			「残っているのはこの集落のボスであるオーガキングと側近が３匹か。なぁ師匠、残り４匹ならもう突入して蹴散らしても大丈夫なんじゃねぇの？」

			「いや、仮に突入した場合、側近の相手をしている間にオーガキングを逃がす可能性がある。せめて側近をもう１匹始末しておきたいところだな」

			「２匹なら俺と師匠で足止めできるからっすね？」

			「そういうことだ。そしてそれは向こうも良く分かっているらしい」

			「え？　あっ、あいつら！」

			　キングが氷の壁にわざと開けてある隙間を見て驚きの声を上げる。

			　そこからは集落の生き残りの４匹、すなわちオーガキングと、側近の３匹が一斉にこちらへと突撃してくる様子が見えていた。

			　側近の３匹がまず先行し、少し遅れてオーガキングが脱出を計るようだ。

			　先行する側近たちは、俺様たちを引き付ける囮(おとり)なのだろう。

			　俺様たちが側近を倒している間にオーガキングは逃げるつもりなのだ。

			　だが無駄なあがきである。この状況すらもエースは予測済みなのだから。

			　俺様たちはあらかじめ打ち合わせておいた通りに行動を起こした。

			「来たぞ！　予測通りだ！　キング、サム、準備は良いな!?」

			「「当然!!」」

			「よし、合わせろ！　３、２、１、今！」

			「ストーンウォール！」

			「アイスウォール！」

			　キングと俺様が同時に魔法を放つ。

			　キングが魔法を用いて作製した石の壁は先程のオーガソルジャーの時と同じく地面から中途半端な高さへとせり上がり、その出っ張りに足を引っ掛けたオーガは転倒してしまう。

			　後続はそれを見て、慌てて急停止する。

			　それと同時に俺様もまた魔法を用いて氷の壁を作製し、集落を覆っていた氷の唯一の隙間を完全に塞ぎ、オーガキングを中に閉じ込めてしまった。

			　中からガンガンと壁を破ろうとする音が響くが、残念ながら破壊することはできない。

			　そもそもそんな簡単に破壊することができる氷だったならば、とっくに他の場所から脱出していたことだろう。

			　氷の勇者が作製した氷のドームはオーガキングごときでは破壊できない代物なのだ。

			　俺様たちは計画通りに、オーガキングと側近を分断することに成功した。

			　これで敵の側近だけを先に始末することができる。

			　側近はそれぞれオーガメイジとオーガソルジャー、そしてオーガナイトの３匹だった。

			　俺様はまず立ち上がろうともがいているオーガソルジャーの頭に、先程と同じく魔法を用いて作り上げた巨大な氷のハンマーを振り下ろして仕留める。

			　そして周囲を確認すると、オーガメイジはキングが、オーガナイトはエースがそれぞれ足止めに成功していた。

			　オーガナイトと戦っているエースは明らかに優勢であり、そのまま勝てそうな勢いだ。

			　流石はエースである、並の兵士よりも相当に強く頼りになる。

			　だから俺様は魔法戦を行っているキングの援護へと向かった。

			　キングは将来有望な若手と言われているが、今はまだ手助けが必要だからだ。

			　キングは魔法系のスキルを授かっており、主に土系の魔法を得意としている。

			　玄武の国の出身者は土と闇の魔法を得意とするものが多く、キングもその例からは外れていない。

			　そして土系の魔法は攻撃に難があるが、防御は得意なのだ。

			　キングはオーガメイジの放つ魔法を、土魔法を用いて次々と迎撃していた。

			「ガガガ！　ガガ、ガガ！」

			「ストーンウォール！　ストーンドール！　アースウォール！　アースドール！」

			　石や土で作られた壁や人形が、オーガメイジの魔法を防ぎ、次々と大地に還(かえ)っていく。

			　石を作る魔法は硬いが発動が遅く、土を作る魔法は柔らかいが発動が早い。

			　同系統の魔法を状況によって使い分けることで、キングはオーガメイジの猛攻を凌いでいた。

			「ふん！」

			「ガガガ！　ガァ!?」

			　俺様はキングに集中していたオーガメイジの背後に忍び寄り、ハンマーを一閃。

			　吹き飛ばされたオーガメイジは勇者の一撃に耐えきれず、体が爆散してしまう。

			　見ればキングは肩で息をしているが無傷であり、エースに至ってはオーガナイトを単騎で撃破していた。

			「２人共良くやった。これで残りはオーガキングだけだな」

			「ああ、全員怪我もないし、これならすぐに終わりそうだ」

			「ぜぇ……ぜぇ……無茶言うな！　俺はまだ……息が戻って……ない」

			　俺様とエースはそれぞれが倒したオーガの体内から魔石を取り出しながら会話をしている。

			　一方キングは息も絶え絶えで肩を上下させていた。

			　どうやらキングにはまだ、オーガクラスとの一騎打ちは荷が重かったらしい。

			「たった一度戦っただけで息が切れるようではまだまだだな、キング」

			「こちとら……魔法使いなんだよ！　体力馬鹿の……戦士職と……一緒にすんなって！」

			「ならばもう少し鍛えることだ。スキルでのステータスの伸びが期待できないのであれば、あとは自力で基礎ステータスを伸ばすしか方法はないぞ」

			「くっそー、了解だ師匠！　帰りは荷物を担いで下山してやる！」

			　エースのいつものスパルタ発言にキングが無謀な返答をしている。

			　この山から荷物を担いで下山ってお前、魔法使いの身にはきつすぎるのではないだろうか。

			「その意気だ。よし、ではオーガキングを倒しに行くぞ」

			「だから早いって！」

			「早くない。なぜならもう、お前の息は落ち着いているからだ」

			「あれ？」

			「若いうちは回復も早い。だからできるだけ若い間に鍛えておけ。そうすれば10年後、20年後が随分と楽になるからな」

			　エースは若く見えるが今年で33歳なのだという。

			　兄さんたちの護衛隊長として働き始めた８年前の時点で25歳だったというのだから、相当優秀な兵士だったのだろう。

			　だが、人生の先(せん)達(だつ)からのありがたい忠告ではあっても、はっきり言ってそんな先の未来のことなど想像できるわけもない。

			「俺様の20年後か……想像もつかないな」

			「勇者の平均活動期間はおよそ15年と言われている。だが、これは途中でリタイアした場合も含めてあるから、ハッキリ言って意味のない数字だ。寿命まで勇者をまっとうした者たちはいくらでもいるからな。20年後と言えば、お前たちは36歳、勇者としてバリバリ活動している時期だろう。つまり今から20年後のことを考えておくことは決して間違ってはいないのだ。20年もの間訓練を続ければ、お前は必ず強くなれる。何度も言うが楽を覚えるなよ。若い時の苦労は買ってでもしろという言葉もあるからな。今は意図的に全力で苦労するように心掛けておけ」

			「なんてことを言うんだ、師匠！」

			「流石に買ってまではしたくないな」

			　まぁ、俺様はキングを助けるためにエクスポーションと引き換えに勇者としての活動を開始したわけだから、苦労を買ったとも言えるのだが。

			　とにかく話をしている間にキングの息は落ち着いたようだ。

			　俺様が作った氷のドームの中には狩られるのを待つばかりのオーガキングが１匹のみ。

			　俺様はハンマーを担ぎ上げて、最後の仕上げに向かうのであった。

		

	
		
			　

			第12話　ライとロックのステータス

			　

			　新たにゲンを加えて男４人のパーティーになった俺たちは、玄武山脈に沿って街道を南へと進んでいた。

			　現在俺たちはモンスターと戦闘中である。

			　戦っている相手は『モンスタードッグ』と呼ばれる半透明な犬の群れだ。

			　半透明とはいえ、体の中心には魔石が輝いているので、下手な野犬よりも姿を見つけやすい。

			　モンスタードッグは玄武の国ではよく見かけるモンスターだ。

			　１頭１頭は弱いが、普通の兵士やモンスターハンターにとって、集団で襲いかかってくるモンスタードッグは厄介な相手と言われている。

			　だが、俺たちのパーティーには勇者がいる。残念ながらモンスタードッグごときでは勝負にもならない。

			「ふん！」

			　パンチ一発、一撃必殺。

			　ロックの攻撃を受けたモンスタードッグが地面と水平に吹っ飛んでいく。

			　勢いそのままに岩に激突したモンスタードッグはしばらくの間もがいていたが、骨をやられたのか内臓をやられたのか身動きが取れず、それから少しして活動を停止してしまった。

			　死んだわけではない。

			　これが普通の動物ならそのまま死亡するところだが、モンスターは魔石が体内にある限り、時間が経てば復活してしまう。

			　モンスターは半透明な体を持ってはいるが、見えないだけで肉も皮も骨も内臓もちゃんとある。そして一定のダメージを受けると活動を停止し、体の修復を開始するのだ。

			「これで７匹か、あと何匹だ？」

			「残りは５匹！　このまま追い詰めるぜ、弟！」

			　ゲンがその高いステータスを活かして、モンスタードッグたちの背後に回り込み退路を断つ。

			　そして正面からやってくるのは、土の勇者であるロックだ。

			　前後を挟まれたモンスタードッグたちは左右に逃げようと試みる。

			　しかし左にはライがおり、そして右には俺が待ち受けていた。

			　俺の方向に逃げてきたのは３匹。相手の数を確認した俺は、手に持った剣を握り締め迎撃に動く。

			　モンスタードッグは元になった犬の頭脳の影響なのか、意外に頭が良い。

			　こいつらは既に俺たちには敵わないことを理解しており、無理には戦わず俺たちの包囲をすり抜けようとしていた。

			　俺はそうはさせじと、モンスタードッグ３匹に突っ込んでいく。

			　近づけば近づくほど包囲は狭まり、逃亡を阻止することができるからだ。

			　覚悟を決めたモンスタードッグたちは３匹同時に俺に向かって突撃してきた。

			　そして１匹が俺の右手へ、残りの２匹は左手へと分かれる。

			　どちらか一方が倒されている間に、もう片方が逃げられるようにとの算段なのだろう。

			　俺はまず右の１匹に剣を振り下ろす。

			　かつて、10歳になるまでは毎日のように振っていた剣だ。

			　その刃はモンスタードッグの首を切断し、残った体はフラフラと動いた後、地面に倒れた。

			　そして左に逃げた２匹は、地面にうずくまり咳き込んでいる。

			　その顔はもし皮膚や体液が見えたのならば、涙と鼻水でグチャグチャになっていただろう。

			　俺は右に向かう際に、左の２匹に向かって特製の催涙粉をぶつけていたのだ。

			『毒殺師』の異名は伊達ではない。この８年の修業の間に、俺はモンスターに効く毒薬や睡眠薬、催涙粉などの各種アイテムを大量に作成していたのである。

			　それを樽に詰め込んでアイテムボックスに入れて持ち運べば、あら不思議。

			　大量の薬品を持ち歩く、危険な薬師の誕生である。

			　もっとも、流石に戦闘中に巨大な樽を持ち出して使うわけにもいかないので、俺は樽に入れて持ち運んでいる薬品を小分けにして装備し、状況に応じて使い分けていた。

			　俺は動けなくなったモンスタードッグに近づき、まずは首を切り落として動きを止める。

			　見ればライは既に仕留め終わっていたようだ。

			　俺たちは総勢12匹のモンスタードッグの群れを全て仕留めた後、１箇所に集め、体内の魔石を抜き出した。

			　

			《経験値が一定値に達しました。レベルが14に上がります。全ステータス値が５上昇しました》

			《レベルを上げるスキルを選択してください。選択を確認しました。スキル『有名人』のレベルが１上がります》

			《スキル『有名人』がレベル４になりました。スキルの効果により全ステータス値が16上昇しました》

			　早速俺のレベルが１上昇した。

			　スキルの更新で13まで上がっていたレベルは、上昇間近だったようだ。

			　選んだスキルは『有名人』である。『中級罠師』の罠の自動設置も捨てがたいが、やはり最初はステータスを上げておくことにしたのである。

			　俺はレベルアップしたが、ロックとライのレベルは上がらなかった。

			　レベルとは高くなればなるほど、レベルアップするために必要な経験値が増えていく。

			　ロックもライもこの８年でそれなりにレベルを上げていたので、この程度の相手を倒しただけでは、次のレベルへ上がるための経験値は溜まらないのだろう。

			　ちなみに２人のステータスだが、まずライはこんな感じだ。

			　

			　『名前：ライ＝ロックウェル

			　レベル32

			（『剣士』による上昇値：ＨＰ、力、頑強が３００、素早さ、運が２００、ＭＰと心力が１００。

			『騎士』による上昇値：ＨＰ、頑強、心力が３００、力、素早さが２００、ＭＰと運が１００。

			　レベルアップによる上昇値：32）

			　ＨＰ：６６２　　ＭＰ：２４４

			　力：６１６　頑強：６６２　素早さ：５１０　心力：４５３　運：３４２

			　所有スキル：剣士レベル10、騎士レベル10、魔法の心得、高速移動レベル２、身体強化、視覚強化、槍術レベル10、鍛(か)冶(じ)師

			　特殊能力：基礎魔法、初級魔法、中級魔法、玄武騎士団流戦闘術、視力強化』

			　・剣士（レベルを上げるごとにＨＰ、力、頑強が30増加、素早さ、運が20増加。ＭＰと心力が10増加する）

			　・騎士（レベルを上げるごとにＨＰ、頑強、心力が30増加、力、素早さが20増加。ＭＰと運が10増加する）

			　・魔法の心得（魔法を習得することが可能となる。レベル０で発動）

			　・高速移動（瞬間的に素早く動けるようになる。レベル10で発動）

			　・身体強化（ＭＰを使用することでＭＰ、心力、運を除いた全ステータスを上昇させる。レベルを上げるごとに上昇率は増加し、同時に使用ＭＰも増加する）

			　・視覚強化（視力が良くなる。レベル０で発動）

			　・槍術（槍の扱いに補正がかかる。また、レベルを最大値まで上げると、槍を装備している間に限り力と素早さが10％増加する）

			　・鍛冶師（レベルを上げるごとに、鍛冶の設計図を１つ手に入れることができる）

			　

			　８年間鍛え続けたおかげでステータスも高く、スキルも優秀なものが揃っている。

			　ステータス・スキルが『剣士』と『騎士』と２つもあり、『魔法の心得』のおかげで魔法も使用可能だ。

			　そして『槍術』スキルがあった影響で、ライの得物は自然と槍に決定した。

			　このスキル構成、どう考えても槍を持って戦場を縦横無尽に駆け回れと言っているとしか思えない内容だ。

			　ライに『槍術』スキルが発現した理由。

			　それはライが昔から槍を使っていたためである。

			　体型が父さんに似たライは、16歳にして既にかなり背が高く筋肉質な体つきをしている。

			　しかし昔のライは、俺たち幼馴染の中で一番小さかったこともあり、一番リーチが短かった。

			　だからライは、その差をなくそうと、訓練の際にはよく槍を使っていたのだ。

			　しかも武器の改造も割りと頻繁に行っていたので、『鍛冶師』のスキルまで発現したのであろう。

			　ライのスキル構成は見た通り完全に戦闘特化型だ。

			　エルが魔法特化型のスキル構成だったことを考えると、ものの見事に分かれたことになる。

			　だが、これはこれでバランスが良いのだ。

			　ロックのスキル構成が必ずしも戦闘寄りではないのだから。

			　

			　『名前：ロック＝Ａ＝タートル

			　レベル32

			（『勇者』による上昇値：１００００　レベルアップによる上昇値：32）

			　ＨＰ：２０１１２　ＭＰ：２００９４

			　力：２０１０４　頑強：２０１１２　素早さ：２０１００　心力：２０１２８　運：２００８４

			　所有スキル：王族レベル10、勇者レベル10、格闘の天才、大地の加護、鉄壁レベル10、地属性魔法、オートヒール、画家レベル２、音楽家、読書家

			　特殊能力：全ステータス２倍、鉄壁、地属性魔法、玄武騎士団流戦闘術、オートヒール』

			　・王族（全ステータス２倍。レベル10で発動）

			　・勇者（レベルを上げるごとに全ステータス１０００上昇）

			　・格闘の天才（あらゆる格闘術を簡単に習得することができる。レベル０で発動）

			　・大地の加護（地属性攻撃を無効化・地属性攻撃力２倍。レベル０で発動）

			　・鉄壁（瞬間的に自身の防御力を上昇させることができる。レベル10で発動）

			　・地属性魔法（地属性魔法を習得可能。地属性魔法の威力が２倍に増加。ただし他属性の魔法を習得できなくなる。レベル０で発動）

			　・オートヒール（怪我や病気になった際、自動的に治癒する。発動にはＭＰが必要。レベル０で発動）

			　・画家（レベルを最大値まで上げると、ＭＰを消費して画材を手に入れることができる）

			　・音楽家（レベルを上げるごとに、楽譜を１つ手に入れることができる）

			　・読書家（レベルを上げるごとに、本を１冊手に入れることができる）

			　

			　無茶苦茶なステータスだ。

			　全ステータス２万超え。『勇者』と『王族』の組み合わせが凶悪すぎる。

			　そこに『格闘の天才』と『大地の加護』に『地属性魔法』が加わり攻撃力は十分。

			『鉄壁』と『オートヒール』のおかげで防御にもスキがない。

			　それなのに、非戦闘系スキルが３つもある。

			　確かに昔から言っていたよ。

			「本当は部屋にこもって絵を描いたり、音楽を聞いたり、本を読んだりして暮らしたい」と。

			　だからって『画家』と『音楽家』と『読書家』ってお前。

			　あれだけ昔から戦闘訓練に明け暮れていたのに、思いきり文系勇者のスキル構成じゃないか。

			『勇者』と『王族』の効果が凄すぎて分かりにくいが、土の勇者としての代表的なスキルを除けば戦闘系のスキルが『格闘の天才』しか存在していないのだ。

			　ステータスだけを見れば世界最強。しかしスキルだけを見ると首をひねらざるをえない。

			　随分とまぁ、宙ぶらりんな印象を受けるステータスだ。

			　だが強い。全ステータス２万超えってこれ、並の相手じゃ傷一つ付けられないぞ。

			　頑強も心力も高いから、ただ突っ立っているだけでも無傷で過ごせるし、素早さも運も高いから、そもそも攻撃が当たらない。

			　当たったところでＨＰが高いから倒せないし、ＭＰも高いので『オートヒール』が発動して勝手に治ってしまう。

			　流石は土の勇者と言ったところか。こと防御力と生存力に関しては右に出る者はいないのだ。

			　ちなみに２人のレベルが思ったよりも低いのには理由がある。

			　ロックの安全を考えて『王族』と『勇者』と『鉄壁』の分はレベルを上げておいたが、「それ以上のレベルアップは自力でやるべし」という父さんの指導方針に基づいたからだ。

			　おんぶに抱っこのままレベルを上げても、真の実力は身につかないからという理由らしい。

			　もっとも『勇者』をマックスまで上げてしまった時点で、真の実力も何もないと思うのだが、それはあくまでも雑魚の相手をしているから。

			　勇者と互角の力を持つとされる魔王を倒すためには、『勇者』というスキルに頼らない本物の実力が必要なのだそうだ。

			　とは言え、これだけのステータスなのだ、それほど心配もしていない。

			　下手をすれば現時点でも魔王相手に勝てそうなほどなのだから。

			「流石にそれは言いすぎだぜ、旦那」

			「その通りだ。それに記録に残っている魔王の中には、このステータスでも倒すのに苦労をしたという話もあるからな」

			「……それはもはや魔王ではなくて、大魔王か何かなんじゃないのか？」

			「ほう、何だ知っていたのか」

			「はい？」

			「だから『大魔王』についてだ」

			「……いるのかよ、大魔王」

			　この世界には魔王以外にも大魔王が存在するらしい。

			　だが、そんな話はこれまで聞いたことすらなかったのだが。

			「現在の魔王の中には存在していない。一般にも伝わっていない話だしな。しかし記録を読み解けば、かつての勇者たちの中には大魔王と呼ばれる相手と戦ったという記述も存在するのだ」

			「その話ならご主人も知っているぞ！　昔、親父から聞かされたんだよな！」

			「父上の書斎にある古い本に記録が残っていた。魔王を統(す)べる魔王、すなわち大魔王はかつて確かに存在していた。しかし当時の勇者たちが総掛かりで戦いを挑み、仕留めたそうだ」

			「ゆっ勇者が総掛かりですか!?」

			　ライが驚いて声を上げる。

			　正直俺も同じ気持ちだ。

			　勇者が総掛かりで立ち向かわなければ勝てない化物なんて、全く想像もできないのだが。

			「そうだ、並の魔王は勇者とその仲間たちでも倒すことができるが、大魔王の相手は複数の勇者が揃わなければ無理だったらしい」

			「正直言って、想像もつかないのですが……」

			「なに、心配はいらないさ、大魔王は歴代の勇者たちの手で倒され、今の世には普通の魔王しかいないのだからな」

			「そもそも、その普通の魔王すら今の勇者では倒せていないしな」

			「そういうことだな。今は地道に経験を積み、光の勇者殿のごとく、魔王相手にも戦えるように鍛えるべきだろう」

			「分かりました」

			「了解だ」

			「頑張ろうぜ、お前ら！　おっ、早速次の敵だぜ！」

			　話をしている間に、別のモンスターが近寄ってきていたようだ。

			　俺たちは再び戦闘態勢に移行するのであった。

		

	
		
			　

			第13話　南ヤマヨコの町

			　

			　アナたちと別れて既に10日あまり、俺たちは順調に旅を続けていた。

			　途中に村があれば一泊して村人の話を聞き、村での生活の様子や作っている作物などを見せてもらう。

			　旅の最中に他の旅人とすれ違えば情報交換をし、モンスターの群れの情報を得ると、ルートを変更して率先して潰して回る。

			　野宿の際はアイテムボックスに入れてあるテントセットを設営し、保存食を使って調理し、それなりの味になった食事を囲む。

			　俺たちは村での過ごし方も、旅の仕方も、野宿の方法も幼い頃から仕込まれてきたので、何の違和感もなく旅をすることができていた。

			　特に俺は前世でもキャンプが好きだったので、むしろ率先して野宿の準備をしている。

			　途中の村で炭を仕入れて炭火でバーベキューをしたり、焚き火を囲んでロックの演奏で歌ったり、草原に寝転んで星を眺めたりと、まさにいい旅・夢気分だ。

			　ちなみにこちらの世界にも月があり、星がある。

			　町の中では、夜でも所々明かりが灯っていたが、周囲に何もない草原や街道には無粋な光は見当たらない。

			　おかげで夜空に広がる星々を、俺たちは毎晩のように満喫していた。

			　そして改めて気がついた。こちらの世界の星の配置は、地球の星の配置とは明らかに異なっている。

			　やはりここは異世界であり、地球の過去でも未来でもないようだ。

			　月は地球と同じく１つだけで満ち欠けもあるのに、見知った星座が１つもないことには違和感があったが、しばらくすると慣れてしまった。

			　そもそもこちらの世界には星を繋げて星座として観察するという習慣はない。

			　こちらの星はこちらの星として楽しめば良い。

			　俺は草原に寝転びながら、そんな簡単なことに今更ながら気がついた。

			　そして俺たちの仲間にゲンが加わったおかげで、旅の快適度が格段に向上した。

			　まず戦闘力だが、ステータスがロゼの半分もあるため、実質俺やライよりも強く頼りになる。

			　そして念話能力のおかげで、別れて旅をしているアナたちとも情報交換ができるので、向こうの心配をする必要がない。

			　しかも天使であるゲンは、通常の食事を必要とせず、魔石を主食としていたため、モンスターを狩りながら旅を続ける勇者のパーティーにはうってつけの人材だったのだ。

			　そしてゲンには隠されたもう１つの能力が存在した。

			　ゲンは、いやゲンとヨミの２人の天使は、魔石を食べると、魔石の元となったモンスターの持つスキルを獲得することができたのだ。

			「おりゃー!!」

			　目の前でゲンが高速移動を繰り返している。

			　これはライも持っている『高速移動』のスキルだ。

			　スキルレベルを最大にしないと発動しないため、ライはまだ使いこなせていないが、発動さえできれば強力なスキルであることは間違いない。

			　これはモンスタードッグを始めとした、スピード重視のモンスターや魔族が使ってくることで有名なスキルだ。

			　それをゲンが目の前で事もなげに使いこなしていた。

			「ワッハハハ！　どうよ旦那！　オイラ凄いだろ！」

			「確かに凄いな。いつの間にこんなにレベルアップしたんだ？」

			「そりゃあ、あれだけボリボリ魔石食べてりゃ、これくらいできるようになるさ！」

			「へぇ、天使は魔石を食べると経験値が上がるのか」

			「いや違うぜ、オイラたちに経験値はないんだ」

			「は？　じゃあどうやってレベルアップしたんだよ」

			「オイラたちは同じ魔石を食べれば食べるほど、スキルレベルが上がるのさ！」

			　詳しく話を聞いてみたところ、天使の成長の仕方は俺たち人間とは全く異なっているようだ。

			　まず天使にはレベルも経験値も存在しない。

			　ゲンやヨミがモンスターを倒し経験値を得た場合、それは全てロゼの経験値になるのだという。

			　ちなみに現在のように遠く離れている場合、経験値は天使の体内にストックされ、再会した際に一気にロゼの体へと入っていくらしい。

			　天使のステータスはご主人、つまりロゼの半分であるが、スキル自体は独立している。

			　そのスキルを得る方法が、モンスターや魔族の魔石を食べることであり、同じ種類のモンスターの魔石を食べれば食べるほど、手に入れたスキルのレベルを上げることができるのだそうだ。

			　俺たちはこれまでの旅の間に、既に60匹以上のモンスタードッグを倒しており、手に入れた魔石のほとんどはゲンが平らげている。

			　これだけの数の魔石を食べれば、流石にスキルもカンストするらしい。

			　同じモンスターであるならば、同一スキルを所持しているため、集中して倒せばそのモンスターの持っているスキルを極めることも容易なのだそうだ。

			　モンスターや魔族は、生まれながらにスキルを持ち、かつそれを駆使して襲いかかってくる。

			　ゲンはこのモンスターのスキルを、魔石を食すことで吸収することができたのだ。

			　これは素晴らしい能力である。

			　なにしろ際限なくスキルの数が増えていくのだ。その有用性は考えるまでもないだろう。

			　俺たちはこの話を聞き、ゲンが実際にスキルを使う場面を目撃してからというもの、更にモンスター退治に熱が入るようになった。

			　遭遇したモンスターをほぼ殲滅に近い形で倒しながら旅を続けた俺たちは、道中初めての町にあたる『南ヤマヨコの町』へと到着した。

			　南ヤマヨコの町。

			　南にある山の横にある町だから、南ヤマヨコの町である。

			　北に向かったアナたちは今頃、同じように北ヤマヨコの町に到着している頃だろう。

			　カメヨコ村から街道を徒歩で１週間。

			　玄武の国を南北に貫く玄武山脈に沿って作られた街道沿いに、それぞれのヤマヨコの町は存在しているのだ。

			　俺たちはここまで来るのに10日以上掛かったが、これは途中でモンスター退治のために寄り道をしまくったのが原因である。

			　南ヤマヨコの町はタートルの町と同じく、町の周囲をぐるりと壁に囲まれた城壁都市だ。

			　東西南北に出入り口となる大扉があり、今も多くの旅人たちが町に入るために列を作っているのが見えた。

			　俺たちも彼らと同じく、入場検査を受けるために列へと並ぶ。

			　旅人や門番の中にはロックや俺の正体に気づき、順番を譲ろうとする者もいたが、丁重にお断りした。

			　そもそも勇者であり王子でもあるロックがいるので、国内の全ての町や村は基本フリーパスで入れるのだが、これも経験だからとあえて並んでいるのだ。

			　そして順番通りに俺たちの番が来て、規定通りの検査を受ける。

			　検査と言っても大したことをするわけではない。

			　名前と顔を確認し、お尋ね者か否かを門番がチェックするだけの簡単な内容だ。

			　町の中に入ると、俺たちは住民総出の大歓迎を受けた。

			　そして門番から報告を受けていたのだろう、息を切らせてやって来た役人に出迎えられた俺たちは、ひとまずこの町の役所へと挨拶に赴いたのであった。

			「土の勇者であらせられますロック王子殿下におかれましては、我が町にお越しくださり誠に光栄の至りでございます」

			　南ヤマヨコの町の町長が深々と頭を下げてくる。

			　町長も、町の役人たちも、皆嬉しさを隠そうともしていない。

			『勇者が我が町を訪れてくれた』ということは、彼らにとって、とても誇らしい事態なのだ。

			　実際は『ただ通り道にあったから立ち寄っただけ』なのだとしても。

			「ナイト町長もお久し振りですな。まさか勇者の供として復活するとは想像もしておりませんでしたぞ」

			「私もですよ、町長。町長会議の時はお世話になりました」

			「お互い様ですよ、町長。いや元町長でしたな。ハッハッハ！」

			　俺はこの町長とは知り合いだ。正確に言うと、玄武の国の町長全員と俺は知り合いなのだ。

			　２年に１度、この国の全ての町の責任者が一堂に集い、町長会議が行われる。

			　俺はタートルの町で３年間、町長として働いていたので、当然町長会議にも出席していた。

			　ちなみに開催場所は毎回タートルの町であったので俺は移動の必要はなかったのだが、他の町長たちは、はるばるタートルの町までやって来ていたのだ。

			　この南ヤマヨコの町ならば歩いて１週間程度で移動できるが、他の町、それこそ国の端にあるような町の町長は毎回大変な思いをしながら旅をしていたという。

			　彼らは多分驚いているだろう。同じ町長であった俺が、いつの間にやら勇者の供の１人になっているのだから。

			「いやいや、とんでもない。私などはむしろ納得してしまいましたな」

			「納得した？　それはまたどうしてですか？」

			「ナイト殿が町長として働いていた３年の間に町長会議は２回ありましたでしょう？　１度目と２度目では明らかに町の様子が変わっておりましたからなぁ。これだけのことができる男ならば勇者の供に選ばれても不思議ではないと思ったのですよ」

			「そうですか、それはありがとうございます」

			　突然勇者の供として認定されたので、不満が出るかもと身構えていたのだが、周囲は意外と俺が勇者の供となったことを受け入れてくれているようだ。

			　どうにも俺自身が考えている俺と、周りが評価している俺に差異を感じてしまう。

			　俺がそんなことを考えている間に、町長はライにも挨拶をすませ、最後にゲンに挨拶をしていた。

			「おお、ロゼッタ王女が授かったという天使とやらはあなたですな？　初めまして、私はこの町の町長を務めているものです」

			「おう、よろしくなおっちゃん！　ところでどうしてオイラが天使って知っているんだい？」

			「無論タートルの町から知らせがあったからですよ。皆さんがこの町を訪れるまでに、勇者の供の選別の日から２週間以上が経過していますからな。恐らく既に玄武の国中の町にあなたのことは広まっていることでしょう」

			「へへっ！　そうか！　オイラも有名になったもんだな！」

			　ゲンは嬉しそうに喜んでいる。

			　でもそうか、俺が町で引き継ぎをして１週間、ここまで来るのに10日あまりだからトータルで既に２週間以上も経過しているのか。

			　それなら俺やゲンについて伝わっていても不思議ではない。

			　正直、町長及び町の重鎮たちが、俺がロックと一緒に旅をしていることを疑問に思っていないからおかしいと思っていたんだよな。

			「ではスキルの更新についても伝え聞いているのですね」

			　ライがそう発言した瞬間、なぜかその場が凍りついた。

			　なにげない気持ちで発言したのだろう、突然の事態にライは困惑しきっている。

			　そして南ヤマヨコの町の職員たちは挙動不審だ。これは恐らく何かあったな。

			「……ええ、まぁ。スキルの更新につきましても詳細は伝わっておりますし、今でも事あるごとに早馬が到着しております」

			「事あるごとにですか？」

			「ええ、勇者の供の選別の日に行われたスキルの更新はナイト殿とロゼッタ王女のお２人だけでしたが、その日以降もレベルを最大値まで上げた者たちが続々と神殿前の広場にてスキルの更新を行っているのです」

			「ああ、まぁ、それはそうでしょうね」

			　引き継ぎのために一度町に戻った時は忙しすぎて気がつかなかったが、そうなっていてもおかしくはないだろう。

			　なにしろ上手くいきさえすれば、圧倒的にパワーアップができるのだ。やらない理由がない。

			「すると、今まで知られていなかった様々な事実が続々と発見されましてね。そのたびにタートルの町から早馬が来るのですよ」

			「具体的にはどのような話が届けられているのですか？」

			「主な内容としてはやはり更新スキルの判定基準ですな。強力なスキルがあっても基準を満たしていなければ手に入れられないのです。国としても強力なスキルを持つ者が増えることは喜ばしいことですから、判定基準が分かり次第、各町へと早馬を放っているのですよ」

			「なるほど、そんなことになっていたのですね」

			　確かに、俺の手に入れた中級罠師とか中級商人とかの能力は強力だからな。

			　年数や実績が必要な判定基準であれば、更新前に知っておけば後々取得が楽になるというわけだ。

			　ちなみに後で聞いた話であるが、遠距離通信が可能なマジックアイテムを使って報告をしないのは、報告することがあまりにも多すぎるからだそうである。

			　いざという時に魔力切れで通信機が使えないと困るため、多少のタイムラグがあっても早馬を使って報告をしているらしい。

			「そしてスキルの更新は、犯罪者の逮捕にも繋がっております」

			「犯罪者の逮捕ですか？　それはまたどうして？」

			「お忘れですか？　ライフルーレットを行う前に、スキルの更新をする者の人生がダイジェストで映し出されるでしょう。そこに明るみになっていない犯罪の証拠が映し出されたりすることがあるのですよ」

			「なるほど、言われてみれば納得ですね。知らずに更新をしてしまえば、そのまま証拠が白日の下に晒されて、お縄になってしまうというわけですか」

			「おっしゃる通りです。そして私の息子も、スキルの更新の際に悪事が発覚し、今は牢屋の中にいるのです」

			「「えっ？」」

			　町長の突然の告白に俺たちは絶句してしまった。

			「この町に滞在するのでしたら、いずれお耳に入ってしまうでしょうから先に告白しておきます。私の息子の１人は隠れて盗賊の真似事を……いえ、盗賊行為そのものをしていたことがスキルの更新の際に明るみに出ました。現在息子は仲間の盗賊たちと共に牢屋の中に入っております」

			「そっ、そうだったのですか……」

			「他の町でも知らずにスキルの更新を行った犯罪者が続々と捕まっているという話です。今では24時間体制で神殿前広場の監視を行い、犯罪者のスキルの更新を見逃さないようにしておりますよ」

			　そう言って町長は少し疲れた顔を見せた。

			　確か町長には３人の息子がいたはずだ。

			　そのうちの１人が盗賊行為を行っていたとは、親としても町長としてもショックは大きかっただろう。

			　しかしこの町の町長はまだ現職についている。

			　この世界では親や子供が犯罪者であっても、その家族にまで犯罪者としてのレッテルが貼られることはない。

			　個人が行った悪事はあくまで個人の犯罪として処理され、家族にまで批難は及ばないのだ。

			　もちろんこの世界にも口さがない者たちは存在しているが、町長としての実力が高ければ、この程度のことで職を追われたりはしないのである。

			　その日の夜、俺たちは役所で開かれた歓迎会に出席し、しばらくはこの町に滞在し、周囲のモンスター被害を減らすために活躍することを宣言し、翌日から活動を開始した。

			　そして俺たちが南ヤマヨコの町で活動中、面白い噂が町に流れたのだ。

			　なんでも玄武の国各地で次々と盗賊団が壊滅しており、しかも盗賊団を襲っているのは謎の鳥型モンスターであるという。

			　当初は眉(まゆ)唾(つば)扱いされていたその話は、実際に盗賊団に捕らえられていた被害者が町や村に戻ることで一挙に信(しん)憑(ぴよう)性(せい)を増したのだった。

			　なんでもそのモンスターは盗賊だけを襲い、捕らえられていた被害者たちを救出してくれたのだという。

			　世の中面白いこともあるものだと俺たちは感心し、モンスターに負けるわけにはいかないと、勇者としての活動に力が入った。

			　俺たちは不幸に襲われた町長の負担を少しでも減らそうと、積極的に町の周囲のモンスター退治を行い、南ヤマヨコの町の周辺の治安は随分と向上した。

			　そしてそろそろ町を発って旅を再開しようかと考えていた頃、俺たちは町長から緊急の呼び出しを受けた。

			　曰く、盗賊行為を行っていた町長の次男が仲間と共に集団脱獄をした。

			　中でも町長の次男はスキルの更新を行っており、並の兵士よりも強くなっていて、町の兵士では捕まえることは難しいそうだ。

			　しかも昨今では謎の盗賊狩りをしているモンスターも出現しており、正直一刻の猶予もない。

			　ついては土の勇者一行に、至急盗賊団の捕縛をお願いしたい、とのことであった。

			　俺たちは町長から身内の不始末の片付けを要請されてしまったのである。

		

	
		
			　

			第14話　盗賊団　ビッグ・オーガズ

			　

			　南ヤマヨコの町から延びる道は３つに分類される。

			　１つ目は俺たちが通ってきたカメヨコ村へと通じる北の道。

			　２つ目はこれから向かっていく予定だった南へと続く道。

			　そして３つ目は玄武の国の内側へと続く、東への道だ。

			　玄武の国にある全ての町は整備された街道で繋がっており、その街道は軍の兵士が頻繁に巡回しているため、モンスターも定期的に駆除されている。

			　もっとも、広大な国の中を完璧に見て回ることなど不可能だし、そもそも倒したところですぐにどこかで魔石が生成され、モンスターは発生してしまう。

			　だから旅人は移動の際には護衛を雇う。

			　彼らのおかげでほとんどの旅人は安全に旅をすることができるのだ。

			　では、いわゆる盗賊とか山賊とか呼ばれている人種は、どんな相手を狙うのか。

			　彼らはごく稀(まれ)に現れる、人数の少ない旅人だとか、集団から離れた旅人を狙って襲いかかるのである。

			　他国にいるとされる大盗賊団は数に任せて護衛付きの旅人の集団であっても襲いかかることがあるらしいが、基本的に盗賊たちは自分たちよりも数が少なく弱い相手しか狙わない。

			　もちろん旅人の中には強い人物も存在するし、そもそも少人数で旅をするのは腕に覚えのある者ばかりだ。

			　しかしそんな強者であっても、数の暴力には勝てないことがある。

			　モンスターであれば、たとえ相手が複数であっても、相手の行動パターンを覚えておけば対処は可能だ。

			　しかし盗賊や山賊は人間である。よって、その襲撃の方法は千差万別であり、よっぽどの強者でなければ手玉に取られて倒されてしまうのだ。

			　だから世の中から盗賊や山賊はいつまで経ってもいなくならないし、その盗賊たちもいつものように獲物を狩るつもりだったのだろう。

			　しかし彼らは知らなかった。

			　つい先日まで彼らが捕まっていた町にたまたま勇者が訪れており、よりにもよって自分たちを捕縛する依頼を受けたという事実を。

			　なにしろしばらくの間、牢屋に入れられて外界の情報を遮断されていたのだ。

			　数少ない捕まらなかった者たちも、捕まっている仲間の救出に精一杯で基本的な情報収集を怠(おこた)っていた。

			　結局、彼らが真実を知るのは捕縛された後だった。

			　勇者を敵に回したという事実を彼らが認識し、その顔が絶望に染まるまであと少し。

			　

			　盗賊団の捕縛を依頼された俺たちは、街道を南へと進み、そこから街道を外れて西へと向かい、玄武山脈の麓へとやって来た。

			　俺たちは巨大なかごを背負い、所々で立ち止まりながらせっせと山菜をかごの中に放り込んでいる。

			　この季節、玄武山脈の麓の森には豊かな山菜が群生し、それは南ヤマヨコの町の住民の食卓を大いに潤しているのだ。

			　俺たちは揃って白髪のカツラを被り、腰を折り曲げて杖を突き、老人のように振る舞いながら、山の恵みをかき集めていた。

			　こんな格好をしている理由は、もちろん目的の盗賊団に襲われるためだ。

			　町長に教えてもらった、彼らの本拠地があるとされるこの山の麓の森の中を、変装して歩き回っているのである。

			「ロック爺さんや、収穫はどんなものかね？」

			「ナイト爺さんや、中々のものだよ。ほれ、このきのこを見てみなさい。こんな変わったきのこは城でも見たことがないよ」

			「当たり前じゃないかね、それは毒キノコだよ」

			「え？」

			　ロックが嬉しそうに見せてきたのは、あからさまに毒がありそうな、まだら模様のキノコだった。

			　エリック先生の授業には毒キノコの見分け方講座もあったのだが、頑丈が取り柄の土の勇者様はすっかり授業内容を忘れていたようだ。

			「見たことのないものに手を出すんじゃないよ。今すぐ捨てな。いや、寄越しなさい」

			「どうするんだい？　お兄さんや」

			　俺たちの中で一番ガタイの良いライは老人の格好をするのが大変そうだ。

			　無理やり体を折り曲げて杖をついているのだが、槍使いのライは杖の使い方までもがいちいち堂に入っていて、見ていてハラハラしてしまう。

			「毒薬の材料にするに決まっているじゃないか。毒には毒の使い道というものがあるんだよ」

			「なるほどのう、流石はお兄さんだねぇ」

			「ホッホッホッ、それほどでもあるよ」

			「ホッホッホッ」

			「ホッホッホッ」

			「なぁ、旦那。オイラ正直ついていけないんだけど？」

			「しっ！」

			　俺はゲンを引き寄せて、小声で注意する。

			　折角子供の頃から仲の良い爺さん３人と孫の設定なのに、全くゲンは分かっちゃいない。

			　俺はゲンにもう一度この作戦の説明をする。

			「いいか、ゲン。俺たちは盗賊団の捕縛を依頼されたんだ」

			「知っているよ。そこの町の町長の次男坊が盗賊団の首領だったんだろう？」

			「ああ、単独行動をしているモンスターハンターや商隊から逸れた旅人を襲っているクソ野郎らしい。そんな奴はきっちり捕まえてお縄にしなくちゃならんのだ」

			「だからって、なんでわざわざこんな変装をしているんだよ」

			　事前に作戦の説明はしておいたのだが、乗り気でなかったゲンの頭には詳細が残っていなかったらしい。

			　俺はもう一度ゲンに、変装の効能の説明を始めた。

			「奴らは自分たちの正体が既にバレていることが分かっているんだ。オマケに脱獄したばかりだから、追っ手にも気をつけている。だから探索は困難を極める。よってこちらから探すことはしないで、向こうから来てくれるように仕向けているんだよ」

			「それで老人と孫に化けているのかよ」

			「勇者一行を盗賊が襲うわけがないだろうが。でも、老人と孫なら襲いやすいだろう？」

			「今まで一度も捕まったことがないんだろ？　流石に無理があるんじゃないのか？」

			「そうでもないさ。むしろ今まで捕まっていなかったからこそ……」

			「おっとそこまでだ！　爺さんたち動くんじゃねぇぞ！」

			「俺たちゃ泣く子も黙る盗賊団『ビッグ・オーガズ』だ！　黙って身ぐるみ置いていけば命だけは助けてやるぜ？」

			　俺の説明は待ちに待っていた盗賊の襲撃に中断されてしまった。

			　やはり活動中に一度も捕まっていなかったため、盗賊行為自体を自粛することはなかったようだ。

			　気がつけば俺たちは十数人の盗賊に取り囲まれていた。

			　それにしても『ビッグ・オーガズ』って。

			　こいつらはオーガって感じではないな。精々ゴブリンが良いところだろう。

			　ちなみにゴブリンとは、オーガとは比べ物にならないほどに弱い、雑魚モンスターである。

			「ヒエエエェェェ!!　いっ命ばかりはお助けを～」

			「わしらは老い先短い老人ですじゃ！　殺してもなんにもならないですじゃ！」

			「孫は！　せめて孫だけは！」

			「わーこわーい」

			「棒読み！　ゲン、もっとビビりなさい！　盗賊団じゃぞ！　怖いんじゃぞ！」

			「え～……でもなぁ……」

			　ノリノリで演技を続ける俺たちとは違い、ゲンのテンションは全く上がらない。

			　まぁ仕方ないとは思う。

			　俺たちは昔から勇者とその供となるべく育てられ、寝物語に英雄譚を聞かされてきた。

			　その中ではどんな英雄であっても大抵一度は敵を欺くために変装をして演技をし、油断したところで寝首をかくといった、暗殺者も真っ青な所業を繰り広げていたのだ。

			　それはつまり、勇者とその供にとっては、変装や演技とは必須項目だという動かぬ証拠に他ならない。

			　だから俺たちは戦闘訓練に加えて、子供の頃からこういった変装や演技の訓練もしており、下手な劇団よりも演技が上手い。

			　対して天使であるゲンからすれば、周りを囲む盗賊などまるで相手にならないほど実力があるので、わざわざこんな真似をしている俺たちが理解できないのかもしれない。

			　しかしゲンは甘い。

			　ゲンよりも優れたステータスを持っているロックが文句も言わず、むしろ率先して老人に化けている姿を見て、この作戦の有用性を理解してもらいたかった。

			「おいおい、ガキは盗賊の恐ろしさを知らないらしいぜ！」

			「ははは、仕方ねぇな。おいガキ！　爺さんたちを見習ってちゃんとビビれや！」

			「そうすれば無事にお家に帰れるぜ！　今のボスに見つかったらガキでも殺されちまうからなぁ！」

			「ボス！　その御方はここにはおられないのですかな？」

			　俺は今回のターゲットである町長の次男の姿が見えないことに気づき、彼らから話を聞き出そうとした。

			　町長の次男は一目で分かる容姿をしているという話だ。

			　それなのに俺たちの周りを囲んでいるのは、特徴のない顔をした盗賊ばかりなのである。

			「そうだぜ爺さん。ボスは最近まで捕まっていて機嫌が悪くてよぉ。俺たち部下も全員遠ざけて１人でアジトに引きこもってやがるのさ」

			「王女様と同じ状況ってわけだな！　でも今のボスはマジでヤバイぜ！」

			「最近のボスは血走った目をしていてよ。挙句に自分の父親を殺そうとしているんだぜ」

			「俺たちも悪さはするけど、殺しはちょっとなぁ。今までだって身ぐるみ剥ぐくらいですましていたわけだし」

			「そんなわけで命はちゃんと助けてやるから、安心して持ち物を全部置いていきな」

			「それでもうこの辺には来るなよ。盗賊ってのは怖い連中だからよ！」

			　何だろう？　想像していたイメージと大分違う。

			　こいつら盗賊の分際で随分と親切で優しいぞ。

			　いや、そうでもないのか。身ぐるみは剥いでいるわけだしな。

			　と言うか、何でこいつら盗賊なんてやっているんだ？

			「お前さん方、随分と親切じゃのう？　なぜ盗賊なんかやっとるんじゃ？」

			　俺と同じことを疑問に思ったのだろう。ロックが盗賊たちに質問した。

			「ん～、いや、好きでやっているわけじゃねぇんだよ」

			「俺らのボス、ニコの奴がグレちまってよ。俺らダチだから付き合わなきゃじゃん？」

			「俺たちニコに付いていくって決めてっからよ。アイツが盗賊やるなら俺らも盗賊にならなきゃな！」

			「ほれあれだ、この国の王子様にはナイト町長とかいう凄い親友がいるって話知っているだろ？　俺たちゃ南ヤマヨコの町のナイト様なのよ」

			「勇者に付いていくのも、盗賊に付いていくのも、同じことだからな」

			「同じなわけがあるか！　この馬鹿共が！」

			　バキッ！　ドカッ！　ズガン！

			　それは一瞬の出来事でしたじゃ。

			　腰の曲がったライ爺さんが急にシャンとしたかと思いきや、手に持っていた棒をまるで槍のように振り回し、あっという間に盗賊たちの半分を打ち倒してしまったのですじゃ。

			　いや待て、落ち着け。

			　心の中まで爺さんになってどうする。

			　役に入り込みすぎていた俺は、落ち着いてあたりを見回してみた。

			　倒された盗賊たちはうめき声を上げ、倒れ込んだままだ。

			　一方ライは手にした棒を残りの盗賊へと構え、彼らの馬鹿な考えを否定していた。

			「お前らのどこが兄さんだ！　ふざけるのも大概にしろ！　兄さんだったらロック王子が道を間違えたなら、息子を握り潰してでも正気に戻そうとするぞ！　友達が道を間違えたなら、全力で目を覚まさせろ！　それが本当の友達ってものだろうが！」

			　残りの盗賊たちは突然の事態に驚いて声も出ないし、動くこともできていない。

			　対して俺たちはやれやれといった感じで、担いでいたかごを地面に置いてから、残っていた盗賊たちに襲いかかった。

			　彼らもモンスターが闊(かつ)歩(ぽ)する地域に潜んで盗賊行為をしていたわけだから弱くはない。しかし、あくまでもそれなりの強さでしかないのだ。

			　俺たちはあっという間に盗賊たちを叩きのめし、全員をふん縛る。

			　その間、ロックが微妙に内股だったのを見て、俺は軽くショックを受けた。まだあの時のことを覚えているのか、お前は……。

			「ところでライ。適当に演技をして、アジトの居場所まで案内してもらう手(て)筈(はず)だっただろうが」

			　俺は一応ライに対して釘を差した。

			　ライは短気に逸ってしまったことを後悔しているようで、殊勝な態度で謝ってくる。

			「うっ、すいません。兄さんを侮辱されたので我慢できなくて」

			「まぁ良いけどな。ロック、ゲン、怪我は？」

			「問題ない」

			「あるわけないだろ。ってか、やっぱり普通に退治したほうが早かったじゃんか！」

			「まぁそう言うな。こんな簡単に行くほうが珍しいんだからさ」

			　盗賊や山賊を退治するに当たっては、取りこぼしに注意しなければならない。

			　１人でも逃がすと、再び仲間を集めて盗賊稼業を再開してしまうからだ。

			　だから俺たちは、盗賊団の人数や本拠地の正確な場所、隠れ家の有無等を調べ、一網打尽にするためにわざわざ変装をしていたのである。

			　だがこいつらは聞いていないことまでペラペラと喋り、ライも暴走してしまったため、結果として変装の意味がなくなってしまった。

			　いや、そうでもないか。

			　老人と孫に変装していなければ、そもそも襲われていなかっただろうしな。

			　結局俺たちは半日も経たないうちに盗賊団ビッグ・オーガズを壊滅させてしまった。

			　その後、お縄にした盗賊たちから話を聞き出し、盗賊団のボスをしている町長の次男、ニコの居場所を確認。

			　山の中に建てた掘っ建て小屋をアジトにしているという話を聞いた俺たちは、盗賊団を引き連れて件のアジトへと向かった。

			　しかし、盗賊たちに案内されたその場所には、お目当ての町長の息子の姿は存在していなかったのである。

		

	
		
			　

			第15話　山の中の金髪美女

			　

			　俺たちは捕らえた盗賊たち全員を、ボスであるニコを確保する現場へと連れてきていた。

			　本来ならば彼らを先に町へと連行し、改めてニコの身柄を確保しに来るべきであるのだが、盗賊たちからニコが父親である町長の殺害を計画していると聞かされた俺たちは、行き違いになる可能性を考慮して彼らを引き連れたまま山を登り、アジトに奇襲をかけることにした。

			　盗賊たちは体をロープで縛られた上、ロックが土魔法で生み出したゴーレム（魔法で生み出された動く石人形）に拘束されて運ばれているので、逃走される心配はない。

			　盗賊たちは予想外の状況に恐怖し、抵抗する気力をなくしていたので運搬は容易だった。

			　しかし、俺たちは盗賊たちから聞き出したアジトでターゲットを見つけられず驚いてしまう。

			　いや、そもそも案内された場所には『元は小屋』とでも言うべき残(ざん)骸(がい)しかなかったのだ。

			　俺たちは今回の町長からの依頼を軽く考えていた。

			　盗賊と言っても話を聞く限りでは、精々町のチンピラに毛が生えた程度の連中で、一人でも捕まえれば後は芋づる式に捕らえられると思い込んでいたのだ。

			　そして実際、それはほぼ成功していた。

			　なにしろほとんどの盗賊は確保済みであり、残る標的は盗賊の頭である町長の息子ただ１人。

			　しかもこちらには勇者がいるのだから、出会えさえすれば次の瞬間には即座にケリが付くはずだった。

			　もっともそれは正しい情報の下で、正しいアジトへと奇襲をかけた場合に限られる話だ。

			　奇襲をかけた場所がアジトではなく、そこに目的の相手がいなかった場合、当然のことながら依頼を達成することなどできるわけがない。

			　俺たちは盗賊たちを地面に下ろし「よくも騙してくれたな」と締め上げるつもりでいた。

			　しかし盗賊たちは目に見えてうろたえており、口を揃えて、ここは間違いなくアジトであり、つい数時間前までこの場所には確かにニコがいたのだと断言する。

			　しかし俺たちは半信半疑だ。

			　なにしろ目の前には小屋の残骸と、散乱した着替えや食料品があるだけで……ん？

			　いやいや、待て待て。そうじゃないだろう。

			　そもそもここは基本的に人が入らない玄武の国を縦断している山の中だ。

			　山菜を採ることを目的に、山裾に広がる森までは町の住民も立ち入るが、その奥の山の中には凶暴なモンスターが住み着いているので、滅多に踏み入る者はいない。

			　そんな所に残骸とはいえ小屋があり、生活の片(へん)鱗(りん)が垣間見えるのはおかしいではないか。

			　それならば、ここは案内された通りに盗賊たちのアジトがあった場所と考えても良いのかもしれない。

			　そもそもよく見てみれば落ちている服は綺麗だし、食料も新鮮だ。

			　まかり間違ってここがアジトでなかったとしても、誰かがここに住んでいたことは間違いないように思えた。

			　だがそうなると新たな問題が浮上してくる。

			　ここが盗賊のアジトであったとしても、他の誰かが住んでいた場所だったとしても、なぜこの建物は崩壊し、誰もいないのであろうか。

			　盗賊たちに聞いても分からないと首を捻るばかりで謎は解けないので、俺たちは残骸を詳しく調べてみることにした。

			　残っているのは建物の床の部分程度で、壁も屋根もバラバラに砕け散っている。

			　そして残骸の中には先程見かけた服や食料品に加えて、剣やナイフなどの武器及び『復習計画！』と書かれた、字は間違っているくせに無駄に達筆な計画書が残されていた。

			　そこには計画というのもおこがましい適当な襲撃計画と、実父である町長への恨み節が綴(つづ)られており、それを読んだ俺たちは、盗賊たちの言うことは真実であり、ここには確かにニコがいたことを確信する。

			　さて、もう一度状況を整理してみよう。

			　ここは盗賊たちのアジトだった。盗賊たちが山を降りた時には、まだアジトは存在しており、彼らのボスもこの場所にいた。

			　しかし俺たちが彼らを捕まえて、アジトに向かうと、アジトは崩壊しボスは行方不明。

			　結論、アジトはボスが１人で留守番をしている間に何者かに襲われ、ボスは逃げたか食われたかした。

			　こういうことになるのだろう。ちょっと信じられないタイミングなのだが。

			　この仮説を語ったところ、捕まえていた盗賊たちがニコの名を叫びながら暴れ出したので、慌てて彼らに睡眠薬を嗅がせて意識を奪う。

			　その後、話し合いの結果、俺たちはアジトの近辺を探し回ることにした。

			　ターゲットがこの場にいたことは間違いなさそうなので、ひょっとしたらまだ近くに潜んでいる可能性を考慮したのだ。

			　ゴーレムを操作しているロックと護衛のライがアジトに残り、俺とゲンが周辺を探索することとなった。

			　ここに到着するまでの間にこの山に生息するモンスターとも戦っており、俺やライでも十分に対処可能な相手であることは確認済みなのだが、万が一の可能性を考慮してコンビを組んでの探索となったのだ。

			　俺たちは１時間後にこの場所に戻ってくることを約束して、山の中へと分け入っていく。

			　だが俺は探索開始後すぐに、この探索の無謀さに気がついてしまう。

			　人の手の入っていない山の中は、先の見通せない迷宮のようなものだったのだ。

			　聳(そび)え立つ木々は視界を、岩や段差は進行を妨げる障害物として機能していた。

			　山とは言っても地肌がむき出しの裸山ではない。

			　ここはまだ山の中腹に当たり、周囲一帯は高い木で覆われているので、地面が傾いた森といったほうがしっくりくる。

			　８年前に初めてのモンスター退治を行った森は平坦であったし、父さんが先頭に立って道を切り開き、襲ってくるモンスターも事前に察知してくれていたから何の恐怖も感じなかった。

			　しかし今回はそうはいかない。

			　道なき山の中を探索するということは、これほどまでに恐ろしい行為だったのか。

			　よく前世で、『山で行方不明になった登山者を探すためにレスキュー隊や地元の登山グループが山に入ったが結局見つけられなかった』というニュースが流れていたが、確かにこれは分からないだろう。

			　俺は前世で何度か山登りの経験があるが、あれは整備された山道を登るお手軽な登山だった。

			　だがこの山は極少数の山道を除けば、整備どころか人の手すら入っていないため、基本的には荒れ放題。

			　おまけにこの世界の山の中には、猛獣もモンスターも生息しているのだ。

			　こんな場所に潜伏するだなんて、ただの自殺行為ではないか。

			　だからといって手を抜くことはできないので、俺たちは注意深く山へ分け入り先へと進む。

			　いつどこからモンスターが襲ってくるか分からないので、俺はビクビクしっぱなしだったのだが、ゲンは気にせずにガンガン進んでいく。

			　聞けば「並のモンスター程度の奇襲なら喰らったところで大したダメージにはならないから心配するだけ無駄」という答えが返ってきてがっくりした。

			　これはロゼの半分ものステータスを誇るゲンだからこその考えである。何の参考にもなりはしない。

			　しばらく進むと、どこからか水が流れる音がしたので、俺たちはそこへ向かっていった。

			　考えてみればこんな人里離れた場所で生活するためにはまず水場が必要だ。

			　盗賊だって水が確保できる場所の近くにアジトを建てるに決まっているではないか。

			　気がつけば、いつの間にやら足元には沢があった。恐らくこういう小さな水場が山の上にはいくつもあり、山を下って合流して、最終的には平地を流れる大きな河へと変貌するのだろう。

			　そんなことを考えている間に、俺たちは開けた場所へと辿り着いた。

			　いわゆる川の曲がり角に当たる部分であり、上流から運ばれた岩や砂が堆積して、ちょっとした空間ができている。

			　俺はそこで倒れている人の姿を発見した。　……え？

			「人ぉ？　なっ、なんでこんな所に人が倒れているんだ？」

			　俺とゲンは驚いて倒れている人に向かって足早に近づいていく。

			　うつ伏せに倒れ込んでいるその人物はピクリとも動かない。どうやら意識を失っているようだ。

			　俺がなにより驚いたのは、その人物が俺たちが捜していた盗賊団の首領ではなく、白虎の国の人間らしいことが分かったからである。

			　顔も見ないでどうして相手の出身国まで判別できたのかといえば話は単純で、倒れているその人物の長く伸ばした髪が金髪だったからだ。

			　この世界では髪と瞳の色を見れば、その人物の出身地を大雑把にだが判別することができるのである。

			　黒と茶色なら玄武の国、緑と金なら白虎の国。水色と青ならば青龍の国で、赤と銀ならば朱雀の国だ。

			　それぞれの色は所属勇者を示す色と同じであり、何らかの関連性があるとされているが、詳しいことは分かっていない。

			　ちなみに灰色の髪と瞳を持つエルのような例外もいるが、あれは本当に珍しい事例であって、基本はこの８色に大別される。

			　俺とゲンは、その人物の下へと辿り着き、体を引っ繰り返して顔と呼吸の有無を確かめた。

			　そこで更に驚くことになる。倒れていた人物は女性だったのだ。

			　アナほどではないにしても、間違いなく美人と言われるだけの顔をしており、頬に掛かる金髪と相まって、不思議な魅力を醸し出していた。

			　だが着ている服は随分とワイルドな感じだ。

			　恐らくは白虎の国からやって来た旅人か何かなのだろう。

			「もし！　もしもし！　大丈夫ですか？　大丈夫ですか？」

			　俺は目の前で倒れている女性の頬を軽くはたきながら、彼女に覚醒を促す。

			　俺たちの目的とは異なるが、だからといってこんな山の中で倒れている女性を放っておくわけにもいかない。

			　俺たちが通りかかったから良かったものの、こんなモンスターが跋(ばつ)扈(こ)する山の中で気を失うなんて、命取りもいいところではないか。

			　中々起きない女性の姿を見て、俺はアイテムボックスから気付け薬を取り出す。

			　それを彼女の口に含ませようとしたのだが、その直前に彼女は目を覚ました。

			「う……んん……？」

			「ああ良かった、目が覚めたのですね？」

			「こ……ここは……？　アジトは……？　あいつは……？」

			「とりあえず落ち着いて。まずは水を飲んでください」

			　俺は気(き)付(つ)け薬をしまい込み、代わりに水筒を取り出して目の前の女性に手渡す。

			　彼女は黙って俺から水筒を受け取り、ゆっくりと口に含んだ。

			　彼女が飲んでいる間に、俺は彼女の置かれていた立場を想像しようと試みる。

			　まず彼女は、この場所がどこか分かっていない様子だった。

			　そして『アジト』という名称を使い、『あいつ』とやらの行方を気にしている。

			　ということは、ということは！

			　目の前の女性は盗賊団によって拐かされた白虎の国からの旅人で、盗賊のアジトに監禁されていた彼女は何らかの理由でアジトが崩壊した拍子に逃げ出してきたのだと考えられる。

			　俺はそう結論を下し、目の前の女性の姿を改めて見直してみた。

			　彼女は大分疲れているようだ。服も肌もところどころ汚れていたり傷ついていたりするので、何かがあったことは間違いなさそうである。

			　しかも良く見れば女性の着ている服はワイルドというよりも、明らかに男物であった。

			　これはつまり、女性が元々着ていた服は剥(は)ぎ取られていて、アジトから逃げる拍子に手元にあった盗賊の服を着て逃げたという動かぬ証拠！

			　俺はまだ見ぬ盗賊団の首領、ニコへの怒りをその身に宿す。

			　前世からの記憶でも、幼い頃からの教育でも、女性に乱暴をする男は最低だと教え込まれていた俺は、ニコに会えたらとりあえず一発ぶん殴ろうと決心した。

			　そんなことをしている間に、どうやら女性は落ち着いてきたようだ。

			　彼女は俺に水筒を渡し、立ち上がった。

			　女性にしては背が高い。残念ながら胸はないが、スラッとしてカッコイイ印象がある。

			　これはさぞかし同性にモテているのだろうなぁと考えた俺ではあるが、とりあえず彼女の不安を消去してあげようと思い、声を掛けた。

			「大丈夫ですか？　どこか酷く痛む箇所はありますか？」

			「……大丈夫です。特に問題はなさそうです」

			　随分とか細い声をしている。

			　恐らく盗賊に捕まった恐怖が抜けていないのだろうな。

			「そうですか、ではとりあえず安全な場所へ移動しましょう」

			「おい、旦那。安全な場所って、そんなものがこの山の中のどこにあるんだよ？」

			「盗賊のアジトがあった場所だよ。あそこは今この山の中で一番安全な場所だろうが」

			「ああそうか。弟がいるからな」

			　そう、この山の中で一番安全な場所とは、ずばり勇者ロックの近くだ。

			　あそこまで連れていけば、彼女の安全は間違いなく保証される。

			　俺は彼女を連れて、盗賊のアジトがあった場所へと引き返そうと歩き出した。

			　しかし彼女は、それを拒んだのだった。

			「待ってください。アジトは粉々に砕け散ってしまいましたよ？」

			　当然といえば当然の質問に、俺は言葉が足りなかったと反省する。

			「ご心配には及びません。今あそこには俺の親友が待機していますから」

			「他にも人がいるのですか？　でもそこが安全だという理由にはならないのでは？」

			「それも大丈夫です。なにしろそいつは、山の麓で暴れていた盗賊たちを一網打尽にできるほどの実力者ですので」

			「……へぇ、凄いのですね」

			「ちなみに盗賊退治には俺も随分と貢献をしたのですよ。こう見えても俺は薬師でして、今彼らは俺が調合した薬を嗅いで眠っているのです。彼らを無力化したのは俺と言っても過言ではないでしょうね」

			「いや、過言だろ。奴らを最初に無力化したのはライちゃんだったじゃんかよ」

			「バラすなよ、ゲン！」

			　俺は彼女の不安を取り除こうと、盗賊たちは既に倒していると説明する。

			　それでも不安そうに見えたので、俺自身も頼りになり、心配はいらないのだと説明しようとしたのだが、ゲンに茶々を入れられてしまった。

			　確かにあれはほぼライの手柄ではあるが、この場にはライはいないのだ。

			　勇者の名を出せば一発だったのだろうが、目の前にロックがいない以上、信憑性が足りないので、あえて口には出さなかった。

			　まぁ、実際にロックに会った後で説明すればいいだろう。

			　彼女も勇者に守ってもらっていると理解すれば、不安も消し飛ぶだろうからな。

			「ええと……そんなわけでここにいるよりは、安全だと思うのですが、移動していただけないでしょうか？」

			「分かりました。案内をよろしくお願いいたします」

			　そう言って彼女は頭を下げた。

			　俺は彼女を引き連れて、来た道を戻っていく。

			　途中途中に印を付けながらやって来たので、迷うことなく沢から森へと入り、そのまま森の中を移動する。

			　ちらりと後ろを振り返れば、彼女も無事に付いてきていた。どうやら森の中を歩くことは苦にはならないようだ。

			　俺は彼女が不安にならないようにと、積極的に話しかけていたのだが、「物音を立てるとモンスターを呼び寄せますよ」と当たり前の指摘を受けてしまい、以降は黙って移動を続けた。

			　そして行程の半分を過ぎた頃、そういえば彼女の名前も何が起きたのかも何一つ聞いていなかったことに気がついた。

			　先程までのことは言ってしまえば俺の勝手な想像だ。

			　それにまだ目的の盗賊団の首領は行方不明のままである。彼女の話を聞けばその行方の手がかりも掴めるかもしれない。

			　だから俺は彼女に質問をしようとしたのだが、その直前に衝撃を感じ、体が前方へと投げ出される。

			　ゴロゴロと転がって後ろを振り返る。どうやら俺はゲンに突き飛ばされたようだ。

			　しかもその理由は、彼女が俺をナイフで襲ったかららしい。

			「ええっ!?　なんで？」

			　殺気を込めた瞳で俺を見下ろしながら、彼女は黙ってナイフを振りかぶる。
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			　俺は助けた女性に背後から襲われるという理不尽な状況に頭が回らず、迫りくるナイフを黙って見続けていた。

			　かつて俺は幾度となく暴漢に襲われるという経験をしたことがあった。

			　だが目の前の女性は彼らとは違い、先程俺がこの手で助けたばかりの相手なのだ。

			　問答無用で襲われているのは同じではあるが、その前にワンクッション、『助けた相手に襲われている』という事実を付け足しただけで、俺の頭は混乱をきたし、体は動かなくなってしまう。

			　正直俺だけだったら、刺されていた可能性もある。だが、この場にはゲンもいたのだ。

			　ゲンは動けない俺に高速で近づき、襟首を掴んで安全圏へと脱出する。

			　その際、移動の衝撃で首がしまるが贅沢は言っていられない。

			　むしろ危機的状況を救ってもらったことを感謝し、俺は口を開いたのだった。

			「ありがとうゲン、正直助かった」

			「気をつけろよ、旦那！　旦那に何かあったら、ご主人が悲しむんだからな！」

			「ああそうだな」

			　俺は立ち上がり、ナイフを構えたままの女性と対峙する。

			　理由はさっぱり分からないが、目の前の女性は俺に害を与えようとした明確な『敵』だ。

			　敵なら対応しなくてはならないだろう。

			　だがせめて理由を知りたいと思い、俺は口を開いた。

			「一体どういうつもりなのですか？　お嬢さん」

			　俺は怒気を込めた視線を目の前の彼女にぶつける。

			　しかし彼女はその視線を真っ向から受け止め、俺に怒声を浴びせてきた。

			「はっ！　どういうつもりかって？　殺すつもりに決まっているだろうがよ！　初めての殺しは父さんのつもりだったが、てめえに変更だよこの野郎！」

			　それは先程までとは違い、随分とハッキリとした野太い大声であった。

			　……そう、声が『野太かった』のである。

			　そのため、俺は一瞬動きが止まってしまった。

			「スキだらけだぜ！」

			　目の前の女性は俺に向かってナイフを振り下ろしてくる。

			　俺とゲンは左右に散って、その攻撃を避けた。

			　だが、予想外に鋭い動きに正直驚きを隠せない。

			　この女性のステータスは間違いなく高い。ゲンほどではないにしても、俺と互角かそれ以上ではないだろうか？

			「ちょっと待って！　待ってください！　一体なぜ俺があなたに殺されなくちゃならないのですか？」

			　俺は突然の事態に驚きながらも、相手との会話を試みる。

			「なんでだぁ？　簡単じゃねぇか！　てめぇらが俺を狙っているからだよ！」

			「はぁ？　落ち着いてください。何か誤解がありますよ！　私たちは南ヤマヨコの町の町長からの依頼で、盗賊の捕縛にきたのです！」

			「俺がその盗賊団の首領だよ馬鹿野郎！　部下共を捕まえられて黙っているとでも思っているのかよ、この野郎！」

			「ええっ!?」

			　その発言に、俺の脳はいよいよ混乱をきたしてしまった。

			　いや、言っていることは分かる。つまり目の前のこの女性、いや女性に見えるだけで実は男であるこいつこそが、町長の次男にして盗賊団の首領であるニコとやらなのだろう。

			　町長にしても、確かに出発前に「次男は特徴的な外見をしていますから、一目見れば分かるはずです」と言っていたので、恐らく間違いないはずだ。

			　だが女顔だなんて聞いていなかったぞ！

			　並の女性より美人だというのなら、最初から説明しておいてくださいよ、町長！

			　しかもこいつは金髪だ、町長から聞いていた特徴とは明らかに違う。

			　一体何がどうなっているというのか。

			「大方俺の髪を見て白虎の国の出身だとでも勘違いしたんだろう？　残念だったなぁ！　こいつはスキルで変装しているにすぎないんだよ！」

			　そう言った途端、ニコの髪の色が変わり始め、その髪は見事な茶髪に変化してしまった。

			　それはまさに南ヤマヨコの町長から聞いていた特徴と合致する髪の色だ。

			　髪と同時に目の色すらも変わっている。どうやら本当に目の前の盗賊は変装が可能なスキルを持っているらしい。

			　俺は純粋にそのことに驚いたので、詳しい説明をニコに求める。

			　するとニコは、なぜか盗賊になった経緯から説明を始めた。

			　ニコ曰く、彼は３兄弟の中で唯一母親に似てしまい、昔から線が細く美形であったらしい。

			　だがそれは行きすぎており、美形を通り越して女顔だった彼は昔から男たちに言い寄られ続けいい加減うんざりしていたという。

			　そのため彼は昔から男らしさに憧れており、いつの日かビッグになることを夢見ていたのだそうだ。

			　だがそんなある日、彼は流れの旅人に町の中で襲われてしまった。

			　そう、彼はあまりにも女顔であったがゆえに、彼を知らない旅人が、女性と勘違いしたのだ。

			　頭にきた彼は、その旅人をボコボコにして返り討ちにしてしまう。

			　しばらくすると、その旅人は町から姿を消し、いつの間にやら『旅人が町の中でオーガに襲われた』などという根も葉もない噂が流れていたのだそうだ。

			　その噂を聞いたニコは旅人が自らの怪我の理由を聞かれて嘘をでっち上げたのだと即座に理解した。

			　なにしろその旅人は、ニコのことを最後まで女性だと信じていたので、女性に撃退されたと言うのは気が引けたと考えたという。

			　そもそも町の中にオーガが紛れ込むなんてありえない話だから間違いないのだろう。

			　町の者たちは馬鹿馬鹿しいと笑い飛ばしていたが、その噂を聞いたニコは彼らと違い、嬉しさが込み上げてきたのだそうだ。

			　いずれビッグになりたいと願っていた彼にとっては、たとえ戯(たわ)言(ごと)であっても、強く危険なモンスターであるオーガと同列に扱われるのは決して嫌なことではなかったのだという。

			　そうしてニコは、仲間と共に『ビッグ・オーガズ』と名乗り始めた。

			　だが、この時はまだ盗賊ではなかったし、そもそも悪事自体を働いていなかったらしい。

			　彼が初めて盗賊として狙った相手は、かつて彼を襲った旅人であった。

			　なんとその旅人はニコを襲ってから１年も経たないうちに、再び町に舞い戻ってきたという。

			　ニコは仲間たちと共に町の外でその旅人を襲撃し、身ぐるみを剥いでしまったらしい。

			　そして奪い取った荷物を転売し、利益を得たおかげで盗賊の魅力に取り憑かれてしまったのだそうだ。

			　それからはあっという間の転落人生だ。悪の魅力にハマった馬鹿な若者とは、往々にして坂道を転がるがごとく悪事に手を染めていくものなのである。

			　一味をまとめるニコが襲われた経験があったがゆえに、女は犯さず、殺しもご法度だったらしいが、今のニコの姿を見る限り、近いうちにその一線を踏み越えていた可能性は高い。

			　もちろん、町の外でそんなことをしていては、モンスターに襲われることもあるが、彼らはそれなりに戦えたので、気がつけばニコのレベルはカンストしていたし、彼の仲間も揃って高レベルになっていたのだそうだ。

			　そんな時、勇者の供の選別において、スキルの更新が発見されたという情報が町にもたらされた。

			　その話を聞いたニコは、すぐさまスキルの更新を行い、悪事が発覚し、仲間もろとも捕まってしまったのだという。

			　だが彼は盗賊行為を行っていながらも、町長の息子であるという特権的立場が重視されるのだと信じており、すぐに牢から出してもらえるものと思っていたらしい。

			　しかし町長は、当然のことながら、彼らを閉じ込めたままだった。

			　これは町長から聞いた話だが、ニコたちのことは、俺たちがこの町を旅立った後に裁く予定だったそうだ。

			　もっともそれほど重い処罰にするつもりはなかったらしい。

			　道を踏み外した愚か者であっても、同じ町に住む同胞なのだ。

			　キチンと罪に向き合わせた上で、何年か労働に勤しませるつもりだったそうである。

			　しかし牢屋の中で外界と遮断されていたニコが、父親の気持ちに気づくことはなかった。

			　結局ニコは、捕まらなかった仲間の手によって牢から助け出され、スキルの更新をしたおかげで新たに授かっていた『変装』というスキルを使って町から脱出し、山の中に作っていたアジトで父親への復讐心を募らせていたという。

			　だがそんな時に突然アジトを謎のモンスターに強襲され、ほうほうの体で逃げ出して気絶。

			　目が覚めれば謎の青年が仲間を捕まえたと説明し、アジトまで連れていくと言っている。

			　この状況で背後から襲わない理由がないだろう、と説明されたところで俺は現状を理解したのだった。

			「……話は分かりました。いや分かったよ。つまりお前は本当にニコ本人で、スキルの効果で髪の色を変えていたってことなんだな？」

			「その通りさ！　さっきは笑いを堪えるのに苦労したぜ。何が『お嬢さん』だ、この野郎！　助けた相手の性別も分からねぇのかよ！」

			「ちなみにオイラは気がついていたぜ、旦那」

			「止めてくれゲン！　何でわざわざ追撃を加えるんだ！」

			　俺は自らの不甲斐なさに深く傷つく。

			　よくよく見れば女性にしては筋肉もついているし、喉仏もあるじゃないか！

			　先入観というものは本当に恐ろしいな。相手の性別を誤解した瞬間に、正体を完全に見誤ってしまった。

			　そもそもさっきまでの俺の脳内の物語は一体何だったのか。

			　勝手に状況を想像して、いつの間にやら窮地に追い込まれているなんて、間抜けにもほどがあるぞ。反省しなくては。

			「……とにかくあれだ。あんたの正体がニコだっていうのなら、俺はあんたを捕まえなきゃならない」

			「そう言って俺が素直に捕まると思っているのかよ」

			「思ってはいないさ。だけど一応言っておかないと……な！」

			　そう言った瞬間、俺は腰に下げた袋の一つを掴み取り、ニコへ向かって投げつけようとする。

			　だがその瞬間、俺の手元からは袋が消え去り、なぜかそれはニコの手に収まっており、袋を逆に投げつけられてしまった。

			　驚いた俺ではあるが、すぐさまアイテムボックスから解毒薬を取り出して、急いで口に含む。

			　ほぼ同じタイミングで、袋に包んだ痺れ薬が顔に当たり、細かく散った粉を鼻から吸い込んでしまうが、解毒薬を服用していたおかげで効果は相殺され、俺の動きが阻害されることはなかった。

			「ゲホゴホ！　あっ危ねえ～。何だ今のは」

			「ちっ！　効果がないじゃねぇか、このへっぽこ薬師が！」

			「誰がへっぽこだ！　効果は抜群だわ！」

			「何言ってやがる！　ピンピンしているじゃねぇか！」

			「咄嗟に解毒薬を服用したからだよ！」

			　俺は叫びながらも、アイテムボックスから剣を取り出して、装備する。

			　しかし鞘(さや)に入れたままの剣は、次の瞬間にはニコの手元にあった。

			　それを見て俺は確信する。どうやら盗賊団の首領は、文字通りに盗賊っぽい能力を手に入れてしまったようであると。

			「やっぱりな、それもスキルの更新で手に入れた力か」

			「理解が早くて助かるねぇ！　こいつは『盗賊』ってスキルの能力、『窃盗』だよ！　目の前の相手が手に持っている荷物を奪うことができるのさぁ！」

			　ニコは嬉(き)々(き)として己の能力を説明し、俺に向かって突撃してくる。

			　慣れた様子で鞘から剣を抜き、振り下ろしてくる姿は意外と堂に入っていた。

			　それは中々の太刀筋であった、流石は盗賊団の首領をしているだけはある。

			　もっとも剣が半ばから折れていては、何の意味もないのであるが。

			　ブン！

			「はぁ？」

			「ふん！」

			　ゴガァ！

			「おりゃー！」

			　ズドム!!

			　ドッガアァン!!

			　ニコが思い切り剣を空振った直後、俺はニコへと肉薄し、無防備な顎(あご)へとアッパーカットを繰り出した。

			　そして足が空中に浮いた後は、ゲンによる追撃だ。

			　高速移動からの体当たりでニコは吹き飛び、背後の木に激突。

			　ニコは「カハッ」っと肺に溜まった空気を発しながら倒れ込んだ。

			「残念だったな。最初に痺れ薬を奪われた時点で、あんたの能力については見当がついていたんだよ」

			　そう、だから俺はニコにわざと、折れた剣を奪わせたのである。

			　ここに来るまでの冒険の最中に折れた剣をアイテムボックスの中に入れっぱなしにしておいたのが、まさかこんなところで役に立つとは思いもしなかった。

			　ニコは立ち上がることができないようだ。俺たちは標的を拘束するために、ゆっくりと彼の側へと近づいていく。

			　バサァ。

			　そんな時だ、森の中であるにもかかわらず、俺の頭上を巨大な影が通り過ぎていった。

			　何だと思い、上を向くが、頭上には木が生い茂っているだけで何の姿も見当たらない。

			　だが視線を戻した俺は目に入った光景を見て度肝を抜かれることとなる。

			　なんと先程動きを止めたばかりのニコが、突然現れた巨鳥に頭を咥(くわ)えられ、今にも喰い殺されそうになっているではないか！

			「ヒャアアアァァァ！　助けてぇぇ！」

			　ニコが頭をまるかじりにされながら叫び声を上げている。

			　それにしてもデカイ鳥だ。見た目は完全にフクロウだな。

			　成人男性の２倍はありそうな体格のフクロウが人間を丸かじりにしている光景は、恐怖を通り越してどこか滑稽であった。

			　って、そんなこと言っている場合じゃない！

			　俺は今にも喰い殺されそうになっているニコを助けるために、そのフクロウに突撃した。

			　ニコは盗賊ではあるが、町長の息子で、しかも頼まれたのは捕獲なのだ。

			　突然現れた巨鳥なんぞに横取りされるわけにはいかない。

			　それに相手は猛獣のたぐいだ。モンスターではないのだから、俺でも対処は可能だと考えた。

			「何やっているんだよ、旦那！」

			　だがその時の俺は、突然現れた巨鳥にターゲットが喰い殺されそうになっているという謎の場面に遭遇したために、冷静な判断ができていなかった。

			　ニコの頭からくちばしを離し、俺に向かってそれを突き出してきたフクロウの動きは、あまりに早すぎて見切ることができなかった。

			　間一髪生きながらえたのは、ゲンのおかげである。

			　俺の体は、ゲンによって引きずり倒され、地面の上を転がった。

			　そしてその時に初めて俺の視界は捉えたのだ。目の前の巨大フクロウの足、それも足首から下の部分だけが透明になっていることに。

			「なっ!?　モンスター？」

			「何が『なっ!?』だよ！　見れば分かるだろう！」

			　ゲンはひと目見て相手の正体を看(かん)破(ぱ)したようだが、俺はすぐには気づけなかった。

			　この世界のモンスターの体は基本的に半透明だ。

			　モンスターの強さはその透明度で判定することができ、透明度が高ければ弱く、透明度が低ければ強いとされている。

			　透明度が全てなくなったモンスターは魔族に進化するという話なので、最強のモンスターとは透明度が僅かしか存在しない個体ということになり、目の前のフクロウこそがまさにそれだったのだ。

			「おいおい冗談じゃないぞ。なんでこんな所で、こんな強いモンスターが急に出てくるんだよ」

			　俺は思わずゴクリと喉を鳴らしてしまう。

			　体の透明度がほとんどなく、魔族に進化寸前のモンスターといえば、魔力の濃い森の奥深くだとか、ダンジョンの最下層とかにいるというのが通説だ。

			　ここまで来る途中に出会ったモンスターだって、透明度は精々体の７割程度だったのである。

			　こんな強力なモンスターの相手なんて、今の俺では不可能だぞ！

			「ジャマヲスルナ！　スルナァ！」

			　突然の強敵の出現に驚いていた俺は、目の前のモンスターから聞こえてきた言葉が意味を持っていたことに気づいて警戒心を跳ね上げる。

			　目の前のモンスターはなんと人の言葉を話して俺たちを威(い)嚇(かく)してきたのだ。

			　魔族に進化する前の段階で人語を解するモンスターは、総じて強力な個体が多いというエリック先生の講義内容を思い出し、俺の背中に薄っすらと冷や汗が浮かぶ。

			「こいつ……こいつだぁ！　こいつが俺のアジトを壊しやがったんだ！」

			「なに？　今なんて言った？」

			「だからこいつが俺を襲ったモンスターだよ！　まいたつもりだったのに、追いかけてきやがったんだ！」

			　いつの間にやら俺とゲンの近くまで這ってきていたニコが、敵の正体を教えてくれた。

			　そういえば、盗賊たちのアジトを崩壊させたモンスターの正体については未だに不明のままだったな。

			　被害者が証言しているのだから間違いないだろう。目の前のこのフクロウこそが盗賊団のアジト崩壊の実行犯だ。

			　俺は目の前のモンスターの様子をじっくりと観察する。

			　透明度がほとんどない、強力なモンスターが相手か……。

			　俺は素早く相手との力量差を計算し、覚悟を決めた。

			「ゲン、目の前のフクロウの相手を任せられるか？」

			　悔しいが俺では目の前のフクロウの相手は務まりそうもない。

			　ここはゲンに足止めを頼み、ニコを回収してロックを呼んできたほうが確実だろう。

			「お？　やるのか旦那」

			　ゲンはどうやらやる気になってくれているようだ。

			　人語を解する相手の前で詳細を話すわけにはいかないので、この理解力の高さは正直助かる。

			「やりたくはないがやらざるを得ないだろう」

			　正直この場にゲンを１人で残していくことには不安もある。

			　しかしニコを守りながら２人で目の前のモンスターを相手にするのは、それ以上に危険な賭けだ。

			　俺はゲンに足止めを任せて、早めにロックを呼んでくることを誓った。

			「了解だ。任しときな！」

			　言うが早いかゲンはフクロウ目掛けて突進していく。

			　ゲンの予想外のスピードに驚いたのだろう、フクロウの対処は一歩遅く、突撃を回避しようとしたがかすってしまい、その巨体はぐらりとよろけた。

			　俺はそのスキを逃さず、地面に倒れているニコに駆け寄り、その体を担ぎ上げる。

			「何しやがる！」と文句を言われたが、今は無視だ。

			　俺はニコの体を担ぎ上げたまま、ロックが待つアジト跡へ向かって走り出した。

			「ええっ!?　オイ旦那！　一体どこに行くんだよ！」

			　後ろでゲンが驚きの叫び声を上げ、そして一拍遅れてから追いかけてくる気配を感じた。

			　元々ステータスに差がありすぎるので、ゲンはすぐに追いついてしまう。

			　……って、一体何をしているんだこいつは!?

			　俺の横に並んだゲンは、逃走を開始した俺に向かって文句を言ってくる。

			「酷いぜ旦那！　オイラを見捨てて逃げるなんて！」

			「足止めを頼んだつもりだったんだけど!?」

			「オイラは２人で戦うつもりだったんだよ！」

			「俺の実力では足手まといになると判断したんだ！　だからニコを移送するついでにロックを呼びに行こうと思っていたんだよ！」

			「ちゃんと言ってくれないと分かるわけないじゃん！　オイラは旦那じゃないんだぞ！」

			「敵の目の前で詳しい話なんてできないだろうが！」

			　走りながらの会話なので、お互い怒鳴るように話してしまう。

			　どうやらお互いの認識に差異があったようだ。

			　俺はニコを連れて安全な場所へと避難しようと考えていた。

			　対してゲンは、あの場でのフクロウの討伐を考えていたようだ。

			「大体なんでこんな女装盗賊なんて連れて逃げているんだよ！」

			　ガンッ！

			「放っておけば良いのに！」

			「そういうわけにもいかないだろうが！　こいつは生きたまま捕縛するように頼まれているんだから！」

			「こいつさえいなけりゃ、２人で戦えたのに！」

			　ガンッ！

			「こいつがいるからロックと合流するために撤退しているんだろうが！」

			「確かに弟がいれば解決するだろうけど、そこまで行けるのか!?」

			「足止めがあれば可能かと思っていたんだけど！」

			「無理っぽいな！」

			　俺たちはしばらくお互いの意見をぶつけ合っていたが、すぐにそんなことをしている場合ではないと、心を１つにした。

			　ちらりと後ろを振り返る。

			「カァエェセェ！　カアァエェェセェェ！」

			　なんと先程のモンスターが俺たちを追いかけてきているではないか！

			　奴はその巨体をものともせずに、森の中を縦横無尽に飛び回り、今にも俺たちに追いつこうとしている。

			「ニガサン！　ニガサンゾォォ!!」

			　相手は明らかに森という地形に適応していた。

			　動きの機敏さも体の動かし方も俺たちとは段違いだ。

			　森の賢者と言われるだけはある。奴にとってここはホームグラウンドのようなものなのだろう。

			「なんて奴だよ！　こいつ、こんな時に気絶していやがる！」

			　ゲンの言葉を耳にして気がついたが、そう言えば先程からニコは一言も発していなかった。

			　頭をうしろにして担いでいたので気がつかなかったが、どうやらニコはどこかのタイミングで気を失っていたらしい。

			　だがその頭を見て俺は考えを改めた。ニコの頭には明らかに殴られてできたであろう、たんこぶがあったからだ。

			　思い返してみれば、逃走中に何度か何かを殴るような音を聞いた気がする。

			　タイミングから判断して、あれはゲンがニコを殴っていたのだろう。そしてそのせいでニコは気絶したということか。

			　まぁ暴れられても厄介だ。このままロックの下まで運んでしまえばいい。

			　だが、残念ながらそういうわけにも行かなくなった。

			　なぜならば、追いかけっこを続けている途中で俺の体力が尽きてしまったからだ。

			　慣れない山の中を、人一人抱えてモンスターから逃げ続けていたのだ。当たり前といえば当たり前の出来事だったのである。

			「旦那！　大丈夫か!?」

			「大……ゴホッ！　丈夫じゃなさそうだ……ゴホゴホ！」

			　ゲンが俺の心配をしてくれるが、返答しようと口を開いた瞬間にむせてしまう。

			　どうやらこのままロックの待つアジト跡まで逃げ続けるのは不可能なようだ。

			　ゲンにニコの身柄を任せようかとも考えたが、背が小さすぎて流石に無理なように思える。

			　俺は覚悟を決めて、迫りくる化物フクロウをこの場で迎え討つ決意をしたのであった。

		

	
		
			　

			第16話　VSモンスターオウル

			　

			　目の前の巨大なフクロウのモンスターは、先程までとは違い、がむしゃらに俺たちを襲ってくることはなかった。

			　フクロウは手近な木の枝に留まり、俺たちの姿を見下ろしている。

			　時たま前世で見たフクロウと同じように、首を傾げているのだが、このサイズのフクロウにやられるとかわいさよりも不気味さが際立つ。

			　それにしても大きなフクロウだ。正直なぜ枝が折れないのか不思議でならない。特別に頑丈な枝なのか、それともフクロウ本体に何か秘密でもあるのか。

			　それと今気づいたのだが、このフクロウは頭に角があった。

			　角というか、確かあれは羽角とかいう耳だったはずだ。ということは、目の前のこいつはフクロウではなく、ミミズクなのだろうか。

			　まぁどちらでもいいことか。ミミズクとフクロウに確たる違いはなかったはずだから、こいつはこのままフクロウとして扱おう。

			　俺とゲンは相手の出方をうかがっていた。

			　すると意外にも奴のほうから俺たちに話しかけてきた。

			「青年よ、お前たちに用はないのだ。そやつを置いてこの場を立ち去ってはくれないだろうか」

			　俺は驚いてフクロウの姿を見つめる。

			　先程までの聞き取りづらい片言とは違い、今聞こえたフクロウの声は明確に人の言葉だった。

			　そのことに気づいた俺は更に警戒度を跳ね上げる。

			　人語を解するほどに頭の良いモンスターは、ただ単に力が強いモンスターよりも数段危険なのだと教え込まれていたからだ。

			　だが同時に、これはチャンスだとも思った。

			　言葉が通じる相手ならば話し合いができると考えたからだ。

			「それはできない相談だ。モンスターに襲われると分かっていて、身柄を引き渡すわけにもいかないだろう」

			　俺はまず初めにこちらの立場を明確に表明しておく。

			　俺たちが頼まれたのはニコの捕縛であって、殺害ではない。

			　ましてやモンスターに食い殺されることが分かっていて立ち去るわけにもいかない。

			　それは勇者の供がして良い行動ではないだろう。

			　そもそもこいつは南ヤマヨコの町長の次男で、俺はこいつの親父さんと面識がある。

			　ここで見捨てては流石に立つ瀬がない。一体どんな顔をして町長に会えというのか。

			「ならば是非もなし！　吾輩はお主たちの守りを突破し、そやつを血祭りにあげてみせよう！」

			「なっ！　おいちょっと待て！　せめてこいつを襲う理由を聞かせろ！」

			「問答無用！」

			　しかし話が通じると思った相手は一方的に会話を打ち切り、俺たちへの攻撃を宣言した。

			　そして次の瞬間、フクロウは体を後ろへと傾け、そのまま倒れ込んでしまう。

			「まさか枝から落ちたのか？」と俺たちは驚いたが、落下音は聞こえず、ただ姿だけが見えなくなった。

			　どうやら生い茂る木々を利用して、姿を隠したらしい。

			　奴の姿は見えなくなったが、俺たちは警戒を怠らなかった。

			　わざわざ攻撃を宣言したのだ。このまま大人しく姿を消してくれるとは思えない。

			　俺はニコの体を地面に下ろし、両手で剣を構える。

			　だが、しばらく経っても、フクロウが襲いかかってくる気配は感じられなかった。

			　そんな時だ、ふと頭上に影がさしたように思えたので、俺とゲンは揃って上を向いた。

			　そこには遙か上空からニコに向かって落下する岩と、それを落とした張本人であろう先程のフクロウの姿が見えたのであった。

			「んなっ!?　岩ぁ？」

			「ヤバイ！　ゲン、ニコを守るんだ！」

			　空から岩を落とされたと認識した俺は、そう叫んだ。

			　ゲンは俺の声を聞くやいなや、落ちてくる岩を殴り飛ばす。

			　だが次の瞬間にはまた別の岩が降り注ぎ、その数は段々と増えていく。

			　どうやらフクロウは数を重視する戦略をとっているようだ。

			「ウラアアアァァァ！」

			　ガガガガ、ガガガガン！

			　ゲンが降り注ぐ岩の雨に負けじと、高速で腕を振り続け、ニコへの岩の直撃を防ぐ。

			　盗賊であるニコをうっかり気絶するほどの力で殴ってしまうくらい嫌ってはいても、ちゃんとこちらの頼みを聞いてくれるゲンには感謝の気持ちでいっぱいだ。

			　俺も少しでも役に立とうと、アイテムボックスから盾を取り出してガードに加わった。

			　ガンガン！　ガンガン！　と盾に当たる岩の音で俺の鼓膜は埋め尽くされてしまう。

			　そんな中、突如ゲンがニコを抱き上げると俺に向かって投げ飛ばしてきた。

			「うおっ！　何だ、ゲン！」

			　俺は思わず盾を取り落としてニコの体を抱きとめ、よろめきながらも抗議の声を上げる。

			　だが次の瞬間、ゲンの手前、先程までニコが横たわっていた場所に大きな丸太が突き刺さった。

			　見ればフクロウが、今度はその巨大な爪で丸太を掴み上げ、ニコを叩き潰そうと振り下ろしているではないか。

			　足の爪で掴みあげた丸太を振り回しながら、木々が密集するこの森の中を器用に体を折りたたんで迫りくる巨大フクロウ。

			　どこぞのＢ級映画のようなその光景は実にシュールであった。

			　だが実際にその場に居合わせた俺は、その圧倒的なまでの迫力に足が竦みそうになっている。

			「キサマラァァ！　ナゼワガハイノジャマヲスルウゥ！」

			　またしても片言に戻ったフクロウは、叫びながらも攻撃の手を緩めることはしない。

			　対して俺は無力なままだ。だがニコを抱えて逃げ惑う俺に攻撃が当たりそうになるとゲンが割って入って助けてくれるので、無傷で捌ききれていた。

			「ハァハァ、ハァハァ」

			「大丈夫かよ、旦那！」

			「まだ……ハァハァ、平気……だ！」

			　虚勢を張るが限界は近い。

			　俺の体力はあっという間に底を尽き、段々と足が動かなくなってきていた。

			　対して襲いかかるフクロウのほうは未だ衰え知らずの体力をしている。

			　レベルの高さなのか、元からそういう種族なのかは知らないが、これはいよいよ腕の中のニコを諦める覚悟を固めなければならないかもしれない。

			　そんなことを考えている時だった。突然フクロウの羽から見覚えのある槍が生えてきたのは。

			「ギャアアアァァァー!!」

			　フクロウは掴んでいた丸太を取り落とし、錐(きり)揉(も)み状態になって地面へと叩きつけられる。
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			　その後ろからひょっこりと顔を出したのはライであった。

			　どうやら先程の槍は、俺の弟が背後からフクロウに襲いかかった結果らしい。

			「ハァハァ……ライ？　ゼェゼェ……いっ、一体どうしてここに？」

			「どうしてもこうしてもありませんよ！　兄さんたちがいつまで経っても戻ってこないから捜しにきたんです！」

			「ナイスだぜ、ライちゃん！」

			「だから僕のことをライちゃんと呼ぶのは止めてくれってば！」

			　ライは愛用の槍をフクロウの羽に突き刺してしまったがために、腰に下げた剣を抜き放ち、油断なくフクロウを睨みつけている。

			　ライの奇襲は思った以上に効果を発揮したようで、フラフラと体を起こしたフクロウは錯乱したのか意味不明な言葉を叫び始めた。

			「ドコダァァ！　ワガハイノムスコタチヲ、ドコヘヤッタァァ！」

			　翼を穿(うが)たれたフクロウは、まさかの地上戦を仕掛けてきた。

			　その巨体を支える２本の爪を器用に動かし、地面を蹴ってくちばしを突き出してくる。

			　しかもこいつの攻撃はくちばしだけではない。

			　足の爪を使った蹴りや斬撃など、その攻撃のバリエーションは非常に多岐にわたっていた。

			「カエセエェ！　ムスコタチヲカエセエェ！」

			　巨大フクロウの格闘技術は中々のものであり、俺たちは防戦一方の展開を余儀なくされる。

			　ライも合流したばかりで頑張ってくれてはいるが、いかんせん相手の猛攻が凄まじすぎた。

			　慣れない地形、強力な敵、そして腕の中の要救助者と不利な要素は満載だ。

			　だが、それでも先程までの空からの一方的な攻撃と比べれば、地上にいる分、対処は可能だった。

			　俺は相手のスキを突いてライとゲンに作戦を説明し、ニコの身柄を一時弟に任せた後、ＭＰを使用してとある物を調達する。

			　それは極々簡単な罠に使う代物であったが、頭に血が上っている相手には有効に作用した。

			　スキル『罠師』の能力である罠材料入手で手に入れたロープを、俺は木と木の間に結びつけ、フクロウを挑発して、その動きを誘導する。

			　思惑通りに俺に向かって突撃してきた巨大フクロウは、足元に張られた極太のロープに足を引っ掛け、ものの見事に転倒した。

			　相手は倒れたもののすぐに立ち上がろうとする。だが、一瞬であっても動きが止まってくれればそれで十分なのだ。

			「おりゃああー！」

			　ズドム！

			「ゴハアアァ!!」

			　動きの止まったフクロウの腹に、ゲンが高速移動からの強力な一撃を加えて膝をつかせる。

			　そして俺は素早く腰の袋から痺れ薬を取り出して、相手のくちばしの中へと詰め込んだ。

			　先程までの戦闘の最中に俺が手持ちの薬を使わなかったのは、これだけ強力なモンスターに俺の薬が効くかどうかが分からなかったからだ。

			　しかも俺の薬は基本粉状なので、あれだけ羽ばたいている相手に使ってもしも不発だった場合、翼の羽ばたきが起こす風のせいで俺たちに被害が及ぶことを恐れて、使うことができなかった。

			　だが地面に膝をつき、動きの止まった相手であれば、反撃を気にすることなく行動できる。

			　くちばしから直に口内に詰め込まれた痺れ薬は存分に効果を発揮し、猛威を奮った巨大なフクロウのモンスターはその動きを完全に停止した。

			　ニコを地面に横たえたライがフクロウへと近づき、翼に刺さったままだった槍を回収する。

			　フクロウの腹へと強烈な一撃を見舞ったゲンは、油断なくフクロウを注視している。

			　そんな中、ようやく落ち着いてものが考えられるようになった俺の脳裏では、目の前のフクロウについての情報が錯綜していた。

			　人語を話す巨大なフクロウ。

			　魔族に進化寸前の個体。

			　頭が良くて森に適応している。

			　これまでに聞いた会話の内容は「返せ」「逃さん」「邪魔をするな」「息子たちはどこだ」「息子たちを返せ」だった。

			　……息子たちを返せ？

			「トドメを刺すかい？　ライちゃん」

			「僕は後から来ただけですから。トドメを刺す権利は２人にあるのではないかと」

			「じゃあオイラが殺して良いかい？　旦那」

			　ゲンの言葉にハッとして顔をあげると、巨大なフクロウのモンスターは今まさに殺される寸前であった。

			　ライも油断なく槍を構えている。もしも動きが見えたのなら、容赦なく槍を突き刺すつもりなのだろう。

			「待て！　ちょっと待てゲン、こいつは殺しちゃ駄目だ！」

			　だが俺は慌ててゲンを止めた。

			　ゲンもライもなぜ止めるのかと訝しげな視線を俺に向けてくる。

			　だがこいつをここで殺すわけにはいかんのだ。

			　思えば最初からなんとなく聞き覚えがあった。

			　魔族に進化する直前まで育ちきった、子持ちの巨大なフクロウの話を。

			　いや、フクロウではなくモンスターオウルというのだったか。

			　俺の考えが正しいのならば、目の前のこいつは白虎の国の勇者たちの育ての親のはずだ。

			　俺は２人にその話を伝え、そしてロックも呼んで緊急の会議を開いたのであった。

		

	
		
			　

			第17話　モンスターオウルの事情

			　

			　Side：？？？

			　吾輩はフクロウタイプのモンスターである。名前はまだない。

			　いや通り名ならば存在する。モンスターオウルという通り名ならば。

			　だがそれはあくまでも種族全体を指す言葉であって、吾輩個人の呼び名ではない。

			　息子たちは吾輩のことを「とうちゃん」「父さん」と呼び、慕ってくれてはいるが、それだって父としての役割を指す言葉であって、吾輩個人の名前というわけではない。

			　そう、吾輩には息子がいたのだ。

			　吾輩の２人の息子はどちらもかわいく、目に入れても痛くないほどに愛していた。

			　そう『いた』のである。過去形なのである。

			　吾輩が心を砕いて育て上げた息子たちは、突然現れた強力な魔法使いとその手勢によって奪い去られてしまったのだ。

			　奴の放つ強力な魔法と手練手管の前に敗北を喫し、とどめを刺されそうになった吾輩を守ろうと、死に物狂いで抵抗した息子たちの姿は今も吾輩の瞼(まぶた)に焼き付いて離れない。

			　結局息子たちの身柄が目的だったその男は、吾輩の命と引き換えに息子たちに服従を迫り、息子たちは男に従い、森から姿を消してしまった。

			　怪我の痛みと屈辱の中、息子たちを失った悲しみと慟(どう)哭(こく)を抑えきれず、声を枯らして泣き続けたのは一体いつのことだったろうか。

			　それから吾輩は、怪我の回復に努めながらも虎(こ)視(し)眈(たん)々(たん)と息子たちを奪還する機会を探る日々を送っていた。

			　だが、つい最近、予想もしていなかった事態が起きてしまったがゆえに、吾輩は現在玄武の国の中を飛び回っているのだ。

			　なんと息子たちが囚われている白虎の国の王宮で大規模火災が発生し、その混乱の最中に吾輩の息子たちが名のある盗賊団に誘拐されてしまったのである！

			　息子たちの安否確認のために王宮周辺に放っておいた配下の鳥たちからその報告を受けた吾輩は、急いで拠点としていた森から飛び立ち、その盗賊団の追跡を開始した。

			　しかしその盗賊団は白虎の国と玄武の国の国境にまたがる大森林の中に入ってしまい、白虎の国の兵士の追跡を躱(かわ)し、吾輩の配下の追跡をも躱してしまったのである。

			　人間たちは国家間の約束事として大森林には立ち入ることができず、吾輩の配下もまた、縄張りの違いから大森林上空を通過することができなかった。

			　しかし吾輩は無理を押して縄張りを突破し、玄武の国へと入国。

			　以降は土地勘のない玄武の国を飛び回り、息子たちを探すために、目についた盗賊団を片っ端から襲い続けた。

			　何度も何度も盗賊たちを襲い、いくつかの盗賊団を壊滅させ、何人かの囚われの人々を救ったりもしたが、それはただのついでである。

			　吾輩が探していたのは息子たち。吾輩が拾い、育て上げた２人の『人間の息子たち』であったがゆえに、同じ人間が盗賊に捕らえられているという状況に我慢がならなかっただけの話だ。

			　そんな吾輩に転機が訪れたのは、たまたま羽を休めるためにこの山の中で休憩をしていた時のことであった。

			　水場で喉を潤していた吾輩の耳に大勢の人間の足音が聞こえてきたのだ。

			　身を隠して様子をうかがうと、どうやら山賊の集団が、近くの小屋にやって来たことが確認できた。

			　盗賊ならば襲うところだが、山賊には用はない。

			　だが同じ賊である以上、情報を持っている可能性もあると思い、話を聞いてみることにしたのだ。

			　そして彼らの話を聞いた吾輩は、とんでもない勘違いをしていたことに気づかされた。

			　吾輩は彼らを山賊だとばかり思っていたが、彼らは盗賊だと自称していた。

			　山にいるからといって、山賊とは限らない。そもそも盗賊が山の中に入らないとも限らない。

			　そんな当たり前のことに吾輩は気づけず、今の今までただひたすらに、平地で活動している盗賊だけを襲い続けていたのである。

			　森の賢者モンスターオウルなどと呼ばれていても、所詮吾輩は人間社会では素人同然。

			　なるほど、盗賊だけを襲っていても見つからないわけだ。

			　吾輩は、襲撃する相手に山賊も追加することを決定した。

			　この山に来る途中で山賊の集団を何度か見かけたが、盗賊ではないからと無視して通り過ぎていたことが悔やまれる。

			　ひょっとしたらあの中に息子たちがいたのかもしれない。

			　だが、それはそれとして、今は目の前の盗賊を殺すことが先決だ。

			　これまで血を浴びすぎたせいだろうか、吾輩は盗賊を見ると無条件で潰したくなっていた。

			　盗賊たちの取りまとめ役をしている男の髪が白虎の国の人間と同様の金髪であったことも、吾輩の殺意の原因となったのだろう。

			　とりあえず頭を潰してから、配下の者たちを一人ずつ始末しようと考えた吾輩は、配下の者たちが山を降りてしばらく時間が経った頃に小屋を潰し、男に奇襲を掛けたのだが、間一髪のところで逃げられてしまった。

			　だがここは山の中腹に広がる森の中だ。

			　吾輩の生まれ故郷そっくりな環境であり、ここで吾輩から逃げることなど不可能。

			　一度はその姿を見失ったものの、次に見つけた時には、男は森の中で倒れ込んでいた。

			　吾輩はこれ幸いと、男の頭を丸かじりにして殺そうと試みる。

			　モンスターとは違い、人間の体には魔石がないため、心の臓か頭を潰すのが一番確実な殺害方法なのだ。

			　しかしそこに邪魔が入ってしまう。吾輩が男を殺そうとした瞬間、突如青年と子供が現れ、吾輩の盗賊退治に割って入ってきてしまったのである。

			　別れた頃の息子たちを彷彿とさせる子供の出現に、吾輩は一瞬うろたえてしまった。

			　そして吾輩は子供の放った攻撃を受けてしまう。

			　これが予想外に響く攻撃で、吾輩は体勢を崩された。

			　そのスキに子供の連れの青年が標的の盗賊の身柄を奪い、逃げてしまった。

			　彼らは先程潰したばかりの盗賊のアジトのほうへ向かって逃げていく。

			　だが吾輩は諦めない。

			　獲物の臭いは覚えているし、森の中は吾輩の庭も同然だ。

			　吾輩は執拗に青年たちを追い続け、体力を削る。

			　結果として青年は力尽き、その歩みを止めることに成功した。

			　しかし抱えていた盗賊を地面へと横たえた青年の瞳には覚悟の炎が灯っている。

			　どうやら相手もまたやる気のようだ。

			　吾輩は青年と子供の守りを突破し、男を殺害するために２人との戦いを開始する。

			　当初は吾輩有利の展開で戦いが進んでいたのだが、途中から参戦した青年の仲間から受けた不意打ちにより翼を傷つけられ、飛行能力を奪われた吾輩は彼らに敗れたのだった。

			　これこそが吾輩と彼らとの出会い。

			　後に吾輩の息子たちを預けることとなる素晴らしき青年たちとの出会いは、このようなすれ違いから始まったのであった。

		

	
		
			　

			第18話　語られた緊急事態

			　

			　Side：ナイト

			「マジかよ……」

			　拘束したモンスターオウルから語られた話を耳にした俺たちは、あんまりな内容に呆然としてしまった。

			　ここは盗賊たちのアジト跡地。モンスターオウルを無力化した俺たちはライにロックを呼んできてもらい、ロックの手でフクロウの巨体を担ぎ上げて、アジト跡地へと連れ帰ってきたのだ。

			　ロックに事情を説明した後、俺たちはモンスターオウルとの会話を試みた。

			　俺はモンスターオウルの正面に立ち、これから解毒薬を飲ませると宣言する。

			　そしてまずは俺が目の前で少量ではあるが薬品を飲んでから、彼の口に含ませていった。

			　こうすることで、これから飲むものが毒物ではないということの証明になると思ったからだ。

			「お主ら、これは一体なんの真似だ？」

			　しばらくするとモンスターオウルは地面に倒れたままで口を動かし始めた。

			　彼はしきりに体を動かそうとしているが、残念ながらそこまでは回復させていない。

			　もう一度戦うことになっては手間なので、話せる程度の回復に留めた。

			「悪いが体の自由はまだ奪わせてもらう。あんたとは話し合う必要があると思うからな」

			「吾輩と話？　人間がモンスターである吾輩に一体何の用事があるというのだ？」

			「何と言われたら、そりゃあもちろん、あんたの息子たちに関する話だよ」

			「！」

			　瞬間、モンスターオウルの体から恐ろしい殺気が放出され、周囲から音が消え去った。

			　俺自身も一瞬ではあるが目の前のモンスターに殺される幻覚を見たほどである。

			　その反応だけでも目の前のモンスターにとって、いかに息子たちが大切な存在なのかが分かる。

			　それは同時に、俺の考えが間違っていなかったという証明にもなった。

			「落ち着いてください、フクロウ殿。私たちはあなたにも、あなたの息子たちにも危害を加えるつもりはありません」

			　どうやら俺はしばらくの間、動けなくなっていたらしい。

			　いつまで経っても喋らない俺の代わりに、ロックがモンスターオウルとの会話を試みていた。

			「まずは確認をさせていただきたい。あなたの息子たちとは、白虎の国に保護されたという風の勇者と雷の勇者の２人で間違いありませんね？」

			「保護だと？　ふざけるな！　息子たちはあの男の手で吾輩の下から連れ去られたのだ！」

			　目の前のフクロウの瞳は憎悪で濁っている。

			　確かに俺たち人間の側からすれば保護なのだろうが、された側からすれば誘拐にあたるのだろう。

			　ロックも失言をしたことを理解したのか、素直に頭を下げて詫びていた。

			　それを見たフクロウは珍しいものを見たと言うように首をひねっている。

			　……やばいな、ちょっと解毒薬が多かったかもしれない。

			　反射的な行動だから気づかれなかったようだが、フクロウの体からは首をひねることができる程度には体のしびれが取り除かれているようだった。

			「それでは質問を変えます。あなたの息子さんたちの額には、こんな印がありませんでしたか？」

			　ロックは額に巻いている鉢金を外して、前髪を掻き上げてフクロウへと見せつける。

			　そこには勇者の印が燦(さん)然(ぜん)と輝いており、それを見たフクロウは心底驚いたようでしばし口ごもっていた。

			「お主……」

			「はい」

			「お主……まさか本物か？　本物の勇者だというのか？」

			「ええ、ご覧の通りです。私は今代の土の勇者であるロック＝Ａ＝タートルと申します。ちなみにあなたと戦った者たちは私の旅の仲間ですよ」

			「……………………そうか、失礼した。それで、勇者が一体何の用だ？」

			　しばらく沈黙が続いた後、フクロウの様子は随分と様変わりしていた。

			　それはロックの額に輝く勇者の印を見て、息子たちの仲間であることを理解したがゆえか。

			　さもなくば本物の勇者を相手に喧嘩を売るわけにはいかないと、大人しくしていることを選択したためなのだろう。

			「仲間があなたの口から興味深い話を聞いたと言っているのです。『息子たちはどこだ』『息子たちを返せ』と叫んでいたとか」

			「……それがどうした。吾輩の息子たちが拐かされたことは同じ勇者であるお主ならば当然知っているのだろう？」

			　今、間違いなく『同じ勇者』と言ったな。

			　やはり目の前のフクロウは白虎の国の勇者たちの育ての親だったのだ。

			　俺は思わず溜息を吐いてしまう。

			　トドメを刺さないで正解だった。これから先その２人に出会った時にどんな顔をすれば良いのか分かったものじゃないからな。

			「おかしいではありませんか。ここは玄武の国の山の中です。あなたの息子さんたちは白虎の国の兵士の手で誘拐されたのでしょう？　奪還を目論むのでしたら白虎の国の城へと出向くはずです」

			「…………」

			「そういえば近くの町でおかしな話を耳にしました。なんでも盗賊団を潰して回っている鳥型のモンスターがいるとか。しかもそのモンスターは盗賊に捕まっていた人々を解放しているというのです。この話に身に覚えはありませんか？」

			「何度か気が向いた時に盗賊団を潰したことならある」

			「ではなぜあなたはそんな真似を？　私は先程から嫌な予感が止まらないのですが」

			　実は俺も薄々感づいていた。

			　ゲンは笑っているので良く分からないが、ライは深刻な顔をしているので、恐らく理解しているのだろう。

			　勇者の育ての親がわざわざ隣国で息子を探し回っているのだ。

			　そうそう別の理由があるとも思えない。

			　そうして遂にモンスターオウルは事情を説明し始めた。

			　彼の下から奪われた２人の息子、いや、２人の勇者が白虎の国で盗賊団に誘拐されたらしいということを。

			　そしてその盗賊団は国境を越えて玄武の国へと逃げ込んでいるらしいということを、俺たちは聞かされた。

			　突如俺たちの下へともたらされた、前代未聞の勇者誘拐事件。

			　その話を聞いたロックはしばし考え込み、そして目の前のモンスターに提案した。

			「話は分かりました。では私たちにも手伝わせてください」

			「何？」

			「所属する国は違いますが、同じ勇者なのです。私は、いえ私と仲間たちはあなたの息子さんたちの探索にご協力いたします」

			　そのロックの提案を、モンスターオウルは逡巡の末に受けた。

			　こうして俺たちは盗賊団を壊滅させた山の中で、別の盗賊団の探索と誘拐された勇者たちの奪還を誓ったのである。

			　

			　ちなみに、当然のことながらアジト跡地には気絶したニコも連れてきており、念のために睡眠薬を嗅がせた上で、他の盗賊たちと同様にロックのゴーレムで拘束しておいた。

			　ここに南ヤマヨコの町で問題となっていた盗賊団ビッグ・オーガズは全員揃って捕縛された。

			　なお、これは町へと連れ帰った後の話になるが、彼らは軍の懲罰部隊へと入隊することが決定した。

			　盗賊行為は行っていたものの、犯しも殺しもしていなかった上に町長からの助命嘆願があり、情状酌量の余地ありと勇者にして王子であるロックが判断した結果の裁定だ。

			　誰一人として文句は言わず、彼らは通常の部隊よりも死亡率が２倍とも３倍とも言われる危険な部隊へと入隊することが決まった。

			　それでも町を出る際に、俺たちは町長に感謝されることとなる。

			　息子の過ちを止めてもらった父親の哀愁を感じながら、俺たちは南ヤマヨコの町を後にした。

			　そうして町を出てからしばらく歩いた森の中には俺たちを待っていた巨大な影が１つ。

			　約束通り町の外での合流を果たした俺たち土の勇者一行とモンスターオウルは、玄武の国へと連れ去られたという風の勇者と雷の勇者を探すために、まずは近場の山賊退治から始めることにしたのであった。
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